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序

「 災害 四忘れた時分にやつて来る」 匂は故寺 田賀彦先生の名曾であ る ・ 今度は忘れない内にやっ

て来た ・ 尤 も昭和 11 !1 年 ，l8 月の東南栂大地震は戦争 中で ．軍部の指 し金で其惨害や其規模が 國民

の眼か ら聡 ばれて居た毎に直接展災地以外 の國民 は僅かに二年 しか経て居ないに もか ヽわ らず ． も

ぅ 忘れて居た ・ 流石震炎 を被つた地万の人 々は忘れる所ではな く ．殊に三頂 ．和歌Ui 等地万の海岸

の人 々は海岸の変位 も 刺激的役割 を演 じて ； 津浪に対 して相当に敏感 と なつて居た為に ．避難か相

当甘 く行 ぼれた地万か 鈴 ,,-:,た と云ふのは不幸中の幸であつ7t. 更にま た今度の地虚か堂 々た るクト

側地震帯~ @ 第 込I 級地震では有るが ．其割合に誤度 も被害 も軽かつたのは有 り難い挙で·. 退れ も抑

下努万の蓄程が ．東南海大地要で既に相当消黄せ られ ．地域的にほ今度の ヽは ．其僅かに 西に隣 り

じで起つた為陪割合厖穏か に起つた ものと も考え られ ．又既に東南海＠時に幾分の破壊か先行 I!.,. 

、今度® ので夫れが 完成 した為た全然新規な破壊 よ り も稔和に起~'fti ものか と も考へ られる • 更厄t
だ破壊が廣 く散つて起っ た と云ふ事 も考え られる ・ 大分縣や佃jl!IJ熙 ．東は岐阜縣に至 る迄相当® 被

害を起 じて 居る泊＼ 其桐 り合厄ほ中心部郎和歌 Lil, 裡島' • 高知カ'>fi烈でない ・ 又 ＂和歌山の激 口か

ら た所 と 同程度或ほ以上た 高知揺中村地万の被害が大 きい等は今度の地震の ．或ぼま た外側地＇矮®

特 長の 1 つであつて ．退九ほ既に相模振大地歴以来吾々紫人~I り の地痕研究者が始渥点 と涅源地 と

は区別すべ き格のI~就 ．有限震源 とか ．散在倭源と か ．破壊 の博播 とかを稲へて御叱 り を蒙つた 問

題：で有つたが殺 ら （ 今度 (1j) 地擬では提等ほ思想的fib~ 正当悟痴 確認せ ら る Wこ至る でぁ ら ぅ り 尚自

分ほ歪力に依 る破製実除 を行 "'5>7?:({JJ で考へ万ぼ I 自然歪力 的努力の蓄秘 と破娘に よ る其放出（匂恥点を

招 いすぼ居た鋲化学的乃至熱的勢力,t}>が此歪的努力の更に原凶 と なるぺき事 を決 Iじて否定 1した導ぼ

な く．明かに醗 歪 自体 の作用でば起 I り得 ないか ら熱か．化学的刃濁睾！的か ．乃至は原子的＠努力源刃5 

其背後 厄有~ ~ き幕ほ当然 と考へて 居たか ．或鍮者は如何屹 冷自分 €藤原籾＞歪カー点張 り で他® 努

力を総 そ否足 ih, 雫居るか ® 如 < :爬攻撃 さ れたので菌迷惑 した導 冷あつた ・ 尤 も石本博士の云ふ様な

, 1 同 じ化学努力を想像 じな茄 ら も 1 「京都疇 'ii;ill!i起つた化学変化® 為隆マク与 森 弛下の空隙全大速カ

四 頃 後迄突進 じ 危其穴 ® 終 iり匠 衛突 した時の啓 苔か 北丹後地淫である』 と云 ぅ た様な想像吋過ぎ

た 説迄唖賛成出来な沿ヽ '%>ft'l;. 丈® 事であ":;>ifli ・ マグマの化学的産化が~Jへぽ 器渡（＂敢相嘔遜 Iじ も急激

に起 る郷 咽 UJな り姫 康た りの負大な原因＝速因松近因沿、ほ．サIJl'G.考へ る ど ~ ~ =＂で有 り待各逗と ほ

既に寺田＇先生 対注 目指 示ぜ られた所 '?t, I 自分も全 く 届l 感であ ゐ ・ 母 境曲® 破製試駐を考へよ う ・ •む

枚の惚鍮な り］．鉄な り ．又は故 日阿部 博士 のや 切 芍 如 1 岩の伽へば杖さ t)UO'll•, 叩 :Sycm,, 厘さ 1Jcm 

と云ふ様な板を二";＂＂@ ナイ プェ ッ ジのJ;;VG. 氷牛 に硲 いた とする . Jlt:板のJtr.~鉦 日 J}:,gif' 参 、の種最を

負荷 して行 く ・ 破裳荷重は材料に依 り て勿論泡ふが ．仮 り に此勘合 lUkg で ある と す加 は ．此板は
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餃初の lgr を載せてか ら 9999 旬 紅 破壊四逹する ・ 此梱歪のポテ ン シャ ルエナ ージーほ次第次第

心 に蓄和さ れ ．板は次佑に中央部か 下万にたる 、しで行 く のである ・ 破坂 して荷煎か板 と共に床上

這 落 して仕舞へ r-.t. 此滸稜勢力は一蜘 a 放出さ れ ．香波毎に疫つて散つで仕舞ふのであ る ・ 而 L 

て此模型に於いての毎 l B 1gr <D1 尉諏の役 絃では取力り 位硲のエネルキ ーであ るか ．此れに相当

する勢力に実際の地凌 と した ら何か提供すゐが ·? . 姥れはまた充分には答へ ら れて居ない ． マク・マ

の化学的エネルギ ーと考へる考へ万 もあゐ ・ 又熱的対流エネルキ ーと しての考へ万 もある ・ 大陸地

下 と大洋地下 とで温度 の相迩か ある ．此為に訟力の相癖ヵ屯起る ・ 此応力の相迩か 直接に上述の負荷

相当 と な り待るか も知れない ．勿論温度乃至総力は略 一々定であ るか 。地学的時間尺度か ら 見れは

決 ビで一定でな く ど しど し変化 して居る と考へ るのであ る ・ 攻ほ又此直接の迩力の外に ．此れに依

りて誘起される地下対流又は渦流の為の二次的巫力と して地装の原固た る発力源を考へ る向き も有

り鯰 ・ 艮心 1t 放射性物性に依 り て海起さ れる熱 ．従つて濫炭の大陸 と 大洋 ．父は局地的相違 を

以て ．上の模型の負荷に相当する歪力源 と考へる導 も出来る ・ 或は又原子燦弾に見る 様な原子辿釦 ．

破壊を考へる事 も出来る ・ 想像 口街遠 原因はい く ら もあ るが ，．今 日其何れであ・るか を確認 口尋な

臼 ＼である ・ だか らー万此原因探究 も泄める と共に ．歪力面栢か ら以下の現実の現象＇を細か く解析

研究する こ とか吾々大破壊地淫発生図の学者に輿へ られた 1l't: 要任務であつて ．此点は独逸 の地礎学

者の様に雖に箆波侶播現象の探究にのみ終止すぺ きでない と云ふのか ．大正大要災以来の 自分の主

張である ・ 幸に して長岡 ．末廣 ．寺田 ．岡田先生は皆 自分の此主張をバ ツク して下さ つて 。其御除

で命 此万面の翫 を したのであ るが ．末脳先生無 き後は絣究思ふに任せず本殿 も亦多忙を極める '

ので一時中止 したので有るが ．今で もけ万面の研究を誰れか細続する人か有つて も良 く はないか と

は常 日頃希ふ所である ・

地震催播速度瓦 其弾性係徴 で変る こ とは公式の示す通 り で此係数例へは -1· ング率か伍浩 石の企

蟷 態によ り て変化する事は故日下部拇士の有名な実殿 の示す所であ り ．夫れが芸際の淮波・縛描述

度に輝 する程度か観測を良 くすれば充分に見出 頃 る程皮であ る こ とは紋近早）1 滴江 技官の計算

した所であ る ・ 日本の親測か此籾度に耐え ない と米幽の地浅学者0 非難をす部いて居るのは全墨鰤 lj 

平 預る 中央氣象台 と して誠に申し訳 のな叶次第で今銅 惹姥れが改善に努力 して居る ・ 是には戦争 の

党の時刻記録の精密度の低下が恢復出来ない為で ム ;/l'"JII ， . ...J で時計仕懸 を懸命に修理 しL 居るか ら近

い内に完全 を得 る こ と と思ふ ・ 早）11 技官の停播速度偏差図- には地矮予知め可能性 を 示唆す る所大 た

る も のが あ り ．地廊流現象特に其差動前流及ひ地上誘陀前兆と相侯つて今後大に力を注 ぐべ き も の

と思はれる ・ 高木技官の機柚不明ではあ るか地上誘砲前兆は或は寺出先生の計算 さ れたヘ ルムホ）し

ツ妓果 の現はれか も知れない ．先生の計鈴では空中に発光
、 を示 に足 る感他籠`力さへ、も得 られる筈

であ る ・ 今度の地矮で諸万に起つた発光の内 h 込・山の輪祁のはつき り
/ 兒えた等の ものは決 して送電線
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の スパ ーク な どでは逹 U 与ない腋範助的弥力な も のでなければな ら ない ・

以上少 し長 きに過 ぎたか今迄の 日本人錮有の感↑祇的に物碩を所理する弊害 を此際断乎 と して絶滅

し • 総 て・科学的に良心的に他人の思わ 〈 四 含はれず ． 自分の好む所を行ひ ．岩ふ 所を発表．する様に

次の桔密 な硝究報告の準備の為に も と敢へて老婆心を 以て記す次第である ・ 従つて此稲の忠言以外

藤原 の学 風を必 しも推»urr.. しない ．只共鳴 口与る人達丈けはよ し 。台長に阿洸する と云はれや う と

か まわずに 勇敢に秒r 信に進 まれれはよ ろ しい と 思ふ のである ・

本報告 は大万の御便宜の為に取 り敢へず概要 を穏 めた もので更に稽 しい研究報告は後か・ら出す稜

り で あ る ・ 此物資不足 ．旅行不便等々の悲條件下に梢勘以て本臨を提供 し待 るに全つた地湊課長鴬

坂消信技官 ．其主た る補助者武石武技官 ．其 他課艮及び大阪 ．高松 ．名古屋 ．腋島 ．揺岡等の管区

気象台並に細 大山 ．湖見 徳島 ．室戸 ．高知漁 水その他災菩地の氣象管培の執銀各技百に対 して厚

' { 其労 を稿 ふ と共に ．大体の方針を指淋 認 事務及経理上便益を計 られた和達総務郎長 ．其れを助

けた三浦会計課長及課貝諸君等に対 L ゼ も深謝する次第である ・ 固各氣象管署 よ り の詳細た報告の

大部分を資材等の都合．で削除 しーた こ と は誠に逍憾である が］ 承願ひたい ・

ヽ
昭和 2 2 年2 月 賣8 

中央氣象台長 藤原咲平

.. 

＇

ー
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和 逹 消 夫

今 同の南苺直大地哀 ．貝II ち昭和 2 l 年 l .2 月 2 1 日紀州南万1 中に起つた地衷は ．近頃珍 ら しい大

螂7J: 地衷であつた ・大正以降の大地湊を ．地萎規模の大いさによ
つて順位をつけ る と ．三陸沖大

饂 地衷 （昭和 8 年 ）か第 直 ．今同のものか保
'2 位 巣南海大地要 （昭 和 .l g 年 l 2, 月 7 日）が 第

r 8 位 ．そ して聡東大地委 （ 大正 J. 2 年 9 月 1 B ）が第 咋 I とな砂 であゐ ・ 之によつて ．今回の地

震が相当の大地装である こ と と ．又 万 ．
一 約 2 年前の東南海大地認 > . 今同の もの と相呼應 して起

つて居るやうに見える所か ．注目に億すゐ ・“

この地震t.I • 南麟 を中心と して ． 日本の大部分を強 く揺 り ．地委珈C よつて相当の被害を各地 ．

に典へたか ．幸四烈展と云ふ程の激烈な胆害を興えた所は殆んどながつた ・ しか し ． この地器に伴

ふ砕 によって ．時刻か演醗 寺である箪の瞑条件の下vc. 四國 ．、紀州等の沿岸は ．相当の被害を薮

つた ・ とは云へ ．この津浪も ．本地胆の規模其他炉ら ．一見想像される程の強大な ものでな く 。被

• 
害応 それ程甚大でなかつた こ とは幸であった ・ ．

本地震について．特¢ 注目すぺき と思はれる こ と を ．以下に列摯する ・

(1) 輿 域 と 地 動

ー••

ー

地腰動の強い地域及び著 しい土地り）昇降等か あつた地域か非常に廣範囲に互つ'It • こ の こ とに ．

昔の大地震の疇 ．郎II ち有名な七永 ．安政ら大地展等に・偽へられる所の ．ぁ の信 じ難い程の廣範囲

の大地漿の実例を今眼のあた り見せた ものである ・

今同のものは .l 記の諸地展よ りは規模は少 し小さいか ．之等の外側地庭倍に起る 互大な地衷の

発襄概樅の研究 ．弓I いては ．一般の地猿や火UI の活動の原因の研究に貢謡な資料を提供 した ・

(2) 震 源 に つ い て

囁

＇
この地廃の震動の始発点は ．潮岬南々西約 5Ukm の沖台と推定されるか ．地震動努力の中心 ．又

は楼源範囲と云ふものに ．もつと西 万によつて居る ら しい ・之に加へて ．津浪の発生する 中心 。又

は浪＇源範囲と云ふものも ．同じゃ うな意味で考へる必要が ある ・ 例へは ．紀伊半島の東岸;に津浪が

脂 ＜．西岸に強力：った事実が ．之を磁 吾つて居る • この様た大地席の腰源は ．簡難に点では現は L 

待が 文こ とは当然であ ら う ・ 又服い巽源域か ら ．勢力か遊離 して行 く機樅について も ．今同の地震

ほ ．問題を提供 して居お・

i
し

(Ill 津 浪 に つ い て ... 
宝永や安政の大地展のと きに比ペて ．津浪の小さかつた こ とは ．．地詰規模の故によ るか ．一つに

は ．鞘 原地咋 ．それ程の深海域でなかつた故であら.? ..也 し '
．今同の地震の津浪発源地域か ,• ―

部分海岸にまで及んで居る こ とは.. 海岸に於ける
土地の昇降が ．．地胆直後著る し く起つ咋 l が あ る
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こ と で も分 る • こ のた め津浪は 虞 麟 ．意外に早 く来て居る のである ・ 津浪災告•防止対策にこい

数~II を興へた 印云へる ・

又津浪 は ．肉の形 と 同 じ く ．激内外の梅深の分布に大いvc 影料 さ ゼられる こ と を示 した ・

(~) 発，~Wt~ 、

” 地震動の初動炉 ら知 られる発震椴慾は ．最近 の大津浪を起 した大地庭か ．皆同一傾向を持つて居 ・

る こ とを示 した · 外側地輿骨中の大地震の一特徴 と思はれゐ ・

(5) 地震 前 後 の 土 地 の 昇 降

I, 

地巽のた めに 。土地かかな り昇降 した こ とが 。 万々の沿岸で認められた • その栽則的な分布は ．

地震の被樅 を 示咬L, 荊来の地庭予知に煎要な手かか り を典へた ・ 地据前か ら も ．除夕に相当諏の

土地の昇降現象が 認められて来た し ．又地震後 も紡いて ．除 の々昇降や移動が ．必す起る 筈であ る

が ．之等の詳細は今後行はれる であ ら う 秒（の ．水準並ひ『に三角測倣の結果四 叫寺す る ・

(6) 外 側 地 熙 弗 の 活 i1!J' 

外側地震帯の活動につW ては ．敢近諸家に注 目さ れて居た ・ た しかに1 化の頃は活動期に入っ て居

る ・ 今 同の大地猿 も ．地襲学者にさ り ．何等がの形で ．、懸念さ れて居る間に起つた もの と云って よ

い ・ 但 し 。た ゞ嵌往の地胆偶内地展活詢 によ り ．統計p 勺の万法で ．地捉予知を L よ う とする試みは

漠然 と した大地製活動の大勢を袴政するに役立つのみで ．科学的の正確な地煕予知には不充分であ

る ·

(7) 発 光 現 象
I 

地般の際に現にれ祉 ）粛 「光 り も の」 は 。今同の地襄に於て も ．非常に次 iJI 戯測 されて報告さ れ

たが 、其の大部分は迭砲線か ら出る スパ ーク を認めた ものであつた · た ゞ少数 は地染の際に生す る

特別の琺象であ いら し く 。其の原区1 は街研究を要する • 特 に今 同は ．例へは ．屁崩れに際 して発光 、

を倅 った な どの ．原因 も併せて徽視りした報告がある のは注意を姿する ・

(8) 火 山 の 噴 火 と の• 関 係

今同の地震は ．直接には火Lil, 例へば阿蘇山や楼島火山等に影咽は典へて 居ないや う であ る ・ た

妃 九州の金峰山 ．プし熊山附近に火Ill 性地霞 ． こ の大地厖後に局発的に活動 し ．間も な く止んだ

之は ．本地衷 と或は相当の関係が あ る現象か も知れない ·

｀ 抑 々火山活動 と地蓑活動 とは同一の直接原因によ る ものであ るか ．又如何なる 関係か和互問にあ

砂 と云ふ問題巳 甚だ脚 床あ り ．又実際地胆予知の問題に対 して も ．煎要な根本問題であ る．．往

時 よ り大地窟の活拗 と火山活動 とか 期を 届J じ く．
して盛ん となつた例が少 くな い • 最近 に起 つた大地

衷 直 ち今同の もの及び 東南拒大地店が ．
一万昨年のI\ 丈島南万の新火LI I 品出視の沿実や ．又麟

の活動等 と ．或に関係が ある も のか も知れない •
之は今後の研禿を要する tll 憐 であ る.. 

(9) 地 葵 の 前 兆 現 象



c

大地諾の前兆現象 と、して ．地巽予知に利用し得る と ．学者に認められて居ゐ現象は多い ・例へは，

土地の昇降 ．移動 ．傾斜 ．重力の変化 ．地窟流の変化 ．地砒氣の変化等である ・ 之等の観測は ．現

在相当行はれて居たが ．実際的に云つて ．今固は予知 し誉報を出すこ とは出来なかつた ・

地葵後の調査によ って ．果 して ． この大地展は予知出来る性質のも のであつたか ．又は出来て居

た筈のものであつたか ． ど う 力~ . 其の臨臨は ．本報告にも記述がある し ．又他の報告で も臨せられ

る こ とである と思ふ ・ と も角 も ・ 地誤予知か ．其の捏度は兎も角 と して ．可能であみと云ふこ とは

多くの学者か令B 認めて居る所である，•

本姦告では ．主 と して地置流 と • 特殊砒力計によ る磁氣の観測結朱か大地衷の前兆を ．如何に示

して居たかについて述ぺてある ・

.(Iu: 、 地 窟 予 知 の 実 際

今同の大地衷~ -我 に々 ．今後一刻 も早 く ．浜痴J に地農予知の実際に向つて．努力すぺき こ と を

促進し て居るや う に見、える ・ 今迄の地席の研究の結果 ・ 地廃予知の可能性は認められて居る し ．又 疇

今 日の地展§それを裂菩き して居るのであるか ら ．今後はた ゞ ．地震関係者か演:ilj[ll:. その万向に送

進すればよいと思ふ ・ 中央氣象令にないて it.. ~:JJ 環 予知に対 L--C.-8 も早・（実際の筏に立つもの

た ら しめん．とする計画をたて ．既l 心若手 して居る ·

南 海 道 大 地 為 験 測 概 況

地 ，掟 課

今同の南梅道大地巽に就いて各氣象台 ．測候所及ひ魯鳴 所の地施計瞼視りの報告による調査概要を

次口 杖告す る と と もに ．管内歎iJIIJ 所の人体感覺の報告等を もあはせて報告す る ・ 街詳細に亘る調査

は追つて続報に掲載する予定である ・

(1) 製朕分布 各氣象台 . ill り候所 ．臨測所及び管内観測所毎よ，り の報告によ り各地の地痴助を

屡度順に表示する ・

強粽

醐岬 ・尾鷲 ・棧 原 • 徳島 ・ 州本 ・ 彦根 ・ 岐阜 ・ 高知 ・ 四阪島 ・ 津 ・ （徳島管内 ））II 島'. 市場 9 

岩倉＇，芝生 • 横 瀬 9 日野和 9 捩組 坂州 • 日和佐 ・椿油 ，翻井 ・ 鳴門9 九澁 9 小松島 ・ 木頭9 

鴨島 ，）11 上 ・ （ 下関管内 ） 岩國 • 平生、・ （名古屋管内 ｝厖原 9 大山 ，坂下，9 田原 ，鈴\l:R , 栢橋

中渓

・大阪 ・，稗戸 ・京都 ・ 砲山 ・鳥取 ・名古屋 ・ 敦賀・ 金沢 ・ 波止浜 • 宮崎 ・ 熊本 ・ 澁泉岳 ・・熊谷 ・

（名古屋管内 ）縦母 ，豊浜 ・ （徳島管内 ） 山城谷 ・ 大枝 ，一字 'JI! 井 ，下分上Ul• 鬼籠野 ・ 顧

原 ・ （ 下醐管杓 ） 小松 ，`御堀 ，堀 ・ （ 甲府管内 ） 西野 ・ 貰）11 ヽ上野原 ·・ 大‘月 ，誦地 9 梢進 9 睦

合 9 山中 9 鰍択 ，増富 • 甲述 • 谷村 ，落合 ，三富 9 消里 ，小淵沢 t 菅原 ，非崎 ・ （ 金沢菅内 ）

令
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大杉 · 宇 ノ 氣 ・ 山中 ・ （ 麟 溜·円 ）伊那 恥
（熊谷岱l"l) 采枇 ・

弱祟

翌 佃J ・ 伊吹山 • 宮LIi· ・輪島 ・ ―長野 ・ 船津 ・ 軽井択 ・ 静岡 •禍叫 ・ 三島 ・ 網代 ・ 横浜 ・ 前枇 ．

水戸 ・葎 LIi ・ 下閾 ・ 枕崎 ・ 諒 i 剖・ 飯塚 ・胆鵡 •w::: 原 ・ （富山管内）女良9 氷兒• 石動造 町•和賀9 

八尾 ・ 魚津 ・ 細入 ・ （金 沢管内 ） 津犀 ＇白峰 ・ （ 呵 罪 ·内 ）左右 口 9 日下部 9 上力カ 9 膀 沼 ・

．叩 ~ . 西山 ・ 原 • 五犀 丹波 ・ 身延 ・ 里駒 's· み 直 足 ・ 訛.± ·・ （ 群1 峠 ·["8} 膝孜 9 大）I\. JI\ 峨

蔀 戸谷 9 富士宮 9 大河内 ・，
ヽ

（名古屋管内 ） 披恥 小掠 ・ し届Jf, 珀郎 ） 沼出 ・・ (H 吟 留灼 ） 4 磁生，

本庄 . ,( 銚子管内 ） 勝山 ・

ヽ
軽誇

東京 ・ 小名浜 ・ 酒1:8. 新混 • 宮江 ・ （ 甲府管内 ）笹子 ・ （ 銚子省fAJ) 吉}T~, 千 倉 ・ （ 熊谷管内）

吉JII , 菖洵 9 越ヶ谷 ' ·浦和 ・

微 楼

森 ・ （熊谷管内 ） 入間）I\, 三峰ill• 

此の提度表を圏示すれは第 l 図のや う になる ・ 前ち人体感党のあつた節曲は東北地万の北部 及び

北海道 を除 く 日本の全地妓である ・ 1 禎泥区域は和歌山 ．徳島 ．高知及び三敢賠等 の全般 と笈知 ．蔽
嶋

曾

阜及び大分縣の一部等であるか鹿央か ら3-4 叫Jkm もの殷範曲(I?: 万つて局部的には烈殿の部分か ぁ

つ た ・ 此の事は後に掲ける爵保局の被害表或は踏査報告等vc よ り知 られる ・

有感覺範曲は農央か ら 8UUkm に も逹 して居 り，

最近の地震 と して昭和8 年の三睦沖大津浪地腰に
第 l 凶

次 ぐ規模 の大 きい §ので関東犬地展よ り も はるか

!IC 大 きい ・ 今敢近我が図に起つた大揮要 と今同の

地喪 と の規模を比較する ために第 2 図が作 ら れた． ‘ 「\

之は横軸 (IC 震央距離．縦軸には毎百km 内にあ，み測

候所 の裳度の平均を示す ・ 之に よ りその規楳の大

な ぢ こ とが 了解 さ れよ う •

(2) 肱 複IJ 表 各測候所 よ りの報告II(: よる地腰

計 記象の舒取 り値を次に表示する ・

(:S) 震源及び発距 夏樅 上の表によ り 水、平分

動 を その大 き さ に比例 して記入すれば第 引図のや

南海迫だ 衷

震度介 布固

.. 

．

ー＇

W

V

lV

皿
m

・
嗣
記
国
口

う に なる ・ 又慰 寺の蒻 h は大部分か 裟央 と反対 の向 きにあつて ．関東地万その他小地城が 衰央の万

向に向か ふ•今 こ の初動の和）丈r 、
ゐ繹 絨 を引けはNEN 線のや’うにな る• 今 水手分動 の延長線 を描 '

ー
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第 8 図 地誨 視模比較図
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第 ~-図 発麟 郷 9

第 .ti 図 ，•初 助 分 布 図

ヽ

c つ

A-
• ..I: 覧 〇 下 如 0 と下不叫 ．．．）万,~oみ x 砂 i& ,·. •&. »·... 

k

きそれ等の交点の軍心を求め

れば湖岬の南々西沖 と なる ・

又等発展時線の中心 もほぼ同

一虚 ［齢 とな る ・ 此の二つの

平均の位箇 を展央と定め東経‘

゜1:sf{'. 6• 北綿 邸 .u を得た・

今此の要央を通る 面皮節線の 。
I

北西側が陥没 南東側が隆起 L

だ とすれ1は換.µ:r れは鹿御c 

上下の断暦が生 じ北西側炉下

り 南東側が上っ た とすれは初

動分布か説明される ・ 醐 曲を

節線の西北側にある と見て装

央を中心 と し潮岬 と尾跨 との

中間を通る r波節円を引 く こ

とが出来る ・ 展源は津浪を生

じた こ とか ら見て海底の大地変そのものである こ とは明かであるが半径約 lUUkm の P 波節円社を．

生 じた こ とから巽源．を点と見てその深さを求めれば約 :iUkm となる ・

次に昭和 lg 年の東南浪地展の際の初動分布に注意するに第吐此
示 や うに節線 ，MM を引 く こ

とか出来る ・ 此の直線の西北万に近殴地万4 、 の南部を除 くの外上勤である ・ 又南東部は殿央の附近は

不明であるか知れる限り は下動であ る ・ 此の初動分布を浙足するや 5_'7.l: 襲源匹閤蒻講 と してやは

． り今同 と 1 司じや うに廃源に上下断暦を仮想 し
その西北側が沈下し反対側か隆起 した とずれはよい ・

更に昭和 8 年の三陸神大津浪地震について も北饂 の初動が全殻的に不寧 で 9 

ぁ つたが . 8 . .<j,: 全体

，
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虹 動 で あ つた ＇• 今仮に第 9 図の如き 南j - . 
仮想 し節線 の西側か 下渤

t の節線を引けは瞑源の発展機構 と してやは り上下断暦を

で東側か上勁
とすれは加加 涌足に説明される ・ 斯捺に我が外佃地輿帝(l) 

大津浪地震 咽 れ も上可輝 で臨地に近い側か沈下 した こ と になる こ と は輿味ある こ と である ・
(fl 走時曲線

嶋 前節に求めた転 暉 1u11: o. 北綽邸 :゚u か ら碑 麟
「までの距離を求めて 前

掲 の瞼浪り表 中に記入
・ した之によ り走時曲線を描けは第 6 凶の如 く な和記入 した実線は族源の深さ 0 

なる場合 の走時諏 尿である硲大体叩 l 
値の平均を貨いてゐるか ら之を以つて此の地装の走時曲線 と

見倣す こ と、か 出来る ・ 之か ら誇天の発知 寺を求切れは .1 ll 分 U "5 秒 と なる ・ 鯰 麟 の発御埒は昭

＇和 ill 年 立 、月 21 日9 時 19 分 06 秒 であ る ・

(6) . 余 展 余梃の震諏 吾についてはまだ調査されてゐないか ．その大努を う かかふた めに大阪

管区内の測候所及び高松管区氣象台で載旗IJ . 第 6 図 王 波 走 時 曲 線

し た有惑及び無感地器の 日別同数表を下に ・ 珈

さ い余度 は . .:c-. 匂 厖源の附近の日 IJ地のに

＂遭巴．`
し

｀

掲 げる ・ 組等各地の観測数の異な るのr.t1J 、 ;
必し— l 

感ず る か らである • 今二三の観測地につい 2 「OO

て余腰の同数 を 呼 瞑；図示L て見れば第6'36 

図 のや う にな り ．順調に滅哀 してゐる ・
匈 ，

湖岬測候所の跛iJIIJ によれはその南 東々約

30km の附近に相当多数起つてゐる ・ 又潮 3d 

岬 ．大阪 ．洲本及ひ京都等の跛測か ら 1:H辺 11'00+ • 
0 /()] lfJ) 沿J 既I (fJJ 邸 籾 邸 WJ A仰 励

市附近及び大阪附近にも起つてゐみ何れに 1 →→△ (KM)
f

して も大地器のこ と だか ら相当版範囲に互つ七余旋か起る こ と は期待さ れる ・ 尚今迄に著 しい余展

はなかつた ・ 余器の巽源の分布については追つて報告す る ・

第 6 図 ，・余 震 図
I

-
8f

e

s
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有 感 無 感 余 艇 同 数 表

え ~~ 岬 大 阪 ・ 州 本 彦 根 岬 戸 京 郡 ~ 佃l 枯 脱 高 松

a\ 有 毎 計 有 無 計 有 11:! ill· 有 倍 計 呑 臼 計 有 某 ·,n· 有 蕪 Ill· 有 無 rr 「 有 11:- ヽHI 

21 1 う7 2}2 267 2 98 100 12 14-? 159 6 51 57 2 95 97 2 ぅ？ 3'I 2 32 ~ 3 70 .73 72 
22 19 97 116 2 40 ~10 129 l ぅ9 0 26 26 2 55 57 l ぅ2 ” 0 }2 ぅ·2 2 う4 茄 48 

2} ぅ ぅぅ }6 0 11 11 11~ 65 O 9 9 O 25 25 0 21 21 0 5 5 O 3 ， 24 

24 6 23 29 l 25 26 ぅ 35 梵 l J.O 11 l 18 19 1 ,21 22 0 う 3 O 5 5 25 

25 4 l ぅ 17 ぅ 19 22 5 }8 4 ぅ c 7 7 l 、15 16 0 6 6 0 4 I 4 1 う .. 2 ぅ

26 2 16 I 18 l 22 23 4 ,,う 4? 0 6 6 1 17 17 0 6 6 Q 2 2 l 1 2 16 

27 } 2} ?.6 0 l う l う ； ぅ7 40 0 9 9 O 20 20 -o 6 6 0 5 ぅ 0 5 5 26 
28 0 、14 14 ぅ 5 8 ;: ., <Q ;2~ 15 15 , a ll l ; ヽ4 0 う 3 0 . 4 、4 10 

29 ,2 4 6 l I 2 1 ぅO 31 0 (l 0 l 7 a 2 5 7 0 7 7 0 う 3 ，
30 0 4 " 0 14 14 0 18 18 0 ぇ 3 0 14 14 0 う 5 O l l 11 
う1 1 4 5 O 10 10 0 14 14 0~ " 0 ll 11 0 う う 0 0 

゜計 71 463 ,;,.o 1 ぅ 2 哭 271 51 575 626 7 140 147 10 285 295 7 140 14? 2 E-3 、6 ぅ ? l タ ，' 141 2 哭

.l4: !I! : 石 松 9 よ ~ti:~111: の 合計 .. ~! す．

‘ 津 浪 の 状 ＇況

竹花峰夫 ．消水良作 ．戸杉喜一-

今同の地震に伴つて発生 した津浪の朕況を全励的に綜合 して見る と次表の様にな る ・ 表 中津 浪の

到遅 した時刻は土地のJ. 々 の稼察 によ る も のが 多いので相当の誤差を見な けれはな ら ない • 特に敢

初の押 い皮は引き波の振幅か小さい楊合は此を 見落す場合か 多いか ら観察によ る時刻 は概 して迦れ

勝 とな る 可宮であ るが ．実際喪央に近い所は細察時刻の万が 可た り早い • その理由 は地殻変動 の範

囲か相当脚い と考へ られる こ と と弛輿後何分 ど普通考へるか ら胞源近 く では大ゆれか U 一 5 分伯ぁ

っ た こ とが考へ られる ・ 表中津浪到逹時刻の推算は地喪の業央 （＇東経 1B6•6 北綿邸 . u) に発生

L た と して信播速度m ェ
v-"'. 丘 (g ; 諏力の加速度 • h ; 海の深 さ ）

_
囁＂

で推算 さ れる ・

• 海 の深 さ は水路部の栂図に よ り原点を出発 してか ら 1 分毎 の波面で凋岸線の近傍迄 示 して あ る ・

也 し漑内の役い所は 6 分毎に描いた ・・

各地の桧潮絵の記録は近距離では地衷（をよ り記録時 甘面 止つ
た り担 也故障が多 く津浪の記録が 完

全に待 られた所は少い · ・ ー ノ ·
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吟 岡のやう な大地震では袋株域は相当の飼 り を有つ もの と

ずれは発生叫梃に ＄夫 々の相当 の

補正を 11 わ る 必要 が あ る も の と思はれる ・
例へは高知瞬野見では地彼の震動の終 らな呵 JI 勺洋浪が

襲 来 し避難する時間が殆 どなかつ
た 由であるか推算に よ ゐと ら U 分 以土 と な る ・ 詳細は今後の調査

で・追報するが ．概 して津浪の葬 翻 虹 嘩 が推尊 よ り辿いのは衷央の
NW 側に多 く特に四嗣 ．九州

q 

浩岸に此の傾向が著 しい ．之に反 しでNE'1ltlil:I 概じて迦れ
這 て ゐる此は肱衷的に決定 した諾央位栖

に対 して浪源~n ち海底の地裂湘 I 蝦か 可な り W 万に偏在 してゐ
る もの と考へ られる ・
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註 ．

n: 滋 町） ,J ヽ 胆校 の ,j ヽ位の話 では旭柔 後 20 - 
26 分 後 に 第 一波 腹 采 し ． 芯 さ は 3U-6u 粧 程 !I 

度 で第二波 は兵果 な泥 の波が 堤の 様に 押 し 寄せ ，
その 後繰 り 返 し 反 復 疫 来` し t: . I 司町 助 役 の

な 波 は 20-30 分逍 期～で 6 I 国来 嗅 L, 
話 で は地笈後 30-410 分 に し て 第 一波 疫来 し ざの 後 ＊ き

一つの 津浪 が 引 く の に20 分セ 要 し わ 寄せ波 は 水深 の深 い
什天島 の南’供1 を 迎 り 引 さ 浪 は 北 側を ，

送つれの で水面 に段が で き て が ：•寄せ年 IM 面 は1 米餘 の記 ・
‘っ さ紋 段 になつ噂 れ 上 つ て 釦 ：、

(2) { 由井） 由弁漕 は遠 浸 1, る 汽佼水 大な
ら す内讀 で 1·3-1,f/ 米外 沼 で 4,, 6 m の 波 高 が あっ ・

， - t: .''' 
干行 く 峙 刻 1 こ拘 ら す加 太 と ；；；屋 を 見透 す線 （ 志筑 町

I 

, (3) ( 岩 滋 町） 8~ 頃は禰 湖 で以 後は 湖が

沖約 一粁 を宙北 に 返る 線 ） か ら 東側 で 1.1 干 き湖 を 認 め西 側は 逆 に入 り胡 で その祝 界 と 思 1 よれ

る 附近 は小 さ・が三 角波の 樟 1 よ波形 を し て が ： と い ム 出漁 中の 漁 師 の 話 で あ る ・

(4,) ._志筑 町） に於 て は禄業 叶か ら：7 叫 頃 1.t 干湖の 差 約·.6U 組 の注 浪 を 認 め 7 瞬 か ら 0 8 奇頃 迄 11 
一且平 溶水位 に復 \; t: b; 8 81 頃か ら 急 1 こ洞 び干胡 を 示 し 干湖 の 差約 lUU: 掘 ・ 政 高 水 位 1 埒 汲

I 
高水面 よ り 30 起 高 い津 浪セ 認 めt; . . •' . 

． ・
尚 ， 津汲来環範 困4.. 釦浪 illi につ いて 1.t; 瑾 の地 t. Ii.. び 津 浪被 移分 "rill! を 参 照 さ れ·1: It ヽ ・

ヽ

地 衷． 及 び ・津 浪 に 依 芦 被 轡

地 蕊 課

今肱の地度は衷恥 らヽ ~uu--~uukm に互 る 脳範曲に娃築物の倒没その他の被巻か あつた ・ 然 し

底 椋か和底にあつたため ．前掲の森度分布凶に見られる 如 く局部的llC 烈衷の処 もあ つたか ，，一般の

釉試 は諏 蝉 記 嶼 区域 と と つてゐる ・ 従っ て癖 鵠 その ものに依碩直接 の被釦は少 ＜．津浪に

依る被害の万かはるかに大きかつた • この事は各地の踏査報告に も述ぺ られて ゐる ・ 唯岡山縣と 販

阜 と は地鹿動に依る被吾の大きかつた事か報告 されてゐるか ，，こ札はその土地の池盤の軟弱なた め

及び家 自体か蒻体であつた こ と に依る もの と思はれる ・ 鼓蒋僻は昭和 l 9 年 l 2 月の東南海地庭及

び昭和 2u 年 1 月の三河地程の と き も捻央距離に比 して被害か特に大 きかつた様であ る ・

この外に新宮市は坦 琵後に起つた火災に依つて市街の大半を燒失 した ・ 一般に大地旋の際はそ,Jl., 

に伴つた火災に依る損筈か癸大であるか今同は少かつた のは不幸中の幸であつた ・ 全般的の詳細 な

被 害は未だ明らかになつてゐないか ．部分的には各測候所の報告及び踏査・報告に明 らかになつて ゐ

るか ら その万を稔照せ られたい ・

内 務省皆保局の 1 月 2 u 日現在の調査に依れは府縣別の被宴あ朕況は次表の通 り である ・

次に津浪及び地簑動による 被害の分布を図示 した ・ 之によつて見れは津浪のた めの被害 は和歌山，

即島及び高知の三縣に著 し く ．又地簑動に よる被害は瀬戸内海の沖岸に特に 目立つて著 しい ・ 父販

阜．縣l'C も部分的に被筈か大であつ'It. ふ

ヽ
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地 店 及 び 津 浪 の 被 街 分 布 図
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地 盤 の 姪 起 沈 下

,'--. 
各地で地盤の変動が起つた ・ 沖稽吊や埋立地に所 々で

沈下 したが ．之等の朋 らかに局部的の もの

． 伊半島南岸でに極起 して ゐふ ・ （ 第
疇 き ．艇 範曲に亘つた ものを総括的 に甑る と 四國南部及び紀

‘ ？匹参照 ）曜起 ．沈下の正確な組は視1J 位の結 ＜を待たなけれはな ら ないか ．
此処では概略の餘向を

討 に止める ・ “ • 第 7 図 疇 濫 起沈下分;,jj 図．

~0• I 

J ~~) 

~'~,- 
)'"("' ゜令 lt60) (t~OJ 
収
A~, 

國
南餌 ．逍 地 礎 前 後 に・於 け る 地 鳩 流 の~1 と

‘ヽ

吉 村 隆 芝 郎

／

中央氣象台で丘餃近柿岡以外数ケ所で地電流の常続測定設備を設盈する 目的で工事 を行つて みる

か ．たまた ま今同の大地厖に際 して尾鷲 ．柿佃］．原の町の同時記録 を得た の; ~節単にその結果の一

部を報告する ・ 盛悩l は地提翌 日か ら記録を と り出 した ばか り なので今回は省略 して':t;. < • 北海道 殺

寅地磁氣観測所にて も最近地電流の測定を開始 したので その結果の一部を寂せる と とが 出来た • 街

各地の詫細なiJIIJ 定報告は別の機会に談る こ と にすムが ． この際咎測定地の関係各杓 に厚 く御乱 申L ．~
上げる 次第であ る ・

測 定 装 招

柿岡の思i 遷 の外は各測定地共略＇々同様刃野外忍ひ宇 疇 涸であ る ・ ~j ち電極は直径 5cm 長 さ2 

6cm の炭素悴の祓電極 ．地中導線は コ ンパウ ン ドで被服 したケ ープル線 を用ひた ・ 但 し尾駕 で．江凡

でキャ ッ プク イ ヤ - を使用 した ・ 基線長は尾鷲では東西南北各 lUU.l!l 遺 の町 ．盛佃J で は東西約 lll 

oum. 南北 Boum である 嘩 岡では東西 l5UU 巴 南北 77Um の従来の基線の外に llJUm の知基線 を
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比較こ1 ため比較観測を してゐ.0 • ;f;( 線は全部架塞 我である ．記録を採 り初めたのは原の町は叱和 2 

匡 l Z 月l 2 日よ り ．尾年 2 l 年5 月頃； りである ・ 測定は凡遠 流計を用ひた動詑法で ．毎
. I 

日一同自記紙を取替へ ． ドラムの歩みはi 時間15mm である ・

盛岡の基線は娯即原旧練兵埠に接 した民有地内にあ り ．原の町のは近郊旧飛行塩内に殺臨 してあ

ゐ ・ 共に四囲は平坦である ・ 尾瀦は測候所西万の昂地を利用 したが平坦地に狭少で ．土地は礫多 くノ

その上降水揖多大な る為地電流測定條件は幾分悲い ・ ヽ

地 鹿 前 後 の 地 寵 流

まづ各地の地爾流絶対値の万駆寺によ る毎時値から求めた 日平均を北万から胆に並ペム と第 1 凶

になる ・ 地爾位差は凡て西及び北の高位にある を正と して笞改めてある ・ ~ll ち謝位差を示す紐線の. 
値が負号を有 してみるのは絶対値が東及び南に高位を持つ為合である ・柿悩J の長い東西祉線は三日

毎の移動平均値せ示してある ・ 而して l Z 月 1 日から不連続的な変 り万江地庭 と幽係7.l:V-> 別の原因
ヽ

によ る ものである • 図の上半に東西成分で下半は南北成分である ・ 柿岡の値に`は従来の長い碁線の

外に横内にある東西lUUm 綱 （ 此は釦 6 年前から初ぶたもので開設当初からの lUU 吋躊 と略

同 じ位習にある ） と ． これか ら南西約 Huum 隔れて東西長基線の西極に近い松林中に 2 l 年初頭よ

這 始 した東西 ．南北各 lUUm の短甚線 との三本の結果を比較の為に掲げてある ・

罪者が 屡々地鹿の際の地糀流の疫化に就いて報告 してきたのは主 と して氣象状態等の良好な期間

を一遇脆とか十 日或は・ー箇月等の比較的短区域に限定 して此のr.ti に起つた地礎を対象 t して何か共

常変化はな~ · つたか と差動鼈匂差について調ぺたのであつた ·
本来地糀流の長期梱の変化について

疇 榔即位差の諏 証 入って く るので通例あま 1J 問題視さ れてゐないのが現状である • 第者は長期．
変化必ず しも軽視さるぺき ものでない半を信 しいてゐるが ．今迄此の万面の材料は少い ・第 1 図 も勿

論接加電位差の考殿が必要である • 特に尾器では降水に さ が著 しい森化炉見られ、る ・ しかも全体 と

して通戟する柿佃j に於ける独立な幾つかの基線か変化茄は呉るか その形は凡て似寄つた変化を して ．

I 、

ゐる ・ 如塩 当地理・的疇 つた原の町 ．尾箭に於ける地鼈1 流の裂化 も矢張此に似た細 切分 れる ・
iヽ 

. @n ち栗西成分疇 略 l. 2 月初頃か ら急に西から東に向ふ鼈流が強 くな り略 荏々大に達 した頴今同¢

｀ ・
疇 とみてゐ"'' ' 南蘊 分も剛鯰 傾向を とつてゐて南から北に向ふ訛流の培大を示してゐる ・ 此

の変化か実際地漠に刺係 して起つた ものと現在直も に決定する事は出来な\/>が 直 ち他の地誤の場

合 ．幽 なき揚釘 降水 ．氣酪等の氣象状況の変11' 等について相当の期梱比較検討を要するのであ

砂 ．．今同初めて地理的変化の問題に一歩前進出来た転 峠 に対 して何導か予約する ものがあ ら

ぅ ・

豚の町 ．柿佃］．尾菊三ヶ 所の l 2 月初めから．
, 2 l 日（ 万國時 ） 迄の変化の戟差の概略を示すと次

表の様になる ・ 但U 紐li'"l 各基線の
平均他を採用すゐ • 第 砂叩 此の氣流のペク トルを示す・
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第 2 凶 ,~ 更 東 西 南北 ，
原の町 12• 8 ら・1 21 ゚
柿 岡 29• 7 .lU• 2 2U 
屡 :iii 21• 2 l)~. 9 59 

箪位 ：mt/km taa 0 = 南北 、

東 西

尚従来め差動趾位差を求めてみる と大体砲位差の変化 と

［明漿に出ゐ・ 昭和 1 9 年 .l 2 月 7 日の服野語地衷のと き と

后J 形であゐが ．今同は .l 2 月初頃か ら徐々に変化 して発走

時附近で稔値 と な・つて．．．長時閣を強 してゐる津が異つてゐ`

る ・ 此の凶は省略する ・

·I 

南海道地震の前後に於ける特殊磁力計 （ 高木式 ） に よる記象

高 木 漉

こ の装囮は無定位磁力計をク ングス線でやしその下万に ト ク ン板を敷いた ものである ・ 記録は光

学的 と なず ・•この装齢か精密に云って何を記録するかについてr.r • 目下固研究中であるか地哀と関

聯 して突然持殊の投位又は振動をする こ とが ．今迄の覇 J!IJ 結果を研討 してほ ゞ確かのやう に思はれ

る ・ 之を仮に異常疫化と名づける ・ 今同の南梅逍地蕊について庭幽に近い尾駕と大阪の記録を注意． ，

して見る に尾鷲では平素全 く振動を記録 しないが , l 2 月 1B 頃か らぽつぼつ脈動朕のものが現れ，

8 日か ら l jj 日迄継続的に出現 した ・ 2 • 3 B 低談になつた が ．又1 7 日か ら継綜的ire 硯はれ ．

l 8 日か ら願著にな り大地歴の直前まで続いた · 之等の脈醗 K のものはいっ 如此の器被に見る型 と

疇 つた特異のものであつた • 他万Y,Jr 賄異常裂化か大地澁の 1 0. 時閻鰤 j に 5 同程 5 分或ひは 1 u 

分おき に現はれた ・・是等の節勧 何を意味ずるに立 興床深いこ とである ・ 然らは之によっ て直ち

に大地要の予報が出来るか と問はれ ヽは今p 処出来加 と答へるよ り仕万がない • それは前族 と思

はれるや う な地愛群があつて もそれに続いて大地御 5 起る こ と もあれは起：ら なお こ と もあるからで

ある ・ しか も起 ら加 こ との万か晋逸である 9 このこ と と思'i'J>- あわせて考へら引るからである ・ 併

し ．それだか ら と去 つて辮 長予知に役立たかいかといふに ．決 してそんな こ·.とはな く ．他の地捉予

知的の油 測 と綜合 して検討する場合には ．有力な一要素を提供する ものと思はれる ・ しか も この数

釦 ェ磁氣的或は電氣的の微妙の要素に臨 紅 てゐる と ころに典味かあ り ．地委予知に地店予知の菜

称に特 [IC • 大地虔勃発の少 し前に自然カ
涙 へる釦報のや う な ものてある と思はれるので ．更にこの

叫IJ• ,li 醗 を今后行 つて役 立たせる こ と
を念願 してやまない •
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丙 こ大阪の記録に注 目するに異常変化丘大地渓の廊 日VG.-,-. 同 しかないか 1·2 月 8 日か ら 11 B 迄，

特殊の版動のや う な ものが殆ん ど饂続 して現はれて居 り ．
その活動の活発な部分 を比較すれは大阪

な 尾鷲 よ り一両 日前にずれてゐる ・ 又 l 9 日から i l 日の大地蓑前文で相当顧著に出現 したか尾鷲

に匹 好 れ虚 弱である ・・19 ・日の U 時前後数時間lit: 互る尾駕の秘めて娯器の記象lit:' 相当する 時間

に於いて大阪には全 ん出現 しない ・ 之か ら見れは或は極めて局部的の現象 と も考へ られる ・ 大地衷

後は両所 と も異常脈動の記象は低調である ・

要する に ．今回の地実に対 しては ．尚この万法によ る地震予知は ．実際的に用ひ得 る程の結果 を

示さ なかつたか ．勝菜施設を整備捩充 して ．観測を実行すれは ．前途(it: 希望か持 て る と思ふ ・

‘ 
昭和 2 l 年 l 2 月 2 l 日南泥逍池旋災翠地踏査報岩

．以下災筈地の測候所並に管区氣象台及び中央氣象台よ り の振逍 員等によ り災吾地の実地踏査報告

を掲載する に重複を さけるため縣5Jlj 或は地加 I) と した ・ 尚又級数に制限が ある た め各踏査 員の特長

を冠分に現 は し得 なかつた事を逍憾 と する'· 、

和 ・歌 Lil 暁 下 踏 査 報 告

整坂滞信 ．末 阪煎二 ．相原奎二

● ,

吾 幻 ェ和歌山縣下を踏査する 目的、で l 2 月 2 4, 日東京出発 ．登坂 は田辺滅附近を ．末版 ．相原は

そ れよ り 以南を踏査 した • 田辺 よ り も北の万の部分は和歌山測候所及び
ヽ 大阪管区氣象台の報告を見 ―

られたい ・ 只下津の検潮俄瞼視りは和歌山測候所の調査を聴取 したか ら それを記・いた ・

l:B 辺 市 芳 和 村 ... . () 

｀
，，ヽャ村に於け る津浪の投入地域は第 1 図の点線の内部でハヤ）II を中心 と した区域であつて ．浪高

；コ橋の附近では瀬湖面か ら 11 m ．鉄道の堤の即付近AB 間で 11• 6m • B 部では異常に高 く 7mvc も逹

した ・ 斯 く の如 (B の部分が異常に高いのは前面唸 失・
道の堤 と右側の学校側か 高台になつて ゐて そ

ー の角になつてゐる為である と考へ られる ・ 又鉄橋の外31i1 は浪高が 11 m も ある のに鉄椅か ら僅、かに 1 

第 l 図 芳帝

．
ヽ
9
-，

ci

UUm 程の処にある川洋/J_J 寺｛勺は殆ん ど授水 しなかつ
． た ・ 之は鉄橋の下

（ 川幅約 4, m) を並 り抜けた泥水が 1:f1 地E なる麟 疇 牧 されたた め と

見られる ・ 一

加垣動の強さ は｝瞬 程度で
ぁ 砂 砂 屋根瓦が落ちてゐる のや腟に魏裂

を見る位 であつた ・

死者は 7 名で主 と して老人
と子供であつた ・ 老人や子供の多 く は津浪

を予期 して避雑させて箇ぃ
た のたか完全でなかつた ・ 津浪の来製に際 し
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紐 汽 が鉄橋を通るや う な腟 した ・ そして誰とはな しに 「 ；；ナミ ク`・ー」 といふさ ：ナひ声か｛卑抽

し一般の人はそれか ら逃けて殆んど無津たつた ・

津浪の来製時刻は地恙後 l 5 分乃至 2u 分位たつた とい ，ふ • そして弟 2 回目が放大であつた とい

ふものが 多い ・ 地鳴はねむつてゐた ときたから犀 て
ゐな いと答へる ものが多い ；

，，ヽヤ駅の附近 の墓地では多数の墓石が反
粗 暉 疇 靱 してゐるが中には !UU 度以上這 つてゐる

ものも あつた （ 口絡窺恒第 l). 

，，ヽヤでは被害調査はまだ充分に調らぺら→れ ． ．
, - 

てゐなかつたが後に抽ける出辺晋祭の被吾表の b 分の

＂ェ此の附近の も のである と見て大差はない・

田 辺 市 新 庄 村 ・ , _:

こ こ江文里濡に臨んでゐる • 新庄村助役杓海豊ー氏の語る と ころによれは此処では地店では古い·- \ 
寧 仁 ．三戸倒潰 した のみで地哀の即組碑 少であつた ・ 地底に伴ふ発光痴 虹 ：しては西万にイ ナ

ピカ リ様の も のを 見た ・ 地喝は余衷ではドーンといふ昔を開いたが本店の時は知らなかつた ・ 地旋

後 l 5,-, 2 U 分で津浪力深 痰 して第 2 図に示ず点線の区域に海水力液 入L た ・ 死者は 2 tl 名て大地 ヽ

倭の時は津浪が くる といふこ とは大体心得てゐる ものか多いが一昨年の東南海地疫の時殆ん ど津浪

が なかつたか ら今度 も同じやう であら う と考へ多少のゆだんかあつた ・津浪が押 し寄せて来る時,-:r 
海 砲 と いつてハ ッパをかけたやうな 「 ドーン」 といふ昔を開いた ・ 津浪の大きいのは 5 同て殴后

ば 環 夜明で 6 時半頃であつた ・従つて遇掛1 は約 2u 分と推鈴される • 最高は第 2 回目といふ者も

第 這 目と心L 者も ある • その高さ疇 疇 から約4·5 m である,2 l 日は1 日中道路の上までの津

浪か継続 した ・

此の村は全戸数か IS3U で ．その中'6lf J 嘩 失 , 6iU 戸は没水し全潰又は半没したか ら全巨数の.9 

割までが被害が あつた ・

次に津浪の流れに注目・して見る • A ( 第
虚 ） は木造船の造船所で諏 丘 造 りかけてゐた細 c, 

D 四瑾 ま で流さ れてゐた ・ 船B ( 口印 罪 第2) も
A の附近にあった 8 u ト ン位の船であるか道

路や線路を越えて漑奥か ら--i _UUIII 位の処ま
で流されてゐた ・ 又L なる位!Bvc: は破壊された家の木材

｀その逍路の丘
み和が流失L なかつ迄 は盛士の逍路で流線が友射

や屋根な どが 111 稽 されてゐた ．

第 2 図 新 庄 されその影になつたと考へられる •F,G.H( 口絵腐浜第a) ' F , __ 竺ご 、；’~\> 、 等）,,又碑 の側の家はその背後の家か多数流失 したのに残っ て

:〗ii; ・□□~~~~~ 三 三 ；；見
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一採に撰つが浮浪か吸収 され
潟奥か 割合に廊いこ と も考へ

られるか 又競奥の背後か肱範囲に低地で

たか らである と考へ られる ・

跡 之 浦 ー

あ と の う ら では全戸数·u 6 戸の中 6 戸流失 l ヽ．．．浸 水 しない ものは
出戸のみであつた ・ 地 i 翠i)J では

古い家が一 巨倒沿 した • 発光現象はl:B 辺市の万向に強 く ・
ゆれる毎に数同兒た • その光 り にイ ナピカ

リ のや う で あ るが赤味を街ひて ゐてイ ナピカ リ のや う にする ど く はなかつた ・ 敢初の津浪は地装
ヽ

後 2, u 分位 で来た • 第 引同目が最大で 生 5m であつた ・・大きい波は 6 同で その頃明る く なつた と い

ふか ら逍期は約 2U 分 と推定される ・ 津浪の押 し脊せる様は夜のこ と でよ く陪 ら ないか 潮がむ くむ

くふ くれて来る や う であつた と の淫 ・

• 田 辺 市 ., 
元の田辺町でば地類 ）によ る座の魏裂 ．屋根瓦の到落を所 に々 見受けた ・ 又全没 した家 も二 ．三

見受けたが大 した事はたかつた ・ 又津浪 も大 した事はなかっ たや う であるか会津川の河口附近は浚

絞 表屋等か ぁ つた事 と 思ふが踏査が時間の都合て出凍なかつた ・ 之等は和歌illi 駆IJ 候所又は大阪管区

氣象台の報告に記さ れる こ と と思ふ ・オ~(/(:l:B 辺徘祭の被害調査表を描ける ・

市町村 別 死者 負協者 行術不明 家屋全禎 家周半沿 流失家屋 床上侵水 床下侵水 侵水田地 ＇

l:B 辺市 18 22 27 67 、19 il8 ~llll 297 が0 町
新庄村 22 au 出 5U <l5 70 il9 l lU 85 I 

白 浜 l,l U6 .1 17 litl 8 . ijfiU li96 ， I 
I 

西富田村 l) l I 7 69 l!l ti5 15 26 
南宮田村 2 58 .g,{j 2'1' 5ll I 

束富田村 l 1 2· 6 7 au 226 76 'JU 
，北富田村 l I 

その他 2 7 I 

· 合 計 52 !i2 ti7 1411 '221 lti7 l67U -8 .17 2'19 

下 津 の 敬 潮 依 記 象

‘之は和歌 山測候所で胴査さ れた も のである ・ 記象に地捉が明瞭に記録 さ れて ゐる ； 」化の地店の初

｀
めか ら津浪の初め までの時問は約 2 7 分である ・ （第 叫拙参照 ） 初め引潮になつてゐるか ．その飯，

．，
第 る 図 下津検廟記象
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は小さいから一般には認め ら れなかつた こ と と 思ふ ・ 此の

桧瞬）r に於ける津浪の扁さ はその根跡か ら満醗面上 2•8m 

｀である ・

和 歌 Iii 孵 南 部 海 岸

＇ 自l ち南霞田村か ら 串本を経て勝浦町に至る 踏査報告を 次

に述べるが

｀．それに先だち総括的に説朗 し各所 (It. ついて は

こ の概説にな い半のみを麟 に記迦 し ．半本を始め二 ．三



, , 

26 

の箇所のみにつき梢 詳々脱する ・

l ・ 地澁卯J 

こ切地万に於いては地訊 による直接の被筈は僅少である ・ 全壊 した家岸もあるか以前から何ら

かの原因に よ り （ 到 没遺 瞬 r 戦 ）段に弱まつてゐた もの 直 嘩 等で杜が細 く夭井に知 ＇立のをっ
ヽ ，

る して藝 もの麟 倒れたに過ぎない ・ 瓦も丈夫な家はス＇レてゐ豆 ・ 次にその大要を表示する ・

表中振動万向といふのは家ゃ傾飴 羞 石の靱偽政は身体感の経耽談等四よ•づた ものである ・ 又n 暉
疵ほ墓石の蒻倒ょ l) ワエス‘卜切 涙 から出した,~ので即 立 振動で~Jt1. るのたから この式の適用の

醗叫 IJ と して兎も角釦 したもので•あるか一般に過大に失するやうてある
・ 廷 石の固蒋は田辺，

I. 

固 参見 ． 暉 その他慨ね反時計概 であつたが ．江田及び之よ り東部の湖岬 ．勝浦などは時計様の固

輯だつた ・

； 振動万向 水平nu 速度 地喝の有無

南富田 東西 ・．＼ナシ

東富田 南北 ＿． ナシ

朝来帰 南北． . U• 2-i•g 余渓に地喝あ り '

笠 甫 不明 ナシ

8 箇 南北 ＼ u, クlg ナン

周参見 東西 u,a g 這 ．余器と も大砲の女叩辺が きあ ！

和 深 東西
ゴーと、いふ地嗚を伴ふ

江 田 南北 u-4 g 、ナシ I 

田 並 南北
ナシ

有 田 ・南北 I ナシ
．

串 沐 南北 '· ナシ

＇勝 ，浦 南北
I 

I 

2• 発光：現象

認めた と言ふ者多数

あつたが大ていは山側

であ り，由備II には迭電線
ヽ

があるか ら地動による

第二次的な発光が大部

分である と考へられる．

3• 津浪

次た津浪に聡する表．
這 けるが浪高以外畔 癒 取した ものであつて ．

夜の車でもあ り·又呉霜な苓固氣の中紀ある為正確

に記憶せるものは殆どた < ..,. 、
,., - ータの信用度もあま りないが概要を うかかふこ

とか出来よ う拌 浪の始

めが押しで衣るか引含で来るか妬つ 、
いても津浪は最初引く も(/) と I/> ふ先入観のため正確を 期し紬＾ ．

家犀等の被害は主9 に引潮の際破壊され
るやう である ・ 流木や流れてゐる船等の第二次的な原因で

破坂される ものが多いと 考へ
ら五る ・ 地須）J による もの と異なる点はパラパ ラに破坂さ九る も のや ．

，，ヽメ 板をむ し り と られる もの ．
建具が流される もの ．

恥 弔 ぬかれる もの等か目立つた ・ 又潮はJI\ 

， に沿つて上るからJI\ 浩ひの低地の家は海庁 ｀- ~: 砂 相当に奥でも注意 しなければならぬと思ふ ·

か 疇 前後に於ける諸現象 、

.'ii{ 田よ り有田に至る泊岸でm 沈下と考へ
臼t る現象が起きてゐる ・ 潮岬では降

. (l) 地盤昇降 ．

｀ 砂浜 で四幸浪によ
る土砂の移動が考へられ るから後B の正確な測定によ

起 した といふ人があつた .• •

らねば云 出々来ぬと思ふ
• 勝浦や古座では隆起 した と

ら ふが湯JI\ では沈下した といふ‘

(2) 地下水関係 海岸の井戸には大
てい塩水が混入してゐる • その後褐つた ものも ある ・ 椿i 品

泉の裾出は停止した ・

ヽ、

冒. 一 囀 ’’
,....,. 
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ヽ I 

麟 第 一（ 波廿bi& 名の社時、な間 第二（ 第披迄一の波時J:.n 間) 敢 高 を 示 した 波 浪 高 m 

南富田 51 10 分 (2 時 間に 6 回 ） 第 2 波 不朋

東富田 不明 l 5 (2 時 間に Ii 同 ） 第 2 波 Ii• 0 

朝来帰 不明 5 一 lU 不明 第 1 波 .4.Q 
＇

笠 甫 不明 ＊一 5 6 ー 6 分 第 2 波 不明

日 防 引 7. ー 8 不明 和 片 ヽ 3•0 

桔i 参見 弓 I -- ~-'.!Ii 5- 、6 ヽ 第 2 波 出・

和 深 不明 ヽ 6 l 6 不明 不明

江 田
ヽ 第 幻 皮弓 I .2 一 3 6 一 7 ii• 8 

有 田 ・不朗 2 一 5 l U 不明 も. 8 

串本袋 不明 不明 不明 不明 6•ll 

串本橋抗 押 20 和 月00 3 波 は tlU 分後 ） 第 3 波 2• l 
田 ・並 弓 I Ii ヽ lU 第 2 波 不明

串本町（東側） 不明 2U 不明 第 5 波 2•U 

古 座 ， ＇ 第 2 被 3. u 

浦 稗 20 ，
第 3 波 2 ー 3 

勝 浦 ＿ 2 U' lU . 2• U 
天 演 不明 2 一 3 

(3) 地変関係 人丁に よる 堤防や道路の小さな地割れ ．崩れやすい地質の所の小さ な崖崩れ等

℃ あるが ．断廿等の大きた地変ほ見当らなかつた ・鉄道床の沈下も全部人工vc よる盛土の部分であ

、る ・

以上当地の被害に大部分津浪による ものであ!) . 海岸かち離れた山岳地万には被害は殆ん どない .I 
と 匹つて，よいであら う ・ 次i'(:H'f 祭培或は役塩等によ る被宰袈を掲げゐ•

ノ ・ 行万 家 屋 ， 漁船 梱梁
市 町村別 加去 預係者 不明 全坂 牛坂 流失 床上授水 床下浸水 ，流失 流失 浸 水畑田
南窟田村 21 5U r 16 

3 f , 5U 町
東富田村 1- 2 l 5 '1 Su 225 '15 60 7.U ' 
日招 町 l u zu r;uu 2U ,lU 8 

｀

周参 見町 18 g3 “ 12 2'1 1911 20~ 62' q 、 2u 
江 田部落 ‘ 6 ll5 ~6 . 
田 並 村 6 35 95 、 l! 
右 田 村' 1 ． ． fi 5U 100 
古 座 l 11 ~ 1ft 169 -1~ 
勝 浦 町 2 13 .68 240 2 
浦 稗 2 (60) 

.a

/ 

．（鉄 逍 被 . %: ) 宮 田 ． 紀 伊招 間．
這 ！

第 省凶 富 田

富
m

宮田川と賓田駅との柑j で線路が津浪のため盛土の上よ り洗ひ落されて

紐 • 長さ約 lUUm 位である • 袋谷o 入江から津浪が入り道床よ り線路

を 押 し流 した ．
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第 5 図 袋谷
日箇 ． 刷 参 見 間

周参見川 と周参見駅 と の間で も富田の場合のや うにやは り津浪のため線路が

盛土の上か ら下へ洗ひ落さ れてゐる ・

周 参 兒 ． 和 深 間

道床 の沈降箇所が数ヶ所である ・ 殺祖J り数十糎で全部人工的盛土の部分で

あ り ．，例へは鉄橋の前後 ． 卜、ンネル と ト ンネルの間で両恨証 1 印村の所等であ る．

グ 、和 深 ． 串 本 間

直 疇 の一寸西に長さ 1/iUro に及ん で盛土の沈降のため レ —,JVt) ~ 上下に波の如 く なつた箇卵 ,~

あっ た • 串本袋の川の鉄椋の西詰の盛土が洗ひけず られ線 路か浮いて しまつて ゐる` ・

串本では逍床が 1km に互つて押 し流され ．，中約 3UUm の線路山側へ tim 移動 した . '

南 富 田 村

l• 地震動

東西万向に振動 した模様であ ん ・ 村民 もか ＜語る 口家は西万に傾いて，ゐる ・ 地誤動に よ る被害は

全部中村に集中 してゐ．る ・・；栄部落は下か岩盤で中村は下か砂森暦であ る ． 全嗅した も の江粗末 な納

ヽ

屋な とが主で住家 は瓦の ズ レ 濫 の一部脱落程肱 である ・

2• 発光現象

田辺巧向の Ill が光つた と いふ人が多数あつた ・

8• 津浪

ー
ヽ

、i 
地撥涎約 .. Q 分に第一淀13i 来て以後大体 2 時間の間に 6 同来痰 した • 第一板は餃初通常の干潮よ

り 更に演 し四 1 南の後灰製し ．第一波よ り第二波の万が大であつた ・ 鉄橋 を列車が通 る如 ぎ音智 を

伴ひ数次にわた る津浪の間隔は次第に長 く なつていつた ・

' 4 ・ 地要前後に於げる諸変化

｀(J.) 地盤錮係 地器前瀬 湖時に鍬出 してゐた岩が地震後は干潮時に於て も現ばれない ・ 1 m 以

上の沈下 と み られ る ・ その他悔中露出 した岩礁が地喪後その上を歩けな く なつた等沈下 と考へ られ

る現象 を支持する も のが 多い ・

(2). 地下水関係 地湊の一B 前に井戸水が燭 り ．、地震後井戸水の水`位が 下つた ・ 、

(8) 地変現象 川沿ひの堤防vt.: 平行な小さ な抑割が生 じた ・

束 富 田 村

ム・ 地震 ．
ヽ

始 め上下動 を感 じ次に水平動を感 じた
• 水平動は岡北万向炉主である ·

I' 
と・津浪

、.
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疇 後人万迄浪か く がの,-c 約 :i u 分を要 し第二波が妓大であ り . Jll 口·にて約一丈七尺 （ 目汎り）の

高さ であった ・ 村内では役勁 r 在部落に一番被害炉あ り . ; •I 口附近では流失家屋を出 した ・ 人家地 1 

舒は 6 時 s · u 分に大体湖が引き完全に月> いたのは訊時頃であつ7t. これ に:~t り幽著な波は 6 時 :l u ヽ

分頃に群まつた と考へられる ・

/ ・地虔前後l.rm~~ trQ:B~! 諸現象 ヽ

(ll 地盤認係

袋 谷

)II 口附近の潮のエ合から約 5 li~m の沈下かぁつた と、賑工れる ・

ヽ

この部落でに奥まで浸水をみた ・ 又一部鉄道 f(4 逍床が洗はれて被害を生 じた ·

日団 町

い 地謀

水平動を主に感 じ，南北動と思ばれた との挙であ6. 町内の寺院(/) 船石を見るに同縛せる ものほ

反時計万向で最大約5 5 度で

底面 l! ”” c·m X 2 8 c m 、高さ tQ 3 Cm 
21\cmK2ocm !! ) ”” c m 

u 2llcm><l7cm ,. tllcm 

倒れたる もの 底面 ll3cmX28cm . 高さ fl ) Cm . 
·tr 28'cmX2ilcm 

! >r • , _ \ e m X , ll c m 
m

m

c

し̂

8

6

6

5

”
”

等でこな よ り 兒るに水平7J し速度は0 • 会 l g ffi と推定される ・
ノ

が 発光現象 ' \ ' .

抽 窟中北万の山の際で赤 く炭火のな こった時の如達光が数秒 f 訃)v-\' つ二 ．三同別 の々所で光るのを

認めた者があつァ ・

5• 津浪

B 因の）11 よ り 西北万向の海岸でば7 • tl 月頃の土用波の高さを出でぬ程度であつた ·JII Qm ”Q 東南

に於てに対面土約一丈の高さ で第一波は抽震後約 > ,u 分で町t”� 浸入し第三此迄蜀著であつた ・ 殻初

呼 きであつた とのこ と である : JII へ流れ込んだものが主で他の埠所では大した浸水；コ見られなか

・ つた ·

る・地哀前後にシける諸現象

t>> 地盤卿係 ・地溢後潮が前の如 く月> がず）”\ 口附近の勧の台にー於ても認められる と のこ と であ

み・ ，

t, 4 地下水関係 地震直後井戸水か濁つたか > \ 後旧に復 した ・

t54 地変郷係 周参見迄の海岸沿ひの縣道に数ケ所座崩れがあ り通行不能どなつた ・

固参 見 町
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Ui''f 「.. ,,,,. 
, ，，，h 
<, 

,~」

=-l‘
,'―
t·

｀

．

l ・ 地震

最初に非常な衝動を感 じ次&'t 東西水平動を感 じた ん•これは屋根の上の栗西万向の細長い板に憶か

れた植木鉢が横に蒋落する こ とな く板に乗ったま ヽで滑つてゐた と のこ とであ る ・ 遠距離の太砲の

如 祖地喝を伴ひ ．余要で も これを認めてゐる ・弛 哀動によ る被害は殆 どな く以前の娯翌に よ9 多少

同蒋せる もの
I 

ー
-
I
●―
――
―

ゆ ゐんだ家に於て瓦の落ちた ものが あつた伯に止・つてゐゐ ·

Lll 際にある墓地を見ゐに同輯せる ものは ．反時計万向に約 8~u 度同靱と そゐる ・

底:im· 
I 

笛i れた もの

大略 ', ．
” 
，，

u•·3 _g 程皮

2 f:I C ml. 

ii 3• 5·cm,,_ 

'l 6 c·m X 8 it c·m 
I 

高さ，

’ 
，

I> ij C Ill 

51•5cm 

6 8 r 6 o'm 

Z• 発光現象

西南万向に麟 が 応 た電光の如き ものが瞬間的に二 ．三同光つたのる認めた ものがゐな

3. 津浪

地震直後海が嗚つて潮か栢甜島の手前迄引 き
. . 地震後 3 -...g, 分 して列車が鉄橋を通る如き昔 を伴

つて第こ 波的 暉 戸 • 第二波と第一汲の時間葬は約 6~6 分で第二波が飛でで水面上紺 l 丈 11~ 

6 尺であつ1'C • 第三波も第一波と l!IJ じ位の思さ であつた . 6 時 r) ()分過には 直 早潮か高ま る様な
I 

こ とは認められなかつた とのこ とであ る ・ なほ小泊部落に は被害な く町内の流失物は® の点に多 く

集つて ゐた ・

雀項濯 前後に於けゐ諸現象

, .. （』） 地盤凋係
ヽ

地煤後に於て前には濶潮時で も不可距であつたJII に土ける舟の上下が可能にな

fl 
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つた • この差ば約 llll と思口れゐ ·.

(2) 地下水関係 冷泉の褪出所が附近にあるか ．こ いエ嚢化がない • 井戸水1'1 地震後の濁 り歪

現在 もそのま y で塩分か混入 し"Q!· 

江 田 部 落
ヽ

4.. 祐直

直前¢ 速距離の大砲の如き吾響を曲苔．それから振動を感 ば台めた 、水午勁は南北動でこれは石

偉甑が南北へ倒れたC とから推定される • この部落は下が岩であ り地浚動によ る被巻はない ・ 山の

中腹の墓地を見る と次の様であつた ・

x ・レだ もの • 23cmx28cm 

同韓 した もの （ 時計万向約 8 u 度） 21cm;,e2o'cm 
2 8• 6 o m x 2 2• 6 c m. " 11 u c m 

倒れた もの ltscm)(llllem 
2 U om X 2 u·cm 

高さ 6 魯 C m 

II t) :l•'l5 Cm 

m

m

c

c

8

8

ヮ、

＊

,
”

ヽ

S• 発光現象

望 直 前商 丘 向の活中よ，り上空へ赤い火の玉が‘上つ、た(I~ を見た ものが 1 名 ;i;, 7., /.、振動中に山手

でピカ ピカ光つたのなみた ものが数名ある ・翌 l! ~B 2 0 時 :s u 分三日月状の蒼い光か上空を西万

ベ飛んだのを見た ものが数名あつた ・

ll• 津浪

最初引きであ り地震後2J~s 分で第一液が来裂 した • 第一波は約 1 分間たゆんで激 し （ 月1 き ．第

二波は敢大で第一波は後約6~7 分経つて来 ．第三波は更に 11~7 分経つて来i をした ・、水面上 l 丈

!I"-'6 尺ぁ つた と思ばれ7 時頃迄通常の干涵よ り大なる潮の上下があつたとのこ とである ・

が 地震前後に於ける甜現象

(l) 地盤関係 沈下と思はれる現象は見当らない •

(2} 地下水関係 浸氷範曲の井戸に江塩分が入った ・

• 、

串 本 町

串本町にば属 してゐるが巌＇も被吾の大言児串本袋と橋抗部落をみた ・

串 :+:'袋
ヽ

袋!IC 至る迄の串本の西側r.Ii 街沿ひに土手があ り高く なつてゐるので浸水はなit> • 少 し先の差下の

所i':I 浸水 してゐる . fl 奮 Ul'(/) 苔さi で浸水？図、．がある • 第 1 ? 翫0 の附近には流失珈 叫 稽．して

ゐた ・ ® 口検朋所であ砂 t 井戸を残 して上部の姥物は◎の所の，梅中に数箇にわれて職落 してゐる ・

こ の建物口石をセメ ン＇卜で'tJ>'ft めて造つ・た ものである ・袋の建物に全部流失 して家(少_)土台のみ岱残

つてえる ・

津浪は矢印の如 く来展 した と考へ． られゐ・ 波路は5m 前後である ・ 袋
，，

｀
の部落の南側に注船 所があ < 

鼻

ヽ
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第 ，図｀ 江 田 第 l 0 図 串＇ 本 町
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りそ こにあつた 5 U t O D ,.._,I O O t .O D 俯の舟1)~ 二艘願 lll 付近に打ち上げられてゐる ・ 椀潮所の. . 

吐物はこの船舶が：流れる時梅突 して破塩され7 とのか津浪のみによるのかは不~~ であるが ．熊の横側

．
iir.r:i それと 思ばれる跡は見当らなかつた ・

．棉 抗 部 落

1 ・ 地嚢

墓石の倒れた ものに殆ん どない程皮で家の被害 も地器動l 疋よる もの口ない •

~ - 発光現象

認めた ものを聞かぬとのこ と である ·

第 l 2 凶 勝浦

a ・ 淳浪
＼

第一波('J 地湊後約 2 a 分で来襲 l 巌 大なんも のは第三波で地衷
疇

詞l II 分近 く元つてゐた ・ 訊 加 ：於て引き匹 かつた模様であ

る ・し高さ ば水配 _I) 約2• 5 m とみられる ・恐ら く所睛橋抗岩の

'. 
ために津浪炉高まつたもの と、思ばれる ・？叫 と浜 との問の家は特

に高所のものを除いて全部浸水してゐる ・

ヽ

ー

串 本 町

』・ 地震 ・

被害口以前、の砲撃によ り段記鯰 んでゐた家か牛復 した り瓦か‘ ，，

．

ヽ

落ちた I) l., た程皮にすぎない • •． ・

2 ・年現

認めた といふ話を開かなかつた ・

巨 昭和19 年 12 月 佼 水 証 域

● 今 回 佼 水 函 域 ・ ＇
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｀3, 津浪

西側は高い為め校水はない ・ 東領LJ は大体凶の区琺ふ姿水 してゐゐ・ カ
ー波が来る迄約 2 u 分を要

冗し第三板が汲大であつた とのこ とであ る • 水面上 2 匹と忠ばれる_. ,

こ ヽは潮 頸 浪 所かあ るからすべて 1 司所の正袖なるデータにゆづゐ·
ヽ

勝 浦 町

鉗諏 力で江叫 嘩 立地の地盤の池い所たけに｛叫碑 壊は限 られ ．他は壁の脱落ゃ屋根瓦の落ちた

程腐である ・ 津浪は地衷後2U 分位で来襲 した もの 遺 で板の制隔は lU 分位である ・潮高は2m 位・

であつた ・ 昭和 l 9 年の津浪の経肱よ り悔岸の者は直ちに高地に避難 し中l!C 四化を上けて用心 した

． ものもあつた と首ふ ・ 地嗚 ．発光現象等匹氣付かれて居ない • 町内の岩山上にある池翁寺内の幕地

では 1 藍 幽 ；の墓石か倒壊 ．同韓 して居るが倒坂せる ものは南又は北に同程梃で同輛万rliJ は時計万

向であ る ・＇文家屋の1 函斜は全部北側 となつてゐる ・ 。

署員の談に依れは町内の温泉は地複後白燭 し涌出翫が地加 した ・

又地震動は昭和 l 9 年 l Z 月のも(lJ ょ り ぃ 致L( 地埃中はP 外に出られなかつた · 地盤の降起は

約 lm で昭和 1 9 年 1 2 月の地誤前と同じ位に戻った とのこ どである ・勝浦港の鉄連棧椋 15Um が

最大 6 U cm 程沈T した ・

湯 川 部 落

こ ヽでは lg 年 l 2 月の抑i,;\i 以来 l5Ucm 程沈下 した と首ふ ・ 郎ち此の地湊前に 100cm 程 ．地

点に依 I) 6.0cm 程沈下 した との事てある ・r 

浦 祠

浦稗涵奥の棧枇は全坂 した ・

古 座

紐 咋 座)II をJ: つた為其の流域に相当上流迄湖害を受けた ・古座）11 口附近の潮高は 約8m で古
ヽ

座川棉は全坂 した • これは沈 虹 依る もの と思はれ':' . 一里程上流迄泣浪が上`った と言ふ革で第二

癖 激 大であつた由 ・古座漁業絹合での話に依る と神怠 と同時に西万に異様な光を見 し又古座JII 口

の左岸は昭和'1 g 年 ~2 月の地婆で一且沈下 した もの炉今度除起 した様だと言ふ ・

大 阪 府 ． 和 歌 I.ii • 兵 即 ．縣 、下 踏 査 報 告

大阪管区氣象台 ．稗戸海洋叙象台 ．洲本禎IJ 候所 ．和歌山jJIIJ 候所 ．醐岬測候所 ・

被 吾 に 就 い て

今同の地渓の被害を絃括すれは ．地渓動てf/) ものによ る被害は当管区内では非常（疋軽微である ・

大阪府 ．兵邸縣万面にも倒没家屋が若干生 じたが 、それ等は殆ど老朽の家屋乃至パラ ツク等脆弱な
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釦物に限られてゐる •• 和歌山縣に於いては ．饂 麟 半の高い迎点は殆ど祠口に面 した地盤の軟戯
、 ヽ

r.i: 地帯で直接波浪の衡臨を受け易い所に限られてゐる ・ 山曲部には殆どない ・津浪の被筈の大きか

｀` ｀っ た地塚も想の形朕や衷央距離による こ とは当然であるか ．特にi•iJ 口に面する市町村が 非常．に多IA 

而 して潮岬以東 ．以西ではつき り と津浪の強批が異ひ ．東の万巳似めて廂かつた点は ．板源の決定

lit: 対する一示吹 ci ら う • 海南市 ．下津 •'i'Jr 庄 ．南窟町 ）譴 環 等は絵潮命 好 IJ であ る ・ 尤も之
、 し

等の地点は ．津浪の発逹疇 した螂 を有するこ とが第一J,~ 、因で祠口と云ふ條件が それに加はった

ものであ る ・ 又同 じ淘口瓜 してゐて も津浪の旋固の仕万によつて被忠状況が迫ひ ．且月1 潮によ る被

害が一般的に大きかつた様で•ある ・

津浪によ る 住民の被害状況を知る為に ．疇 者の惟災者に対する 白分半を調査 したPlr. 沃 半Vll 

u u 人に付き ・ バ ・ 2 人の死侮者を出したに造ぎ加 ・之は紀南住民が記 次の体験に.｀｀.9. 津
浪に対する知器を可成 1) 持つてゐたためと考へられる ・ 串本町袋部落の被醗 況は一

勺の好例 であ

I ー 、
砂 ・ 尚踏査者の談によれは ．麟 噸 知 るべき時に螂 を認めて津浪の疇 を事前に知つて迪

維 したな どの事例があ り ．津浪に対する知識の程度を窺知 頃 る ・死亡率の特に高いのは別表の如

＜．厨 の l 8 1, である ・ 白浜 ．．新庄等が之に次いでゐるか此等は何れも地形が津浪の波涵を強制

遠 せ しめ ．且その迎珈 環 蒋性を痴へ又住民這 難に不便を興へる と云つた叡 の地形的原因に

疇 してゐる こ とが云へる ・ 脚付に於いては ．南西部の江J::)11 流域が低．く なつてゐる為kt,:!it{l) 万面
＼

疇 浪が殺到する と こ ろとな り ．更に部落の背後に廻つた
・故に ．部落の南東万に避難せん と した

人 が々先制せられ ．紐 の被害を出したのである ・死傍者の内訳は女 ．
翌 ．老人が 多い由で ．之

も避難の速度が おそい為だと考へられる ・

＾ 今同の地渓は ．関東 ．北伊豆 ．
研 後知の地衷よ りも大き く ．殆ど ．三臨沖地翫 匹敵する規模

を持つ と考へ らが る合同の地震と し
ては被害は非席に経微であゐと云ふ点が一つの特性 と して指摘

さ れよ う ・ 又之は発誤檄栴の考禄にも
何等かの意味を記 ものと考へられる ・ 尚地哀に伴ふ火事 と

し"( . 新 宮市の大
火は再び災害予防上の見地から敬訓的-，好例と考へらが よ う •

津 浪 に つ い て ，

津浪の同数は ．下津の検醐釦凡 第—
嘩 で機能を停止 してゐるが ．踏査報告によれは ．約 8 同 ．

大阪漑の堺では向
. " l 5 回の主な津浪を認めて

l ! る ・願著な津浪は管内各沿岸を通 じ-r. 第三饂 で

筑ー波の順で ．大阪湾では ．第-程. 第二 ．

ある ・ 其の強度は ．紀西 ．
紀東浩岸でVl• 第三 ．第二 ．

第三波の1 顧になつて＇ゐる
・ 浪高は各地理的條件に大

いに左右さ れるが最大袋町の 7 m , 平や 2, 6- 

3m 程度であつた模様でる る • 高躙 i に
各地共顕著な退潮を示しで居り ．下津 ．堺の検潮に も ．三

睦沖の場合の如き僅かな
這 も認められな I/>. ' 

各地津浪表に よれは ．津浪規模ば ．
大津浪の形態を持つてゐる

と は云ひ雖い ・ 浪高 41 m を越え る

這 識的な判断に充分合致す糾葉であゐ ・ 也 し浪

地点や津浪被害の大きい地塚は ．
地形的條件によ
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心が薩地に近いため ．濾口の万向によ る差呉は昭められな かつた ・ ，

‘ 地 簑 前 后 に 於 け る 各 稲 異 変 に つ い て

(II 地歪

『．

印 断暦 当管区内に於いては断洒を認めた報告はない ・

回 紐 沈下 ．隆起 確定的な事に詳細な測逸を行はなけれは ．伽」らないが ．踏査報告によれは

大要次の如 くである ・ 出辺澄附近ー帝は 。津浪後琲水が甚た悪 く土地の人の首によれは地盤が沈下

L た ら しいと云ふ 、 宮田附近でも地盤が 沈下 したと土地の人ば云ふ ・鉄道線路の沈下は 。紀努西

線碑 立 じて非常に 多く • 最大t.T. 6Ucm 位で特に田辺万面に牒 しいか‘。水牛移動を した形跡は少

い ・ 古座でr.i:, l 9 年東南海地渓の時 ．ー且曇沈下した地認が隆起した ら しい ・ 村の釜本浜でデ
は ．餌床島 と云ふのか干潮時も見えなかつたのvc. • 干潮時 2 尺位見えた した とし云ふ話 ・里島の突堤

の先でに大潮時にt,1- l 尺位海水が乗ってゐたのに 。地衷後は大潮埒でも突堤面下3 尺位 しか潮か来

心 ので 8 尺付隆起 した ら いい ・ 串土— 大島間の巡行船が海峡を通b 難 くなつたのは・海底が隆起 し

た ら しい ・ 明稗村合瀬部落では ．山崩れかあ り ,1E~ 者を出L た ・ 大阪の西部港濾地区の沈下は地

下680 尺迄の表面軟弱粘土汚内の地下水底低下に伴ふ特殊現象で敢近は殆ど土U の変化を示L てゐ

たか 地要 と同時に 68U 尺登井管内の水位か l6Ucm 低下L, 沈下測定椴の沈下招は約 l6U ミ クロ

ンを示L た ・ 爾後 ．水位は一逃間で略 震々前の位涸に戻 り ．沈下は- 週聞 l!iU ミクd ン程度で沈下を

称けてゐるか ，之も漸次元の位招に戻ら う と L てゐる ・

り 編裂 紐裂に所 に々生 じてゐるが ．紀南地万では ．割目が東西万向に走る 未のが多く 人家の

壁の雌裂は南北面に多い ・ 又墓石は南北万向に倒れた ものが多 く . ~ 石の廻蒋万向は田辺附近では 、

｀反時計廻 り ．串本 ．新宮万面では時計廻 り と . !lllJ 然と ．地域的に分れてゐる傾向がある ・

（為 描泉 ．地下水の異変

(1') 澁泉 勝浦町中ノ島澁泉 ．涌出滋念増 ．地哀前ポンワ・セ吸上けてゐたの力ら 自力で湧き出 し

，た ・湯の峰 ,)II 湯溢泉 ．涌出位減少 ・椿温泉 ．地衷後止まる ・ 白浜水晶湯 （ 深さ 7:IU 尺 澄切つた
I J 、

炭酸泉であつたのが 1 2 月 1 雀 ，, 1 Ii 日頃からひど ＜燭つて来た力ら 地誤 と同時に止文る • 生布 ．

垣谷温泉 ．地震と同時に止ま る ・之は古鉄管が落込~it か ．壁の崩壊と見られ 鼻中には空氣を送れ

広 出る ものもあ る由 ・ 元湯 ．走 り湯 ．文和湯 ．殆ど変化な い 湯崎温泉株式会計の調査によれば

湯； ）谷rl.UUU 尺 ル少 し多くなる ・→麟 （ 約 6UU 尺 ），止る ・寧` （ 約·7UU 尺 ） 変化な し

下水 大顧 泉大津國生公安部長は地複前井戸水か減少 した と云つてゐる ・和歎!JI 顆印南

町 ．地護前日井戸水か漱 じた 。由良村網代·; 地漢前日．二 ．三ケ所の井戸水が涙少 し一つは干上つ

た ・ 串本町橋抗部落 ．地震前日．井戸水が恢つたが ．地痰後旧に復 した ・ 尚地衷によ り井戸水が渇

‘ つた との報告は各万面にある ・ '. 
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(3) i 魚況

蜘 附姐 兵ノ 、見 地衷二 日前 、珍ら しく＇「 と いか」 が とれた ・ 「こ＇いか」 ば皆，臼秋山こ汗岸に近

づ く も のであ る ・串本では 「さんま」 「いわ し」 は地箆後豊漁であつた ・ 半本一周参見沿岸では地

輝 「伊勢えび」 か異 常に豊漁であ る ・

発 光 現 象

発 現象の報告は甚だ多If>• 和歌山縣だけで 8 8 件ある • その他沢Lll あるが ．詳 しい資科は第 2 

報に譲 る こ と と し ・此処9 では之等資料四基き ．特に和歌山縣を中心に其の特徴を概飯する こ とにす

る ・

(1) 万向

概ね ．北西か ら北東の開の陸地に当る万向に沿を認めた 水のが 多く ・全体の 8 ll 1, を 占めてゐる．

其の他 ．奈良縣 ．京都府 ．伊吹Ill 等で1/l. 大阪上空に当る万r.;1 に光を認ゃ てゐる ・ 当日大阪市内に於 I 

いては高艇楓乃至爾麟 の断線混線事故賂 し ＜眼も眩む許 りの閃光を生
噂 間の如 （ 明るかつた と

云ふ人が多ぶ ・従って少 く共大阪市周辺 6Ukm 以内程度の人の認めだytl/l. 概ね煎線のスパ ーク によ

、 9 ヽ

る も のである と云つてよかろ う •

・ 併 L 和歌U 縣 海岸地万では海上に火柱を認めた と ｀云ふのも少数あ り ・当台久保技官の踏査談に よ

れは田辺漑中央附近にN 一 S へ弧を画いて飛ぷ光を見た と云ふ人も相当あ る ・

(l!} 光の形

麟 乃至スパ - /J ヽ 戌町；＇と云ふ
のか最も多く 8 年 中省l 例, 6 u 1, を 占めてゐる ・ 次に一面に

． の少数
明る ＜火事力~碍 った或はそれに鄭似のものは

l ts 例 2U 印 嘩 り ．其の他は脱朕柱賦のも・

球朕 と云ふのが 2 例ある • そ して不明賄なものも涼万よ り スパ ーク を見た疑ひのある ものが多い と

一
考へられる節が ある ・

{B)• 色彩
ヽ ヽヽ ．

’
~
←

•

赤或ひは袴糸秋の色を見た と云ふも
のが 41 l 齊 6U 弔．宵白い光を見た 心 l 7 例 - 2 l 合を

會

占めてゐる 其の他色彩の記入のな・いもの
2 省例 ．そ して背白い光を認めた ものはスパ ーク朕或

四 頷国 を見た もの多く
・赤乃譴 色に一面は明がいと云ふのが 多ぃ ・色彩の移動状況を調ぺる為

に背色／赤色の数の比を とる と次の如 くなる ・ ．

紀北 （和歌山市 ・ 海南市 ・ 那賀郡 ・伊租1 郡 ） 青／赤=9/ 心
" =6/1 U 

有田郡
IT =2/1'/• 

日高郡 ー
西牟卑郡 ,. •

h =1/fi 

砥 北に移るに従って背白い光を多 く認め南部
で、に赤や橙を認めた ものの多い傾向が可成明源に

あ らはれてゐる ・
\ ＼ ヽ ．

. ' ' ↑
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('i) 時及び狩薪性

発光を認めた時は殆 ど全でが地哀中又は地衷後であ るが地漠前 と云ふのが 8 件あ る ・ 其の中，2 件

ほ海上 て＊魚労 中の漁師の認めた もの他の 1 件は地袋動の 2 , 3 秒前 と云ふ · 然 し之は何れ も考へや

う に よ つて地謀 中の現象 と解緑 され悔べき も のて あ^ る ・持続性に就いては殆 ど例外な しに瞬聞に~)-j ' 

滅 した も のて會あ るか何等記入な き ものかて^ ある ·

(5) 結語

以旦 lX2X3X 外）の朕況 を大細す る と道線のスパ ークが夜閻略,r 百 l< m 程波迄認め待 る と して大阪 l>f 寸

近 の人 々は宵白いスパ、ーク を見 ．速万乃人は橙乃至赤色 の一面に明る い光 を見た結果が以上の様な

屈 を も た ら した と解欅 して差支へな嘩 て»ある ・ 砥 地誤中の発光現象和誌めた人は概ね砲線 な

どのス パ ーク を 見た ものてあ り ．それ も主 と して大阪市 内に生 じた ネパ ー・ク を見た人か最 も多い ・

若 し目然現象 と L ての地衷に伴ふ発行現象企あら た と して も それは大規模のも のて＂な く極 ＜局部的

に認め得 る様な現象て・はないか と想倣 される ・

伊 吹 Ur 測 候 所 の 発 光 現 象 象 測

幻時 l 9 分地動 と 同時に西万今津万面に強 く背白き光を認め る強度は(2l にて四囲の明る さ を感 じ

地平線遠万の山岳か明猿に認め られた • 発光現象に大きい ・ 地動の度に数同続 き始めの発光 は西方

よ り 西北西の万向に移動するかの如 く錮測 L た ・ 其の後南東の万向に移動し た • 第二同 目の発光現

象は南東万面に約 ら同獅複1J す ・ 強度は(ll.)--r: あった ・

11) 発行綿続時間 ： Z l 日U 釦時 2U 分 （ 地動前 ） ヽ

（口） 出現万向 ： 始め 8 同位西万 （ 今沢万面 ） よ り発光 L 後南東万面臨ヶ 原万面か ら の発光 を認め

た ・ ．

り 発光継綜時間 ： 釦時 l~ 分ー 釦時 8 l 分迄

日 明る さ ： ガ ス燈® 即 ＜龍光にた とへれは強肱（閾

＇困 色彩 ： 強い宵白 き色 .•

ヽ

日 発光 の仕万 ： 地動 と 同時にパ ッパ ツと明る ＜全天に披か り明滅 した ·

·/ 

＇..,

．`
ー
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大阪府津浪浪品表

市 部 別 町 村 別 部 落 別 浪紡 （米） 津浪第一被時狙Jj! 珀J 市 郡 !JIJ 町 村 別 邸 落 別 浪高．（米 津浪第一波苗時）刻渚
．大 阪 市 築 港 ．ー U•6 6 時過 8 高 都 印 南 町 如 ,,附近 ， 噸 8 、時 2 6 分 ·

堺 市 港 内 -、 8 6 時 8 U 分 仝 切 目 村 元 村 ,ll•6 
泉 北 部 浜 寺 町 ＇ l• u' 仝 南 蔀 町 岩 代 村 令. 6 ら時 8 u 分

細 田市 苑 内 l•U 仝 仝 、 氣 佐 藤 l• 6 
泉 南 部 佐 野 町 < U, 8 仝 白 埼 村 s-u 6 時 l 6 分 ，
仝 上 淡 倫 村 0•3 仝 衣 奈 村 店 尾 ll• 7 5 時 l 6 分

仝 炎 原 村 I 8•U 5 時 ! 6 分｀ 兵血 縣 ・ 淡路品
西 半 本 町 袋 港 5. 5 

ヽ ・
洲9 本 市 港 内 U,6 

仝 有 田 村 ~•U ，
三 原 郡 廂 良 町 、 l!·6 5 時 2 u 分

仝 和 深 村 S,6 I 
仝 由 良 町 l•O I 6 時 1 u 分

仝 江 住 村 ll• 6 
仝 函・ 村 1·6 5 時 '.l u 分

仝 見 老郎 ll• 5 ; 
仝 沼 島 村 1•0 

仝 括 枯 村 I\• 0 
、 企 阿 漉 町 ．、 I 1•5 . 6 時 lU 分

仝 西宮田村 細 理f 8•6 4 時 ヽ U 分
仝 総 U,8 

仝 浬戸鈴 U!,f: 立 ヶ 谷 3.7 
津 名 郡 志 筑 町 l,U 

仝 仝 江 津 良 ll• 8 0 時 金U 分
仝 那 屋 町 u.a 

仝 仝 栢 ＇ 巨 I 3• 今
仝 佐 野 町 U,8 

仝 仝 白 浜 6• 5 鳴莞 ll 6 分
仝 田 並 村 8•5 鉦れ 5 分・和歌 山縣祁浪浪謁表
仝 I 1 月参 見町 ~-u 省時 ll 6 分和歌 山市 ． 2,U 

細 ヰ 前. 6 時 UU 分 仝 串 本 町 <I• u 3. 5 i 屈南 市

仝 仝 大 ゴク ナ a.u l.·6 海 草 郡 加 太 町
仝 仝 ‘ 波 ノ 浦 ？仝 浜 中 村 下 津 II, 8 

8,U I 仝 ~ キ ナ ペ合 大 匂 村 万 »· ~ 6 時 l U 分
S• 6' 仝 仝 シパ ク ニ仝 仝 大 鉛 浦 2.s 6 時 l U 分

仝 仝 ~-u 合時 3 u 分9 仝 仝 戸 坂 l!, 5 3 時 ~u 分
田 辺 市 芳 投 吋 目 良 鳴. 5 

仝 ＼ 仝 塩 捐i a,~ ヽ時 50 分
仝 仝 松 原 5• 8 ヽ時 8 u 分仝 仝 冷 水 8,8 9 時 5U 分

仝 大 屋 ii•~ 9 時 8 り分虹時 8 ti 分 仝有 田 郡 箕 島 町 辰 ケ 浜 1•6 
仝 仝 芳 妥 JII ~-3 4 時 8~ 分仝 仝 高 田 1•9 9 時 8U 分
仝 仝 屈 8,U ＊時 3 u 分仝 仝 栖 原 , 1•8 ＊時 5U 分
仝 仝 松 原 8•6 ｀ 時 Su 分仝 仝 矢 木 l• l 引距 au 分
仝 ‘ 岬 子 浜 6•U 9 時 3 6 分仝 脱 村 ~-9 

新 庄 村 5.g , い時 8 . I 分仝 湯 浅 村 8,S 0 時 5 u 分 仝

比井船村 阿 尼 S•9 仝 · 仝 跡 ノ 浦 i,•U 、 が時 ’囁U 分日 高 郡

｀仝 庄 湯 8,u 仝 仝 内 ノ 浦 曇. 8 仝 。

仝 小 荊 ll• 5 仝 元 ’ 町 ヽ •U が時 Z 5 分仝
仝 万 抗 ll•U 仝 級 柑］ 浦 8• ~ 仝

仝 文 里西岸 8,5 が時 3 5 分由 良 町 • 阿 巨 3·2 仝
東牟享祁 古 路 町 S,U 仝 仝 3.g 省時 公U 分

三 尾 村 3,8 省時 8 u 分 仝 浦 稗 村 l!• G 仝
御 坊 町 2• 8 ． 曇時 <IU 分 仝 宇久井村 ll•O が時 .8 6 分今

仝 勝 浦 町 膀 簡 港 2•U 仝 印 南 町 a•,.9 

新 宮 市 大橋附近 l•U 9 時 a 6 分 、仝 切 目 村 l• 7 
i 時 II U 分 仝 三 翰 箇 l, 2 仝 南 部 町 Ui 内 Z•l 

仝 仝 l• ll 釦埒 z u 分

仝 松湘 町 浜 泄 z, 5 

仝 塩 毘 村 北 塩 民 Z• 8 
ヽ

仝 印 南 町 印南JI\ 西岸 6• 8 

八幡柏上流 ll•7 -· 仝 仝

仝 仝 印南）I\ 東岸 a.a 
． ．

（ . , 
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I

大 阪 府 被 害 ．表

哨 別 全 壌 'i',fl 小 磁 死 者 “ 国 ·~II} 偏 ,1f 
県~

、 l

蔀 品

II! 4 5

｀

l l
亀

、 東 成 12 叩 函

域 屯 20 2 う l

生 野 2 2

ヽ !!t' 災 崎
4

大 ~ l 2

西 l ぅ 2

築 港 8 10 10'/ l ， 2 床下な 水 が P 
面 贔 10 " ' 4 l

＇牝 ヽE l "
iill 淀 HI 6 <j l l

大 正 ・4 う l ぅ5

住 吉 2 l ヽ

Bl 辺 4 2 ：
平 野 5 5 y.Y.) 

大 阪 迷 上水 7ヽ 5 1 2

安 治 /II 上水 扱 帆,1,2 如 46«/• ,.t/UslJI,,炉尖

木 ;)IIIJ.J:;:水 木 材 SHOSO;汲 火，四 ；が批 弥 t1 如叱~ffl
：池 ITI 6 lu L ~ 

吹 JU ! l l

守 口 ？

枚 方 2

四 経 咲 交 19

お 1"i 2? 15 too ，i
印 RI 2 2
I\ lfl lU 5 山岱Iゆ~- ゲf,/,

iii Ill 1

＇も ぅ ., 
虻 ~; • l

古 Hi l l .

# A ヒ 6 l 21
＜ ●

口一； 1 - 5 ~ 
大 i 津 ” ＇ ヽ
＝ 林

4

・岸 印 fl! ぅ5 20 5 う 'I

佐 f:t り I} l

市 ． 場 2

屯 蛤 ,,. ,,. '12

ょ l吟 l うl
，

261 21/ 5 '" I .

\

／

被 害 百 分 率 表

怜戸 配1~研り 匹総 及6牛禎孜
地 、 1 罹 裟右 以 I•, ―丘 翫

和i<w I.I~ 2.6~ 1.5~
氾 円 o. 6 \'£ 0.4 ;I 69 J 12.0 :< ., ，

這津叶 l.5~ 2 芦
.,_ ,. .,, す

l J 41~
下津＂ 1.2 l'' ？う 9 6.0~
.i•~IIT l,B~ 0,6 f, 16 J O.'/~
渭 村 rrs.2 J 2'J
比．“ o. ぅ ヽ ぅ?-~ " l.?~
由(ltt 

l.6~ ·~. 2.0~
・日1mt-t

0.8~ 46 j; 11.; ~
Ul.J 市 l,tl 1' l.; f. '心,'/ ~ i.ij
白浜町 J.7• 15. ぅ 長 4,'/ "
,pな 町 z.o 蚤 2.0 ,- 6ぅ.4"' 16.(1~
細ti I

. . ぅ ら 8} J "-5~
ハ協 見町 0.9 \e 0.9 J 6l J 11-.2~.
叉石田村 0.} J 父 S "閾 功 l, l St
w 祁 ぅ.o *
古直 l.5J 1. ぅ ら 江-5~ 2.0~
巧 宮 1.6 蚤 1.6 J Z5ヽ6:S
志 II' 28~
祁 痛 9-6 J

畏災苓、00 へ 帷災苓•OOA
以 ..t:ICついて 以 上 の市•r けたついて

ヽ,, 
ll

“ の加各印 輝釦乃であふ

I
li"i!b1< 哭によ碩 t加 -:,;-~ す

、 9



_30

ヽ

和 、歌 山 縣 被 害 表

・ 1 

齋 煤 行 万 . - ill. 失 給If.;;; t,f ill' 絡 f!I !lj ・ 殷 Ti/: 話 這
髯 81! 化 名 匹 不叫 ttlf 災者 全 況 キ辺 “ 沿 ＊ 全 直 次""I 咽 籾 ゎ 屈 酪 昼切祐/" ltl蜘 八 l!'i \lf t 術

印歌Ill 6 666 25 25 2 BO 20 7四 l．
,!; 附 •14 69 4 19116 734 ?O 刃 5586 l 105 7 2 94 l

沿 浅 2? 53 2 2164 24 2 10 砂/ 7 2 l· 唸6

血 坊 刃 刃 3 5934 9• 刃 18 1501 245 2 22匹 '!';231 1 '7 918

l ? 10} 4 う I 18 11 12 父

刃 10_41} 221 .141 lo·/ 1')01 219 , 10 2丸,o *50 3 52 匂％

20•700 116 2 :,J'/06 ?5 5 9000 3 8 1' 

’’ 5 刃95 . 200 SI 50 紅Xl 22 3 ,til知 2/.) 

l ..,_り 1ぅ ぅ ltfj 12 t 1ぅ

.ヽ . .

-，

｀

I

岩 dl
妙 叶． I l 
.i',! ,,,r
本 宮 I l 

.,; I 1a

l I ぅ

↓” の i 1000 I E<l2 □ _ _:j__J_~ 翌

2 I 2 15

集 ,t-l 195 I 定I 1•12翠• 12442 l96'J I 叫11a20 I 2,99 I 咋2 I 29 厄叫 松 叫 I 9 I 海 | 的 I , I 5«I 2,

兵 紺 縣． 被 ．宮 云

• t

A ぶ 被 裕 住 迅 非 仕 居
柑 別

浸 ＊9ピ者 直 Ill 託 傷 ソ旭 全 填牛 碍 ~Q! キ壌 其till!

洲｀本 41 20 ， 76 ~•2 9 14 ＊災1

祁 啄 5 2 15 25 66 ,:, 42

糾 良 ~ 和4 l吟 170 255 161b卓4ヰ2l5

．岩 凩 2 吟 ~ う ·’~ 県突殷綱硲 刃・

加古 Ill l l

＇
20 4 • 

叫 " う l , う 碩突螂 う I

兵 w 
＇

2 2

lJ'UI '2

＊ 秘 l l 1 kl 出欧!U 妬

• f6 lili 5 l
‘ヽ

虻 合 l
ffj 噌 l l

I~ 妙 2 l 4 14 う 土 ク 人・レ 7

紅 干
＼

5 4う —幽!U ,,., 

威 絡 i 5
.,.2 芯認 こ

2

＇ 伍 2刃..と."2知l5“~ ” JO ヌ） ．勾2 5'13 泊 l'i'J

奈 良 批 被 害 表

.,; 8tJ
全 扱 ..'" ；；； “

饂｀
9ビ 名 !li;i ・ ti JI• IE'Ji'

仔 良 l l え i</lr, ヽ

祁 II I l l l ·-·- 
丹飯m 5

給 ．井 w 6 ぅ

社 Ii;( 5 l} 15 う

．．

IOfi,('4,: 2 9 喝 22 

高 Ill う 5 28 5
＇

徊 所 2 l 5

..t:. 市 1

十泣 JII 6 100

ltt 叶 丸I
106 45 }l 100 l

ヽ

益証 裕屈ー寄生U
た出 駅lltl帥[IりI[鉄U憤r;rr 
池築 咄 日,,,. .., ,尤-r 

滋 賀 甑 被 害 表

団 翠~8 名） ・彦根市に於て 認 野洲郡遠野村に於て 1 名 何れ も 家屋倒壊紀 よ る 昼死者である．

（口l 匹(l 名） 野 洲郡返野村に於て家屋倒戯の為下敷 と な る ・

り 全壌家屋 (8 戸） 滋賀郡澤 田町にて 12 戸 ・ 彦根市 2戸 ・↓野州郡迷野村 1 戸 ・

に！ 牛壌繹 佑 も 2 戸 ・ 非住宅 1 巳 何れ も 堅田町に於 て ・

困 竃話甑醗 の切断• 屋根庇の倒颯
槌の砲裂 • 石燈龍の倒壊埒彦根以南の湖畔に多 く 見受け ら

れた ・

• I

''■::. 
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昭和 21 年 l 2 月 2U 日よ り約 1 逃 i 叫に亘 り命によ り徳島市以南の海岸を踏査 した ・ 調査 した範

曲に於いては地哀直接の被害は展根瓦の破損 。壁の他裂 ．練塀の破f 見 コ ンク リ ート床の雌裂ー・駅

の・プラ ッ ト フォ ームの沈下 ．道路の雄裂程皮てあ つて ..裂衷の箇所無 く強 衷の程度てる った ・ ．

地叩 匹 ぃ して水平に数分．間ゆれた様了あ り多くの埠所'-(jl 地の磁石の移動 ．岬 UrI 見られな

かつたが ．時たま砂丘に接 した溢地 ．或ほ岸壁に接 した墓地に於いて据 りの悪四 咋 や碑が廻蒋 ．

韓倒 してゐた ・ 其の採な溢所て今は局部的~~ 重力DU 迷度の 2 割程度の衷皮があつた ものと考へられな

津浪は徳島縣の沿岸全部に裂来 したのであるが 。全般的に波屁ば 8 — 雀m 程批であ り ．海岸の地

・ 形によつては2m の所も 6 m(,C 近い所もあつて 。低地にあつた家屋や田畑には相当揆水 して i'iJ 成 り

の被害を生 じた ・津浪は蒜の南部ては地誤後 l u 分程 。北部てはSu 分程 して来製 し ．敢初か ら上

潮姦 った • 著 しい津浪は 4 回程繰返 し ． 碩 目か 8 同目が一番高い潮てぁ った · 浪の寄せて来

這 に ゴ ーゴ ーと大風の様な昔が して前面に白泡を立てて数段にふ くれ上つて来た との事て•ある ：

浪の先頭に lm 余の段て^あるが後の万は段と,r.i: 苔へ比較的ゆるやかにふ ＜れ上つてゐたのてあ ・る・
. I 

船は多数夜漁に出てゐたが地衷によ る上下の著L い ショ ック を感 じた ・夫 と共に東北の沖合(11'. バッ

パッ と光 りを認めた と言ふものと ．山が一面に光つた と言ふ もの及び ．海岸の断産が崩落 して石 と

石 と の街突によ る光が花火の様て•あつた と酋ふものもあつた ・ 凹凸の少ない断歴 の海岸から 2UUm 
・ 、

＇程度離れてゐた船 ．及び湾内てもJII 口や小潟の口にゐた ものてなけれは一般に津浪に対 して安全て・

あって上下には坂を上る様な感があつたが ．水平に者る・し く流される事は無かつたら L い ・ 但 し浅

川漑てに肉口に居た船が ll km 近 くも 水 平に 8 同流された と の事て•ある ・

ヽ ．

全般的に見て 地設と共に津浪を予期 して高地へ避難 した ものは少な く ．浜近い漁師 も一且海の

様子を見たか南か引かぬのて異常が無いと して又家に這入った との事て，ある ＇・ 浪が寄せて来た時は

二階にのかれて助かつた ものが多かつた ・ 睦上の浪の高さ は最高Sm 程鹿てあったのて平家に流さ

れた もの炉あっ 1't. が二階は殆ど告祠 姦 って階下た9 けか破損 した ・

我 が々調査中余混を数同感 じたが執れも速い地震てぁ、つて此地万に誘発されてゐる地複は無い採 '

て•あつた ・

1 徳島縣下の l B 月 2 6 日l l 時現在の被害就計を次に示す ・

1 死者 l 7_1 名 ．負協者 l 8 8 名 ．行万不明8 0 名 ．萎吝死雀頭 ．家屋流失 8ヽ l g 戸 ．非住家 2 ii 
u 戸 ．家全壊 ．瞑 6 6 年 、非釦 尿6 8 3 戸 ｀家半壊 ．住家 l u 1- 9 戸 ．非住家 2 l 8 戸 ．床上

授水 3 6 9 6 戸 ．床下校水 l l u 9 戸 ．堤防決揆 l 3 ヶ所 ． 同損壊 2 ii· グ所 ．道路決坂 lg ケ所 ．.. 
"' 
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第 1 図 同 損壊 l~l ケ所 ．枇梁流失1ui- 所 ．畷 損 9 ヶ所．船舶流失 41._8 隻 ．同沈枝 省

隻 ．畷 損 7U9 隻 ．田畑授水l 7 9 7 町歩 ．塩田浸水 2 町歩 ．流木 Z ti l U 石 ．

~ . . 町村・別 哀災状況

.i. 墾座亙 槻濠 所に寄ったのみて諌査を しなかつ'fc. • 測鉤 r の壁に継裂が這入っ 'fc. 
, !l~- • . . . ' . 、-

空 ノ 芦 咋 っ た • 宿の東西の島に姐裂が這．入っ て勾 澤 から霙 げ る と東西万向に著
.. . ・

し く振れたらしい ・宿のもの ヽ話によ る と時計が 止ま り激 しい振動てあ っ たが外に

- は出なかつ7t との導てある ・

海岸の別荘地の人·の話て・は ．地甚は堵 しい水平動ゼ皆外に出7t が立つ．て あ られな

かつた ．．津浪の音は聞いたが浪に分 らなかつた • 海岸の船に多数流されたが殆 ど

皆牧容 した • 海岸の低地には地割が多く生 じた との導てあつた ・

徳島市中の）II に潮が流入 して船が破損 したが橋は流失 しなかつた ・

小松島港 這 から粘て・藩いたのみて・調査を しなかつた ・ 汽船の待合所のコ ンク リ ート床に砲裂

が逍入つてゐた ・ 岸の附近の逍路に地割が生 じてゐた • 町て・は家の屋根瓦の破損 ．壁の紐裂が見ら

れた ・

篇 岡町 調査の根拠地と L て 8 日滞在 したが ．町の蹟査は しなかつた ・屋根瓦の破損 ．壁の碓裂

ーが あつた却 て•ある ・ニ階建の無描会iii1: の化粧壁が大破 してゐた ・

゜

．稿町 町は東に助し た大潰の東北隅にある • 海岸の設岸に接 して建つてゐる青年学校て令は 1 ・ '12 

疇 水 したが石 垣の高さか l ・ ']Um あるから ．都合 8 ・年 程の津浪が来た事 とな る ・“学校の小使の

―
話に よる と ．地蓑後 21 u ーZ·li 分 して大風の様なコ• 一

ゴ 一首ふ釦 5 して糊が寄せて来たのゼニ階に

上つて見てゐた ・ 浪は前面が泡立つて l~Z 尺の高さ の、ものが後か ら後か ら と
第 8 凶

寄せて来た • 項 目のは石垣を趙すか越さぬかの程接．てあ った ; z u 分程 して ・

立 ］目のが大風の様な昔をたてて来たが此は匝黒な泥の

水J., た ・ 次いて•1 時間程 して 8 同目のが来た との瑣てあ る ・

町の助役の話によ る と ．地震から津浪か来る迄 SU 一 41 U 分の間があつた ·
） 習 ？ふ V ,: 

地恨が 水平動ザられば津浪には心配たい と酋はれてゐたのゼ朕てゐた • 沖てゴ`
鴫• ‘

ーと音が してか ら ~5 分程 L て浪が来た ・、潮が引 くのに z u 分掛つた : 2 u —
Su 分の間隔て'Ii 同繰返 した ・後の浪の場合は夜が明けたの這 の来るのが よ

く見え幻 輝 は水深の深硫 天島の南側を通 り引き浪は北側を通つたのゼ迄 に段がついて ゐるの

か呻 に見えた • 寄せ浪の前面に白泡を 立て いn 余の段がつき其の後は微段になつてふ くれあがつ

てゐた との事て•あ る ・
，

畔 近 く新 しい芍 在 四 這 壊L 
＇ てゐたが壁面に残った浪の跡ゼ糊る と l!!m 浸水 してゐた • 浜

---- 

.-- " '" "" " ●" ●●'" し· -
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の平家娃の倉庫はt,86m 揆水 してゐたが浮いた採ナは無かつた ・ 大きな二階家の撰血に幾段l'C も

浚水の跡があったのてヨ主なる ものを測る と夫々2 • l• 8'1• l • 5 5• 1• 8 5 ., l• U 41• u• グ

6 6 • U• ~2 m であつた • 町の中央の郵便局辺ゼ l• 2 ヽ m の授水てあつた ・ニ階家も中二階

程度の粗雖な ものが幾つか流れた との津て~ある ・ 地衷直接の被経と しては．練塀の嵌損 ．土叙の瓦

や座の破損 ．住家の壁の破損程度ゼあった ・

距町6 函 輝 計を次に示1'· 

行万不明 L 名 ．重軽偽 -i u 名 ．佑家流失 l 2 戸。同全吸 2'1 戸 。同半埃 l fl 2 戸。同床上授水 9 

6 年 ．同床下浸水~u 凡 非佑家流失 3 8 戸 ．鴫 奴 2 6 戸 ，同半収 8 年 。同床上浚水 l _5:,; 

戸 ．同床下校水 2 6 戸 ．道路決渋 5 ヶ所 ．固損禎 l•_u ヶ JiJr. 堤！幼決没 2U ヶ秒r• 同損磁 8 ヶ所 ．槌

・間決漬 l 2 ヶ所 ．粕舶流失2 41 隻 ．同大破 3 l 隻 ．固中破 l 8 隻 . lnJt 卜（戒 9 隻 ．授水1:B 畑 ．米山 '1 

5 町8'1 • 麦畑 l l 町 9 11 , 頭栄畑 l 町 8 u • 家爵如 I 辺 顕 。馬 2 頭 ．馬 2 9'1 初 ．拙災者11 6 

5 戸； 6 2 41 2 人 ．

三鼓田町· 由岐駅に被害軽少であつた ・ 駅附近て・鉄道線路が小樅上のコンク -IJ - 卜．ア ーチ上を

通るが 。此ア —チが地盤沈下の為に破損L てゐた • 町長の話 L によ る と ．地裳~>ら 2U 分位 して津

浪が来た :2 同且の万が激 L かつた ・ 逃げ後れて二階にゐた ものは助かつた との事てあ った ・ 港と

大池と を結ぷ川口にある大池枇の附近の人の話によ る と地寝て合一旦外に出たが又家に這入っ て休ん

てゐる と ． ゴ ーと云ふ昔が したのが風か と思つて出て見る と浪力州 の中程迄ふ くれ上つて衷てゐた 、

のて・・大池橋を餌つて 2 u iJ 鰤 く と浪が舟を押 し流 しなが ら柏を崩 して流れ んて・来た との事てぁ

る ・ 橋の附近の家に残った授水の跡から浪の高さを測定する と水面から 3;7m 第 8 凶

-r: - ぁつた ・

湧の西側の3• 6m の堤防に 8 噸の小舟が釆上けてゐたのて ．夫れかb 浪の高 ふ,~

; ： 二 す： ： ： ： ： ； ： ： ・・ニ : :で:;;こ人：こ こ ここ震： ；，ぷ臼
て細 紅 ・ 地複前にかま和 獲れる様になつた と の事てそ紐 ・ 港の口の氾野 ． 〗
島 の外側て争いか釣を L てゐた若い漁師逹の話ては ．津 浪て液 を登る様に感 じた —

か安全咋あった ・ 箆野島よ りずつと‘内側の港口に居、た舟だけが 水平に流された ・，山の裏~;パ ッパ ッ

と光つた と の事てぁ つた ・ 由鼓港は浅い港て＊中央部の深因 Jr て参'111) 程て•あるか ．潮か引いた時は島

近 く迄底が蕗出 した と の事てあつた • 町の内の家に残った数段の浸水跡を測定する と夫々l• 6 lJ 

1•41'1.l• 曇 8 , l• 倉 u • l• 3 41• l• 3 1 , _1• 12 U , l• I 9 , 1 , l~. m て、あっ I 

た ・夫の家よ り少 し山手の家ては1• 2 s· • l• l U• u. • 9 6 , U• 5 8 m であつた • 、

田井の海水浴塩は極めて速浅の激の為か ．浪品は小さ く . 1:8 畑に没水 した程腹から も ．浜の波打

/-. 
/ 
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際か ら 3Um 辺にあ る涼流物9 の示す浪の跡か ら も ．津浪の扁さは 2,m. 程皮 と推定 さ れた ・

岐木 沖にゐた船ゼill の光る のを見た との事てぃあ る ・ 橋る附近ゼ石坦の高さ 2• 8 m. 家 の没水

-...1,Sm-( あ つたか ら都合浪の高さは ら ・ lm と な る ・ 港の西側の防波堤のf~ ぐ内側て破 の・品さ出・»

” て あ つた • 町の内の小川の橋の附近ては家の没水跡か ら浪高 ll• 8 m て•あつた ・

岐木駅前の田·に直径 5 血m 租の石か多数散乱 してゐた ・ 駅の待合室の東北限に西面 して接に掛け

た 9 u c·m の黒板か地衷ゼ飯れて南曲する埋に、打ち当 り壁を扱 した跡が残つてゐたが ．夫に よ る と

黒板 と 下端の移動r.i: l 6 cm て^あつた . B 砂 地衰動は少 く と も l U cm 、の振帳が あつた と考へ られ

る ・ 駅ゼ汽車を待っ てゐた時 l 釦時 6 3 分に余康があつたが ．速い地衷て•あつた ・

三岐 田町の被害統計を次に示す・

死者 8 名 ．諏軽傷者2U 名 ．生 尿流失 7 戸 ．后］全誤 1 1 9 戸 ．向判 負Z 2 1 戸 ．同授水 曇曇曇巨

非住家流失 • l 戸 ．同全壊 ヽ 5 戸 ．船俎流失 1'1 隻 ＾ 同破壊 80 隻 。堤防設岸決没 2U ケ所 ．道路

決没 80 ヶ 所 ．椋梁流失決洪5 ヶ 所 ．田畑流失 6 町歩同授水 2U 町歩 ・. 
日和佐町 忠比須浜は l:A 井漑内の西万に開いた小さい浜てある ・ 此処は 6 u 軒程 の漁師の部落て

あ るが ．地震直接の被害 と してば壬かと石の練塀が破損 じ 芦家の堅に砲裂が違 入っ た程度てあった ・

津浪ゼは船 も家 も被害が無かつた ・ 岸壁に近い小さ い廷地で高さ 6 u cm , 底面の直径 Z o cm の

坊主の墓石が 1 つ S 6 u"E へ倒れてゐた ・ 然 L 此墓の土芦は同万廊へ 2 ゚近 く傾斜 L てゐた ・批 処の

咽 の漁師の話によ る と ．地棧て・外に飛出 して浜に出て 見る と潮か lm 程引いて ゐたが丁肱時刻か

ら云つて此程度引 く可 きてあ る か ら期には呉常が無いが津 浪が来るか も知れぬのゼ浜に相けてあつ

た網を片づけてゐる中に潮が上けて来たのて·u, に逃けた ・ 結局地衷後 20 ーSo 分 して津浪が来た

と 思はれ る との革姦 つた • 他の漁師によ る と ． ＊同目の潮が一番大きかつた と の事て•あつた 吋兵

の石垣の下迄水が来たが海面か ら の高さ を測定する と S• 6m て•あつた．

一昭和 l 9 年の東南海地接の際に も津浪は上潮ゼ始 ま り ~m の高さ 迄来

た と の事てある ・ 地蔑当時 ． 日和佐港の東南 6 江 程の赤河内村 の岸/

か ら zuum 程沖台漁 を してゐた漁師 の話 によ る と ， 地捉 と共 に東北の
．

万て・ピカ ツと 2 度光つた ・ 街此辺の岸は ;.1.uom 程の断崖てあ るが ．其

｀の崖が一面に光つたのは落石の為 と思ふ ・ 舟は島偉ひに消いて♦ゐたが

津浪の流れに岸に沿ふて ゐた為に岸の万へ流され る事は無かつた と の . ·-> .. 
事て•あつた ・ 息比須浜て・は地震後井戸が菱少濁 り減水 した と の事て•あ

る ・ 昭安政元年 l l 月の地震の時は余襲が激 し く l 速rill も綜いた との事て•あ るが ．、今鹿 に余湊少な... ．
＜我 々の調査中は 2 8 日の夜中に 1 同弱震が あつた丈であつた • 田井の内潤は外澱 と J, u m 程のロ

，

｀て函 陪 ゐる為津浪の高さ は極めて低 く
1,SU ー l•7Um 程度て•あつた ・ 杓潟の入口の石垣は崩れ

/ 

第 “ 凶
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てゐた • 田井の外競の西部では浪の高さ 4,. 釦m そぁ つた ・

日和佐町`の大浜 の浜て・は津浪の品さ は 8,9m て波打際か ら 6Um 程の所に涼加物が残っ て ゐた ・

浜 て＊塩燒 き を L てゐた者の話1 は地哀後 SU 分程 して津浪が 来た ・ 沖に光 を見なかつた と の単てぁ ‘

つた . B 和佐町の川 口の護岸て・は浪の高さ 2•8m-(, 設岸は嵌損 して沈下 してゐた ・ 地謀当時 : B 

和佐港の東南 8 klll の断歴 の沖で漁を して ゐた者の話て・は ．地謀の寸前に東北万てパ·- ツ と光 る の

を 見た ・ 地哀 と共に 2uum の断崖が者 し く崩壊 L て石 と石が街突 して花火の様にパ ッパ ツ と光つた．

舟は岸か ら い uni 余 しか離れて なかつたのて・津浪の為に大分前後左右に流れたが危険な車はなかつ

応 す るめいかが去年の冬か ら沢山獲れ る様たなつた ・ 地裂後平家岩の附近から 泡が余計出 る様に

なつた と の事て•あ った • 町の助役の話 て'i.I. • 地哀は東西の水平動て'.5 呑間程振れた • 津 浪は 3 u· 分

間際ゼ寄せて 来て 。 8 同目が一番高か つた ・ 港の川 口が狭いのて醗’の流れて・渦を怨い-r: 船が く る＜

る廻つ巧 ·it!! の立岩 の辺に居た舟 て）If, 口よ り支流に流れ込んだ も のが あつたが立岩の沖に避難 して

ゐた船舶は無事て•あつた と の事で あつた ・ 川の厄除橋か流失 L た のて＊渡船・て逃つてゐたが ．其辺 の

津浪<T.,; 高 さ は 8-m て•あつたか岸腟か 8; Om あつたのて洋壁内の低い町か授水を まぬがれたのてあ っ

た • 町の家 の地要直接 の被害は壁 の磁裂 。練塀 の破損程度て今あつた ・ 日和佐駅の待合室のコ ンク リ・

～ 卜床に孤裂が這入つてゐた ・ 待合室の東西の壁に雌裂が這入っ て ゐる事か ら ．主 と して東西に振 ・ ‘ 
れた も の と思ふ •

日和佐町の被害就計を次に示す ·,

ヽ

' • . .・-~

ヽ

住家流失 U 戸 ．同倒壊 2 戸 ．半壊 9 戸 ． 同小破 2 7 戸 ．倉庫半腹 l l• 同小仮 l 9• 公共建物半 —

壊 l• 同小破 8 • 住家浸水床上 5 5 戸．同床下 1 4, 4, 戸 ．公共姥物浸水 l 戸 ．ェ 柏小破 1 • 届J 授水

2 • 学校 t] 破 1 • 疇 水 1~ 其他小破 2 7 戸 ．疇 水 1 8 戸 場 破損 8UU ヶ 尻 死者、1 名 ．重協

者2 名 -~ 侮 者 8 7 名 ．船舶流失 ll o. 隻 ．大破 l 5 隻 ．小阪 l 1 5 投 . l:B 浚水 8 6 叩ふ 畑没水 5 

U 反 ．田決製 1 u 反 ．山地級壊 2 u 反 ． ．

牟岐町 駅の待谷所の壁が破損 L て ゐた ・ 駅のフ ァ 1 フォ ームの線が沈下 した · 駅長の話によ

る と 9 津浪は陸記 面登L た のは 1 同丈て•他に何同も川の中を押 L 、引 き L た ・ 津浪に始めか、ら上潮だ

っ た ・ 余複は 2 l 日には 20 同程 , 2 2,. 2 8 日には十数同 , 2 5• 2 6 日には 4, • 5 同あった と

の事て逐 つた ・ 役楊 の附近は家屋大破 し大き な糾か~4, 隻堤上に乗上げてゐた ・ 町の助役の話 て→は ．

地複が 止んてJlli を瘤換へ て外に出、て 1 5 Um 程走2 つて郵便局迄来る と南の音か L~ 津浪だ と 云ふ騒

が:L た ・ 潮が上け る のに ll u 分 ．月（く のに l!U 分程掛つた ・ 午前 9 時頃に津浪は止んだ •西 牟岐下・

1 逃拙程前か ら井戸の水位か低下
ヽ・L た所が あつた と の事てぁ った ・ 大河橋を渡っ・ た附近ては家の浸

水 J.,Sm ゼ浪の涵さ l'l 41., lim -．ぁ っ た ・家ヒ 浮 き上つてはゐないが相当破損 して． ゐた ： 東牟鼓 ては

川か ら流れ込んだ津浪の為に 60 戸程流さ れた所が あっ た ・ 此辺 の浪の高さ は が 止 てあ^っ た ・ 此
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第 5 図 辺の家は低い地面に追つて ゐた？で大南の時に瓜按水する事かあつた そ う て•あ

“ 直 る ・ 地渓直接の被害 L てにJII 沿の家の瓦が破損 した程度てーあつた ・牟 販町の

_;-~ ' 被害統計を次に和 ・
4 41 鼠 -- ~ .
A 、 辱 流失 l u 年 ．同倒坂 2.6 6 戸 ．同半壊 1 6 2 戸 ．同小製 2 9 7_ 戸 ．同

授水 '1 7 8 戸 ．倉庫流失 4, i • 后l 倒頃 3 15• 同半娘 2 7 •· 同小坂 3 • 同没水¢

u 。工場倒坂 5 ー。同半壊 2 • 学校半坂 i • 公共建物流失 l 。同半坂 会．！覗癸水 ら ．船胆流失 9 1 隻

同大破 l~2 隻 、同小破 249 隻 ．死者 5 、2 名 。氣咎者 9 名 ．行万不明 し名 , l:B 流失asu 反 ，届J 

、水 41 "iJ U 反 ． 剛 鵡 ~l U 反 ，畑流失 2 u 反 。同J 豆 水 2U 反 ． 饂 壊 6 凡 道路大釦 U ケ Jifr• 同

小 破 1 5 ヶ 所 ． 同崩壊 50 ヶ所 ．橋梁流失 6 • 同大彼 4i • 届]7J 滋 8 。港湾大破 l 6 ヶ 所 。同小破 6 

疇 ．同崩壊 2 ヶ 所 。木材流失 18UU 石 ．木炭流失 7UU 俵 ．薪流失 o u u_ u 束 ・

浅川朽 粟浦は ら 皿以上の津浪の為に護岸か決泊 し ．道路が流失 して失っ た ・ 伊努 l:B 川に架つて

第 _6 図
ゐた 伊努 田橋は新 しい コ ンク リ ートの橋てあ るか 中央か ら東の部

か ll 6 cm 川上1/C. ずれてゐた ・橋 の梱干は水面か ら 8•9m ある免 伍 : - ,次 、 .....
0" 

'"' ・ り
其れを越 して9 家 の屋根幻橋上に乗 り上げセゐた ・ 橋の附近の二階 ~ ; 立念~ ニ ニ ::::::::．．．．

家に l• 7m. の所に登水の跡があつたから ．此辺の浪の高さn.~•7 

·m てあ っ た ・ 大田の家は全部 1.6 m 程 楼水L た為 ．浮上つた家
笠I - 

は無いが相当に破壊されてゐた ・ 伊勢田川の東万の小高い所にあ

る記念碑 の石段か半分丈流失 して．ゐた ・ 洩川村に殆 §全部授水.1- .. " 
、 た ・ 南のJII 沿て合は lm 程 の石垣上にあつた為 ll m 程授水 して流失 した も の ．．大破 した ものか 多かつ

た • 町の中央の國民学校は l,lm の石垣上に有つて 1,1m 没水 してゐた ・ 村役場の話 によ る と· ,・地

1 年 11• 6 繹 れたが夫`れか ら lU 分程 して津浪が クプ ダプ と押 し寄せて来た . . 8 同目力心番 大き- 
かつた 屑 口で する め漁を してゐた舟が加島の南迄押され次いで出饂 の南迄流さ れた ・ 此の様な

｀
~ 

． 會

事を 8 同繰返 した と の畢てあ った ・ ・
此の水平移動の距離は約 4i km て•あ る ・ 此の洞は水深 2Um 以、

上の部が出謳 と洞代埼を 口と して東南四開いた洞形をな してゐる のて渕 流が著 しかつぞのか も知

れぬ · 洩川況の南の崖が崩坂 してゐた ・ i 距老ヶ 池の堤が破損 してゐた ・ 、

浅川村 の被害絃計を次に示す . '

家屋流失 l 5 8 戸 ．同倒壊 ,次8 7 戸 ．后l 半坂 l 6 9 戸 ．同床上没水 8 ti 戸 ．同床 下揆水 6. 戸 • I.Fl 

゜
流失ふ-U U 反 ．同浸水 s 2 u 反 ．畑流失 2 8 5 反 ．同没水~8 u 反 ．船舶流失 8 u 也 ．同大破 2U 復 ，

両中破 5 u 隻 ．同小破 2 41 隻 ．死者 6 6 名 ．頂軽儒 8·7 名 ．行万不明 l "'第名 ．全木］戸 椒 7 2 8 戸 ．

全人 員 3 3 2 年名 ・

竺紀 L 海部J11 に津浪が僅:~ 這入っ
て畑に涙水 した丈て-ぁ つ1't.. 浜綺の浜は 2 •. 5 江 程 の躁調な

, ., 

゜
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砂浜 て•あ るが ．波打際か ら 2U — 3um 辺に浅）11 か ら流れて来た流木が延々と打上け られてゐた ・

此辺の浪底は 2 m • てあつた • 浜崎の者の話では地虚後 l 0 分程 して津浪が来た と の単てある • 浜賄

の砂丘に接 L た石碑力~s 7 u ゚E へ倒れてゐた ・ 碑の高さ は l 7 u cm• 底面の帳は ii 5 cm ておっ

た ・ 附近の墓石か廻靱 して ゐた ・

｀ 墨佐叫 穴喰町 両万と も踏査 しなかつた ・話による と ．穴喰では地庭後 l U 分程 して津浪が来

た ・ 浪砥は ii m 程披，項 目一番裔 < . 8 同程来た 叫 沿か被昏著 しかつた ・那佐競ゼは耕地に授水

したか ．家は高所にあ っ だi!)-r: 無導で もつた との事て、あった ・．
8 ・ 那 知 丸 の 地 謀 記 事 ｀

， 大阪 ．小松島間の聯絡船 ．那知丸の 1 等蓮蒋手、の話によ ―る と ．那知丸は故出町の沖合の典島の鍋

＼

0 • 

島燈台に併行 じ て進路を西に と り 1 分程 して船尾に機関の故障の様に ト ン ト ンと衝賑かあ り続いて

2 同強い衝翠を感 じた ・ •
•. 

夫れ と共に船尾の万郎東万,ic 明る ＜バ ッパ ツと 2 同程光るのを見た ・

が 結 語

今同の地震の笈源に於いては ．海底か東南側か臨起L 西北側か沈降 した と考へられる ・且つ地形

変化のあつた範囲は水深に比較 L て施に大きな も9 のて•あった と考へられる ・ 其の為に生ずる津浪 ロヽ

東南側の ソ．— ス ．西北側の シン 'ク によ る ものと ．泥底地盤か 東南上 り西北下 りの傾斜 を L た為の東

南よ り 西北へ流れ込む もの と 2 つの要素が考へ られる． ・ 其の 中執れか優努て＇あるかは場合によっ て

応 る と思ふが ．前和 5 優努であれは麟 縣術 岸は引汐て始ま り ．後者か優勢て`あれは上汐て始ま

る事が予期さ 匹 ・ 今同の場合は後者の垢合-t' I 
なかつたか と考へぢれる ・ 昭和 l 9 年 l 2 月 7 日の

東南海地委の際の津浪も同様てあ って ．氾底は東南上 り ．西企下
. 、

りの傾斜を して津浪は東南側が引

汐 ・ 西北側か上i 夕て．．始まつてわ た ・

以 上踏査報告を終るに当 り御世話にな った各町村仕並に大阪管区気象曰大谷台長及び調査(,C 同行

ざれた徳島測候所の年出所長 ．醐井敏雄氏に厚 く御乱申上げる • 最後(,C 現地踏査の機会を興ヘられ

且つ準備に御伶折下さつた劇原台声 和逹部長 ．営坂諒長に深謝する次第-c' ある ・

徳 島 縣 下 踏 杢 報 告

徳 島 測 候 所

~ 
揺下の被害の状況は表に示す如 く やてある ・ また ．酎岸の津浪束慇の状況は第一函て・明らかたこ と

て•あろ う ・ ゜
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第 1 図
津 浪 来 製 朕 況 凶
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香 JII 縣 ・ 及 び 高 知 縣 下 踏 査 報 告

武 石 武 ． 長 宗 留 拐

1 匂地 嚢 度 に よ る 被 害·

、今同の地窟について各漢災地を通 じて被害の大きかつたのは凡て ．臥lJl!1 な地盤の所てある ・・ 帥ち ．

沖稜暦や埋立地の被害た大き く ．丈夫な地盤のf,Jr,-( は被害は碁だ少い ・ 沖稽府や埋立地てぃは 。地懃

゜か沈下 した所が多い ・ 全骰的に沈下 したか ど うかは後 日測姐結呆を待たなけれは判明 しないが ．救

崩な地盤の所ゼ沈下 した確節．は至る所に在る ・ 之が..f>:rs1 の踏査の結論ゼある ・

香）h 縣

高松市ゼは ．埋立地の様な所だけか局部的に被害が大-( . その他の所てー・は何挙 も無かつた株てあ

る ・ 基石の倒れた数は 1 割にも洒たない ・琴平の金比紘宮の石燈龍て准倒れた ものは皆無てあつた ・

所か垣田の被害は大きい ・ 此の様な人工のものは何処て、も被害が大きい 疇

高知顆
，

土讚線が琴平附近か ら嵩知縣の後免に至る「!11 、殆 ど山の中を通るヽ ・ 此の間は被害は殆 ど無かつた

鼻● ， 様てーあ る ・

後免か ら室戸岬に至る間は大被害を受けた所は無いが ．倒壊家屋の出来1t 所に飛び飛びになつて

ゐる ・ 之等は多 く河口の沖租暦上に撻·r. た家であつて ．か う云ふ場所て・は例外無 く被害を受けてわ

る と 見て差支へたい ・ 所々小規模な 1.11 崩があるが • I 化の附近の山は急策 な割に軟かい土て出来てゐ

る ら しい ・

室詞 町に至って も被害は少い •'所かu1.1::l!O ち浪慮浙 や燈台てに被筈はずつと多い ・ 測候所のア

ンテナは全部切蹄 ．錢掛 は半分埋立地てあったのて其の部分は 1 u cm 程沈下 ．燈台の石坦に全部

輝 ．燈台官合の石壁は大部分崩壌 ．反射鏡は目茶 目茶に坂れてゐた ・ 燈台の少 し北にある旧梅軍

、見張所ば下部石造 ．上部木造て^あるが この石造の部分は木葉微幽に項れてゐた ・ 此処から lUm 程

離れた所に在る普通の木造寂屋に屋根瓦が少 し薬't-.1t のみて平氣てあつた ・ 此の例に限らず ．鉄筋

の入ら ない石造や採瓦造は非常に敢いと と に至る所て感 じた ・

＇、 室戸岬の山は茄いけれども比較的軟かい土て出来てゐるャ L い ・ —

裔知市の東部 ．所 謂 ．下知万面は埋立地の様な所て ．此処の被害は実にひどい ・ 軒並全壊 してゐ

る所が多い ・ 高知市の家屋倒壌 1 U 9 li• 半壊 l 9 6 7 は大部分この地区か ら出てゐる ・市の中央

部は戦災の燒野原 と 簡鎧．たバラ ヅク だから大 した被害は無いか ．燒 ビルニ棟か完全に倒壊 してゐろ．

之 は鉄筋 コ ンク リ ートである ・鉄筋コ ンク リ ートは何処て も非常に丈夫て•あるが ．ー且漉けた もの

はこ 伊 u の様に弱いのて．にないか と思はれる ・市の西側少 L,j 、高い地区は被害は僅少てあ った ・
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／
家の倒れた時闇は発店後数分あつたら し く ．発渓によつて起床 しー沿物を持つて ．戸外に出て ．

, l 

2u 数 m の小路を走つて ．大通 りに迄逃け ．その時家か倒れ命拾ひ した人かあ る ・ 中には逃げる暇

な く ．聡死 した人も あ る ・ 又逍迄逃けて屈死 した人もあ る ・

中村町へは交通杜絶の為 ．行 く、革は出来なかつたか此処の被害か縣下第一てあ る こ とは確 't)> て、あ

る ・家屋倒壊 l 6 2 l は腐知市よ り多い ・総 戸数の 8 割位にやられた様て^あ る ・ 中村町に限 らす ．

四万十）h の下流の平野ては全般的にひどい様てあ る ・ 此の椋に今同の地婆ゼに衷央距離に余 り関係

な く被害を受けてゐる こ とが大きな特色てあ る ・ ．

Z• 津 浪に よ る 被 害

津浪は全梅岸に亘つて幾分に来てゐる ・ 其の中被善のあつたのは ．甲浦 ．新宇佐 ．須給 ．多ノ瑯

久 面L• 上ノ り暉 等てあ る ・ 此の内行 く こ と の出来たのは ．新宇佐と須崎及ひ多ノ鬼て•他は交通杜絶

の為行 く こ とが出来なかつ7t. 

新宇佐ては地震後約 10 分に第一波 1·m• 其后 1. 5 分 • 第二披 Sm• 其后 20 分 • 第三波 Ii m• 

と云ふ様に主なもの＝同て←あつた ・此の町は少 し小高 く ．中央部は海抜約 11m て.. f!ij 囲が低 くなつ

てゐる の-t'~ 津浪は町を姐つて流れた為に此の流れに当つた家は流失 し'It~ ら 其他は浸水のみに止

まつた ・ ‘ 
須崎及多ノ郷t ・は一番早 く云ふM は地愛後 lU 分 ．一番蓮 ＜云ふ人が 2 6 分て とにか く屈分早 く

来た ら しい • 第 8 同目のが最も麻いと云ふ ・須崎町の中央部にペ ンチマークが あ I) • 之か 6• 6 m 

と地図に君いてある ・之か ら津浪の痕跡迄測つた所 ．津浪の高さ は平均水面上最高8• 6 m となつ ·

た ・御 疇 の一番奥は多ノ郷てゥあ る ・ 此処には造船紐 i 、あ り ．互大な材木が沢 ILL 蓄和 されてゐた ・

ふ 流れ出 して ．之に突当つた家は忽ち壊れて流失 して仕舞つた • そ う・ゼない家は授水のみに止ま

った ・鉄逍は完全に流失L て仕舞つた ・

野見 ・須綺泡の外 ．野見漑岸にある 多ノ郷村の一部落て^あ る ・津浪は地楼後 2 ー 8 分て深た と云

.' 

ふ ・此処も第三波一番覇 く ．二階（心迄達 し．地上 111.• 0 m • /尉面上は省• 5 m 位 ら しい ・ 此処は ．
／

山と海と の間の非常に狭ぃ 土地て•あるのて合浪はIll に浩つて流れた為に ．流失 した家屋が相当ぁ つた·

室戸港の津浪は軽微たものてあつたが ．舟だけに被筈が あつた ・ 先づ引き浪て来 て ．港内の舟か

I 
皆流さ れた と云ふ ·

要するに高知縣西部(l); 津浪に推算よ b 甚だ早 く来てゐる • 最即は5m 位て磁 —波は引きて，，あつた

様だか ．之は大抵の所て・見逃 してゐる ・

8 ・ 地 盤 の 昇 降

室戸て・は地盤か昇つた と，云ふ ・ 地湊直後は l• B 叫立てあつたか ．数 B 後にはその半分位になつ

た と云ふ ・
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第 1 図
高知市附近被害及校水図

・ 1~12 恨 っ八

I 

ヽ

中ノ浦ては袈1 ヒ無 しと云ふ ・

底知市て・は脚範曲に亘つて沈下 した ・ 此処ては津浪は無かつた ・

然るに地哀後禍潮になる と 。下知万面の市街地か ら周辺の水田に浮

が入 り 海となる様になつた ・ 測候所の周脚も ．水ひた しになる ・ 器

揉は呻 l• 2 m てあ ったが ．最も潮の隔かつた時は認場か ら 6cm 

位下~ --(和 ・ 之か ら推算する と Ii U cm 位沈、下 した こ とになるが

何処 も同 じだけ沈下 した訳てはないら しい ・ 風ヵ 培は2 8 cm 程め

り込んだ ・ 併 し福知附近の地盤が一般的に沈下 したか どうかは甚だ

,.. . 疑問ゼ 。践に沖租暦 と埋立地だけか も知れない ・別表の授水面稽は

紐 ゼは津浪ではな く沈下てあ る ・ （ 第 環 ）

須崎及び多ノ郷ゼ も ．沈下 してゐる ・ 多ノ郷ては津浪の後 。水田の水が可成 り の面積に亘つて引

かない ・ 縣道は一部滴醐時には水面下にな り ．渡舟て・連絡 してゐる ・ 何の位沈下 したか ．須降の港

附近では岸壁か全部壊れたのて甚だ測 り難い • 海岸附近の道路を基 と して土木出張所か測つた所に ．

よ る と l• 2 m 位沈下 L た と云ふ ・、

・・併 し この道路は局部的に甚だ L く下つた こ とは一見L て明かなので ．全般的のと とば良くわか ら

ない ・ 野見ゼも岸壁は皆沈下 してゐる と土地の人は云つてゐる ! 併 しU(ti も 直ちに海になる紐壁の

所か 沈下 L たか ど う か~r.r 明かゼない ・

新宇佐 ゼ も海岸附近は lm 位下つた と云つてゐる ・ （ 第 2~8 図 ）

第 2 凶 須筍町万面 ・ 第 8 図 新宇佐町万面

ヽ

t::;Jft,.,:. 匹 元貪......四

- · . - - 名“ 吟置" " "'-

夜須て• も沈下 した と云ふこ と

を土地の人か云ひ出 したが‘。授

水抑稼は無い ・

要するに高知縣東部ゼは ．沈

．下L た所は開かない ・室戸ゼは

少 し上つた ら4 しい • その他の所

立 下つた所が多い ・ 殊（な高知

環 崎万面は沈下面評か熙い ・ 9 

之は沖租暦と埋立地だけかも知

れない ・

ii. 発 光 現 象

翫 現象は至る所て・見てゐ る •高 知て疇は北万山根上服範囲に亘

つて緋肱rrc :i, - ツと光つた ・ 地震か止む と 同時に止んだ ・ f 
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高 知 群 被 害 一 覧 表

杖叫以 水 梃 *J_,i 侶 屋 J;J 逍 m 焚牛 況 失 没 水 屯 失 杖 水(Q9 
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ヽ ヽ
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高 知 縣 被 吾 一 梵 表 ー

死 者 Ill 4
失

祐
直叫ポ9.

＊ 筵 誓 哀 贅

上 貨
I I 

ヽ

B 心

泊 浜

.tr. 
＇

玉
Ill Ill 警 !:f',;· 

Ill 口 I I 

岩

佐 関

在 所

l,j ,1, 
.ft 

1 

1 

-1ll: 

,6 
佐 古

W Iii 

計

2

4

7

2BO 

ヽ

•ぅ•" 
•l 

42 

2b 

80

9

, I, e 
10

町2

l

2

34

60 

60 

20, 

3
『

92

＇死 名 11111 ,j( 填J,rl 牽 填同 況家 失因g 閑 ii< Id Ill 畑 船 舶

汎 失 杖 水 (lif 戊 失

安 藝 腎 t:f'l'i 

'Ii~ > 9 41 l 刃 ~6 
赤・ 釘

5 I 
和 父 12 刃

丙 分 9 18 

-t. 18 l 

-11-· ノ ロ ltJ 2} 

｀
出 Ill l 

｀Ill Jt i 1' 
伊 Id 木 21 r 12 
'h: m う
田 野

＼ 2 2 』."•,
名 牛 -"l 4 2 9 

計 l ぅ 45 200 ＼

iilJ5 覆 租 射

；；； 巨 l ぅ 8 50· ．・ ;2 
·o1 戸 岬 2 刃 2 2'/ 6 
材 ， 祖 l 10 ,5 ・
吉 良 Ill l 7 54 

: ：：l I 
佐 喜 Ill l 2b 
針 ．恨 7 6 88 680 
甲 ノ 場 6 10 15 25 

計 17 5l l 刃 8'16 
90 J 

、 と山" "'・、 l, 

瑯 釈 ＇は夜沖て漁 を してゐた人逹 は地震 も・津浪も 知ら なかつたか . ~I:: 万Ul 森万面の描い範囲に亘

つて虹 の様に光つた • 新宇佐ては東北東万面の岬 の万に当つて寵光朕に光つた ・ 室戸ては多 く の人

か 色 々な見万を して ゐる ・ 中には` ，前夜 l 8 時頃か ら 東北東万面に微光を認めた と云ふ入 もあ る ．

5. 前 兆

室戸 と野見ゼ同 じ こ と を開いた • 前夜の千湖か異朕に低かつた と云ふのてあ る ・ 室戸-Ci は 2U 日

~l/l 時 3 u 分頃漁か ら帰っ た 人か ．非窟に海か浅 く なつた ので驚 いた と云ふ • 野兄ては 2 2 時頃沖

か ら帰つた 人か 同様異朕な引き汐に鷺いたが ．其後 2 J. 日の 1 時頃帰っ た人は更(11: 異朕な干潮に駕

いた と云が 新宇佐 て・は此の様な現象 を認めた 人は無い ・ 推策に よ る と ．室戸も須崎 も溶 時は略 々

同 じて ．`当 日の干潮は 2 2 時 Su 分 』 朝高は U• 3 m て •` 特別な干南てはないか低い方"'高あ る ・

中 村 町 諌 査 報 告

•
清 水 ｀良 作 末 脚 菫

中村町 （ 高知縣幡 多郡支艇所在地 ） は畏源よ り大略 StilJJcm の所にあ りなが ら ．今同の南海逍

地蚕の地震動直接 の被害 の う ち て最大を示 した所て あ る と思はれる ・ 地質的には足摺岬の先は

,· 
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であ り ＼

．そこ と幡多郡北部の頁岩砂岩 乃互暦地帝の枝界

位に あた p • 海加の下田町ょ ｀り四萬十）11 に沿ひ約 8 江 の所にある ・

なほ幡多郡中で被害の比較的大て あっ1't:. 中村 ．下田．宿毛 ．佐笈 ．

大万 ．白田JI し 小 筑紫 ．具同等か今次畑漠に於ける地盤の隆起 ．沈下 ー,,,.,.

granite 

の伽線 と思はれる親上にある こ とは注目すぺき と考へられる ・ 但 しこ

れは今迄の簡略な測定による推複りにすぎぬこ とは云ふまでもない ・

本哀に於ては返乃の大風の如き地喝を伴つて振動を始め ．体験者の

話によれは東西の道路を逃る時後万よ り押される如き感を受けた とのと と であるから ．恐 ら （ 東西

威 分の強い振動と思はれる ・家屋の傾斜せ9 る ものも東西万底か大部分てあ った ・

家屋の被害朕況は今次調査せる うちて飛び抜け ・て欲L( 地湿後一ヶ 月牛そ径過せる も 。猶生 々し

咄 況を呈 してゐた ・ 完全なる もの丘コ ンク リ ート建築物台ある該行が一軒あるのみて＇鯰 · 二階

家の一階か完全に押 L つぶれて ．二階かそつ く りその上に原形を留めてゐる ものか数ケ所に見当つ

た ・ 其の他柱は大部分細いホゾの部分--(折れてゐる と と ．屋根の重さ う な家 渭 i に比L て柱の少

四店舗等の被害の大きいこと 等は我 か々幾多の例て見たのと同様てあ ろ ・・

地域的にはIII 手に比較的被香が少 く ．町内てぁ つても神祗のある小丘の周囲はやは ＂和書か少な

かつた ・ 即口於ける山手の姦地の菓石畜みる~ - 推定される水平加速度はu • ~g 以上あ I) • 町内

I の激甚匝域ではu. l'i g の程腹に及んだものと推定される ·

次た被害表を示す ・

全 ’芦殺 2338 戸 全壊 ·1 6 II II 戸 半坂 ii 8 8 戸 この地て•も発光現象を認めた者

死 者 2 7 3 名 負傷者 8 3 11 8 名 全燒 6 6 戸

ー

令

p

ー，

！

A`

絡`
9
m

中
村

町

ー

に多数あつ ら 振動中に東万の空

が一面に赤色に明る くなつた とい

，ふこ とて•あ る ・ ，
地盤腕係は前にも餓れた通 りて
ヽ

あ るか ．町内の井戸を堀つた時の'

•t I ,,.,_,49,.,cu11J 
n ,.,. • ._. たア.. ,.

I!I l'-T~•n.;J; 
四 ヰ.. .最.. ..

- ... .. ~ 直ぷ

露 翌 擾 書念畠• ふ

四 ..$. ,,:_ (町が本，· ~勾

話を開 く と軟い粘土 と ジヤ リの陪

かある と のこ と てある • 四萬十Jl1 

の堤防は一体に沈下 したが最大の

所は 8 • l'i _Jl1 を示、してゐる ・ 、

その他被害のうちて特に注目す

ペ きは四函十Jl1 (7) 全長 Ii U 7 m に

及ぷ鉄橋の杭梁か橋脚よ り落下 し



ー

6~ 

I~ 
・ た こ と てあ る ・ コ ンク リ ー トの柏脚には殆 ど呉

" 
匹 万 十 ,.,n 枯 .. T. l 苓 Ill く落下 してゐる ・ 殆 ど恒．

, . . ~ . .. .-. , . あ ら す．）
紅 ＜橋梁のみ圏 の如

~~~ 

，

・さ 下に落下 して ゐるが西端は南へ少 しつつ すれ了

,.,_ . . ＼ ゐた ・ 如何な る振動虹 •りか ヽ る事態か生ずる

l ft \ 
噂 ！^ 楳 即

十・
I 

か は興味あ る こ と と思は“ る．

四 藪 地 万 各 ft 隊 踏 査 報 告 ・

福 松 管 区 氣 象 台 ． 室 戸 門 測 候 所 鼻松 山 測 候 所

＼

ー

A
l

l ・ 縣 内 被 害 の 概 要 · 1~ 
被害は北部の海岸万面並に河Jl1 に粘つた地 香）l1 縣公安 課講．習察 培即位の家屋並に人頁の被害

域に駆倒的に多 く ．南部山拙 万面は僅少・て‘あ （ 家屋は住家 ．非住家 を合せた も の` ）

る • こ の中高成 と坂出か最 も ひどい ・ 署 名 '~I 死 者 侮者 編者

高松市 土 庄 ・一 ぅ ― - l 

旧市 内て被害 ＂多いのは ．松島校区 （ 市の 三 本松 l ,_ r r 
南東部 ） と ．西浜校区及び二番丁校区 （ 市の 志 度 8 ,56 - ｀ .. I 6 

北西部 ） ゼぁ る ・ 之等は ．戦災を免かれた区 平 井 44 65 2 - • 

城ゼぁ るか ． 同様寂災を免かれた柴林区に被 病 I 松 l~ 11 丸 22 I 10 I ai. 
海 宮 9 11 

害 は少い ・ 西浜及び二番丁は最 も ひど く ．全
丸 岨 60 91 I 4 I l I 11 

市 の死者 s 11! 人の中2U 人が此の区域から出 普 通 寺 9 2 2 2 ~l 

て 送 ・ （ 西浜 町予設線の分鼓点が最 もひど 琴 平 8 25 

I/>) • 品 瀬 1 ぅ 27 I - - I " 
坂出市 坂 出 16i 哭 9 16 2 147 ' 

多 席 津

築 港附近の被害が大 きい ・ 船消場附近 のコ 8 22 l l l I 
． 殴 昔 寺 7 14- 

ンク リ ー ト道路は ．鎚烈 を生 じた ・ 建物の倒 掛 浜 2 5 1 2 -~ , 、 16 2 l 

摂 ．、破損が 著 しかつた のは ．塩田の西側崖際 佛 生 IIJ :,a 一、 41 2 ぅ

附近に蛙てた区域て＊あつた ・ 市内の地盤の良 計 608 つ llt"\O C:'") .__,7 -·. 16 2 刃

い所て・は被筈は少 く なかつた ・・

嵩知縣 東部

甜 騨訂7 に於いては人艮繹 、及ひ船舶等に相当の被害が あつた ・ 地震動に辰 る被害のあつた のば ＇

安藝)II 及ひ奈半利）IJ 下流の沖稜暦や砂丘上にあ る町 とか埋立地域に限られ ．海岸の岩盤上にある と
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第 1 ・ 表 香 Jl1 縣 被 害 炊 況

ヽ1ー
'·

ゾ．

i

ヽ

署 、 別
全 坂 牛 坂

家 畜
死 者 瓦 低 軽 侮

住 家 非住家住 家 非住家
火 災

被 害

三 本 松 l 

長 ，尾 1 

志 度 6 8 
ヽ

平 井 2 ． 匂 17 16. 、 吟-

土 庄 ＼
ヽ

l ／ う

尊 壁 ヽ 16 ，51 ' 牛 2 22 10 21 1'70 l 

高 松 2 う 18 11· 28 l う

佛 生 Ill 16 2 210 66 95 217 122 
, 

坂 出 ， う •8 

尭 宮 4 l 11 32 28 71 20 
ヽ

丸 遁 l 1 1 4 4 18 4 
·ヽ

多 度 津 2 2 1 う 6 2 

善 通 寺
＼ 6 2 20 5 

ヽ

琴 平 2 11 8 l う

涵 瀕 う l う 刃 26 79 犀辺

豊 浜 2 l 、, 5 ll 

計 51 16 259 う55 25 う 2089 交0 l 15 

第. 2 表

ヽ
9
3

香 川 縣 塩 田 被‘吾 瓶 況

没堤決没水
被 害 ・釜 場ヽ

鍼 水流失
額損 害（万見内楼

廂 裂 面 （町） 全 坂 牛` 坂 （ 石 ）

高 松 授 • 決 ・岨 220 59 229 l 心 7000 

坂 出 没 ．決直K 刃 咬 80 9 知 2500 

丸 組 抱 “ 2800 う15 

高 瀬
浸 ・ 決 .25 4 20900 584 

践 音 寺 没・決• 他 66 11880 1000 

·,匹匹,.ロ 計 交l 10~ 刃9 2 吟?Be 11 刃9 

ー ，

•こ ろ -Ci'l 被害に殆 ど 'fl:1J> っ た ・ 然 口 の南端の山上ては家屋等に大分被害か あつた ・

(1) 津浪の概況

立 也 震後 so- 心 0 分高さ Sm 余田地芦紅 竺屋杢巴 伊尾木）h 橋梁にて甜さ ~m 
田畑授水 室戸港 震後 20 分約 が叶巷内船舶損失多 し 皇竺竺塑 震後 l· ~ 一 6 分約

1, 5 m 諏期戸 分 竺翌芭巴 約 5 111 竺墾竺 震後約 1 0 分約 5m 里堕四
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ヽ 止

退後 l U-1 5 分約 5 Dl 
第ヨ 波い も強 く第二波は 2m 命 りゼ約水時曲 l 0 分位 もあ った ・

(2) 山崩れ 和良JI 曲 近に 2 ヶ p}j ・・楳名 2 ヶ 所 ．野根町 8 ヶ 所 ．甲浦ー鰍 躙 (I(: 生ケ所その他

数ヶ 所あつたが主 と して野根Ul 系の穿側に多い ・

甲浦万面(It: 於いては津浪後水位は元に復 した ・ 野根町二本松附近の田圃 2 畝

か約 6 cm 沈下 し詮後地中よ り粘土及びネ大の砂礫 を吹 きl:. けた ・ ま た奈半利}l1 海岸附近の屈曲部

砂地中か ら泥水咬出 した ・ 大き な ものは直径 2m 深 さ 2m に達 し2 7 個南北及東西の方101VC 分布 し 、

(8) 地 の変化

て ゐる ・ 噴水の高さ は Sm 位に達 した と の こ と て·•あ る ・

＼

測候所員は同所itz: 於いて地震直後東万に赤色の偕朕の発光を ．南恨lj にカ ーキ ー

色に近い赫色の帯眈の発光を認めた ・ また他の一人は直後南万海上に火災の様な0 月・る さ を見た'tJi 共

に直ち に浩滅 L た • 安藝町及ひ伊尾木町 民々の話(,Z:. 依る と ，南西万にて黄白色の尤 りか地午線附近

(,Z:. 帯朕に細いた • 以上は佃れ も殆ど栢上に於ける現象てあ るか ら ．籠線のスバ ーク 等人為的の も の

(~) 発光現象

と も思 はれない ・

(6) 地毀体験者の話 室戸岬町津呂の某氏＇は関東大地蓑 ．升後烈霞 ．北伊豆烈誤等窮 三饂遇 L 

稲 豆 羊細111: 翫測 L てゐる のす興味ある ものと思ひ次に本人の談をその形容の支 ヽ記載す ・ 「初め ド 、

ン ド ン ド ンと：：：：：同輝 ．を開 き ッ・ルツ・ルツ・ルと 7 , 8 詞I く 揺れ ．前ill の木か パサ・パサバサJ,2 , 3 

砂 嗚 り ．小 さ、い水平動が 11-5 秒ガ ク ガク と 東西に振れ とたんに駕氣が消えた ・ 此の時非常t'!: 物
l 

緩い山嗚が あ り 更に 1 U 秒位 して物凄 く斯れた ．」 本人に蚊初の音 と共に地箆 と徐 し七輪に鍋をか

ぷせて 戸外 に持 出 頃 の木につかま‘っ た後椛れ始めた と の こ と てあ る ・

i

愛 媛

被 害 朕 浣

縣 の 部 、

松

松 山

今

玉・

西

新

野

居

三

郡

大

山

西

治

川

條

浜

島

中

洲

5

7

1

7

1

6

7

ぅ

0

9

ぅ

II.. 

.:. 

2

19 

15 
6 

今茄

62 

ぅ

6 

56 斗
2 

10:, 

交

4 

11 う5 
69 

17 う

3320 
) 

ー

その他に次り ぽな被吾箇所か あつた ・

松山西 ／上水道管破烈 （ 三津 ） ＇

新麟 頃新化学工埠祓硫陸600 噸 流i 失

郡 中 ． 松前東洋 L ヽ ーヨ ン送水管 ヽ Om 

破裂 ＊ ．／・

rー・
¢

28 
i 被害は殆 ど地質の彩弱な沖楼層上に位樋す

る市町村て他は被筈 ら L き もの さへ見え なか

った ・

ー
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／

中 部 地 方 災 害 踏 査 報 告

* 中央氣象台 ．名古屋管区氣象台 ．津測候所 ．朗野測候所 ヽ

1 概 説

9-
~f

りu

(1) 津浪

' 三重縣万面 ‘ 津浪の高さは一般に高くな く ．汲高か尾鷲町南田や南翰内村の 8 - fl m 程度ゼ此

,
し-

'

i

.

＿-
9-
r

処は被害の坂大の区域て^もある • 他の埠所で ．床下揆水の相当ある区娘-i' も概ね2m 程度であ る ・

尾鷲測候所ゼ賑複りした津浪の速期は約 8 u 分C: • l _fl 時頃迄続いた • 初波から最高距的 同数に区

区て＇あ るが . 3 同目が多く次rte 2 同目である ・ ' .

南翰内を除ぃ 勺這 失家屋な く ．校水の最も多かつたのは錦町て・・ 吉津 ．、島津/ 各村之に次 ぐ．

志庫半島南部五ケ所漑の混奥には l!m 高 程股の痕跡がみえ ．橋梁流失も報ぜられてゐる11; 。近 くの

英虞漑には殆ど痕跡かない ・ 洞の向きによ るのてあ ら う 。鳥勿及び大湊附近の津浪i'J: l m 弱 と推定

暉"3
嵐
疇

せ られる ・ ，
祈岡縣万面 舞阪--( 'は糊内力心 尺 t 

,.. 
・外海て 3- - 4, 尺位の高さ~, Ii - 6 同振動 l-2 同目が最高

l u 時頃迄振珈 澤 いた ・ 下l:R て合は • l! m 程匹 ．街蹄に約 luu~ の深さませ浸入す • 第一波r:r Ii 
時頃始ま り 4 同目最高 l 0 時頃まゼ続いた ・ （ 被害別表参照 ） ・ 内浦桧潮儀記録 （ 因参照） によ る 、 9 

と 。 5 時 8 分明瞑な押 L を以て始ま．「） 第一波は 2 9 cm 
+. 

．週期約 l 6 分とな り最大波は 6 時~u 分

に i.o _cm てあ る ・ 同数は6 同--c·: あつた ・ 御前綺てヽ JI m 位あった と云ふ ・

'(2) 地霞動による被害

三諏縣万面、 死者は伊勢海岸の都会や和歌山縣境にある ・ 倒没家屋は伊努洞海岸部と紀伊に限

られ中間の志摩にはない ・ 津市てh 岩田~,,河口の氾岸て争倒壊家屋あ り ・ 東西に碕れたものか多い ・

ヽ 如 世勢Hl Jl1 に混ふ浜郷村 ．川崎町匂 II 沼ひの区域に多い ・

、 地変と しては居糀一木本間の道路に山崩れかあ り此処は前の地衷でもあった所て•ある ・ 街尾鷲を

去る 7 km の地点に地盤沈下 l Ii cm か報ぜられてゐる ：

＇鼓阜縣 岐阜一大垣を蓮ねる一線よ b 南 ．木曾 ．長良 ．滋斐 の諸J りに囲まれ・たデルク地帯に被

筈が局限され ．就中南西限か甚 しい ・ ＼

I • ．ヽ
(3) 発光現象

＇• 各縣と も発光現象を見てゐる ・ 陸上ゼの観測は概ね地震主英動中に見た ものか多 く ．噂 ‘と云ふ

ものか多い ・，航空燈台の如く強烈たも のと云ふのもある・・ 万向は概ね襄源万向て^ある ・ 三攘縣南部

ィ 出漁中海上ゼ地震の前に見たものもある ・ ，
8 各 地 の 朕 況

.. 上 井仮 文

ヽ

ヽ
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内 浦 に 於 け る 験 廟 俄 記 録

ヽ

、 2 4 6

• 2 

21 日
8 10 12 
I I I 

- 22 日 ー一→

14 18 18 21 22 24 2 4_ 6 8< 冊 ）

,’9

,

9

,

・

ロ，

ー

(1) 南部熊野舜沿岸 （ 新宮市 よ h 尾鷲町に到る 間 ）

津浪朕F は附表の如 く ゼぁ 亙

津 浪 表 （ 南 部 熊 野 函 沿 岸 ）

．ヽ

＇
•波最 高碕誓4 虚時

同 数 乱砺 '""ー~ ~

膚閂
授 水券室町 村 名 地 名

1 次（分数）
麺 寄 せ 方 （床下） 淀

・ 尾 鴬 2.0 40 5 ／ ぅ0 ぅ 退潮 小(JJ 欣除｀々 ~o 

゜ ゜九 迫 村 九 木 o.a 40 10 25 6 潮 流 状 2 ぅ 1 ぅ 1 
0,8 ＇40 8 10 う 潮 流 ．状

゜ ゜ ゜
早 田

＝．木 浦 2.8 45 15 、 15 4 潮流状早ぃ 5 10 o. 北綸内村 =I* 里 う .8 40 15 20 う 湛泣 ,J,wU,t あわifT- 12 80 l 
賀 田 5.5 50 5 2 退潮 屏J 山 眈風粒 立状 20 I a5 2 ぅ南輪 内村，, tt ,. 根 4.5 50 15 5 3 4 38 - 

゜二 木 島 う.5 45· 15 20 う 小 山 臥s 2 

゜ ゜新 座 ぅ.o 40 8 15 2 小 山 状 C .. 0 

゜
ヽ

兌 坂 村 大 ＇泊 '3.0 25 5 20 2 小 Lil~ 

゜ ゜ ゜
木― 本 4.0 I 25 2,0 1 屏風臥`徐々

゜ ゜ ゜河 田 和 2,0 ·25 
屏風状徐 々，

゜ ゜ ゜
I 

紺 殿 1.5 至
゜ ゜ ゜

新 宮 市 能 野 地 3.5· 30 

゜ ゜ ゜ヽ ，

地窟前の地嗚 口案外少ない ・ 尾鷲 ．三木里て風声 の如 き ものを き く ・ 地衷後の音は砲声の如 く ．

棗万海上に閣 < . ~p. 尾鷲 は 20 分後に東万に嗚動を ・` 九木て＋は 20 
分後に南東万に “ 三木浦ぜは

so 分後vf. • 木本は東方F 砲声の如き昔 を き （. . 津浪が押 L 寄せる 頃には • Jill に沿悪 各地て海喝或

は銅 音を開いてゐ る ・

｀
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発光現象 と梢する ものは地巽直前 ii , 5 分前 ．地裟最中 ．疇 後等に所 々に於いて見ら れ （ 附図

参照 ） 赤色乃至赤黄色か 多 く ．形に都朕 ．御光朕 ．火柱朕 ．火球状 と色 々あ る ・ 糀統時間に はつ き

り しないか ．瞬間的な もの一同乃至数同 と云ふのが 多い ・

地震の前兆 と思はれる現象を二 ．三挙け る と ．木本ては 2 - 8 日前か ら サヨ 1) の大漁が綜いた事，

早田ては zu 日夕刻よ り夜半迄小）11 の水が異常に減水 した添 ．三木里及び檜根 ては l -: ti 日前よ り

井戸水か濁つた事等が あ る ・

． 埋立地の沈下や山腹の道路の崩潰を除いてば地磐の変化は認め られなかつた ・ 崩土箇所は尾鷲か

ら 木本但釦l る間七ケ所長さ.10-30m であ み ・ ン

繹 破坂は新宮市甚 し く ．倒壊 z·s g a 戸 ，半坂 l _u u u 戸 鳥之は沖積土砂 の地偕か主て''内殆 ど

南一南東に倒れてゐる ・ （ 図参照 ）

新 宮 市 被 害 図

市 宮 粕
（為 中部熊野誨浩岸 （ 北牟李郡引本町よ り

二郷村迄）

l 田ホ

地震に よ る被害総計全壊 l 8 戸 ．半壌 z u 
戸 ．全戸数に対 し 11, 程鹿 の僅少た も のて9 あ

っ た • その．う ち大半か 引本町の被害てあ っ▼た・

ー一畑

N
[

t
l

、

．

津浪の翠襲は土だやかて・・ 小型漁船 IU 隻余

網若干 を除いて は被害 "1J: L• 

海岸 に活 う た埋立地か 沈下 L た ものが所 ＊

にあ り . 5/ 本町須賀利村か甚 L かつ'ft • 前者

'は最大約 lm もあっ た ・帷崩れは尾務の近 く杜城村 よ り船越 に通す る道路 上五ケ所 あつた ・

津浪は各地共地震後約 2U 分後に窓裂 • l ← 8 分の週期 --Cli{( 著な も の Ci- 6 同あ り ・・ 後萱過 ぎ'

、ま て海面が懸 いて居た ・ 来製少 L 新I• 潮が一時的に月1 いた氣配てあったが はつ き り と は しな いて··.

疇 な海面が そのま ヽ緩かに下か ら盛 り上 り推 し齊せた ・ 流迷は人の歩 く・程度 て波高は第一一三波

迄郊 同 じ程度て泌 つ'ft. 第二波力漬 ：大てあ っ た様て：あ る ・ 部落 内に校入 L た のは . 51 本町 と須賀

利村ゼあった ・

涙 達が 海上て認 めた発光現象は内陸山地の万向に認めた も のか多い • 色は稲妻 l: i'J 赤 く ．範囲

を持つてポ ーと或はサ ツと断綜的に或に連綜移動 して行つた と云ふ ・ 地震前よ り 見た も のか か 11: ~ 

ぁ ん ・

‘ (8) 北部熊野棒桁岸 （ 北牟草郡錦町よ り度会郡吉津迄 ）

、地 震によ る被害 '1.t'L. 津浪波高最大 Zm 位 ・ 錦町て地震後 z u 分に来製 . 5 時過 ぎ ま --Cl 11 同位

往復蓮勅す • 第四波最高 ・ 古和では倉時 50 分頃来裂 . 5 時 1 \1 分頃第三波来製最高て•あっ た ・ 週



60 

期は初め頃約 l 0 分位 . 7 時過ぎ第一波 と 同程度の津浪到沿ず ・ 稗前--C:r.t 震後 Z 6 分に来襲 ~s 固
目応高であつた ・ 匁 如 海水か 引 く浄な く ち り ち り緩1 如に押 し上 り ． 人が 浪の先 を歩いて逃け られ

る程度の迷良 ふもつた ・ 揆水家屋数は次の通 りてあ る ・

歪 ·:三 云 云 云 ： 三 三 三 竺 こし）： ： ： ／ 頃ヽし J 
約 5 分 間北万Lil の上の万に宙の様に連熊 して ビカ ピカ光 る ・ 也 凶鰈 て・な く 。各秒r-C: 発光す る 。発 ・

光に驚 ろ き滋的に向ふ ・ ~lJ - l,! Ii 分に して地震を 1 怪ず 。，山の崩れる椋な音てあ っ た 。後 l,! ~ 分に ・

して古和 の潟に入 るゃ 漉内の水乱れ津浪 ら しいのゼ饒外に逃れん＇と四馬力の全迷力て潮に狗つた力:

全 々進 ま なかつた ・ 殊に漑の奥程激 しかつた • 海水の色:r.r 土色て平常 と全 く呉つてゐ．た 。

' (~) 先志邸沿岸

ヽ

地見 津浪共 に被害少 く 。津浪 も外洋に面 した側て・1 油 乃至 A; 5 n,. ' 内海9 の競奥ゼ も llm 位て 疹゚

つ 応 稗津佐の骰家 の壁に残っ た没水跡 よ り計 る と 。安政 ll• 6.m 。昭和 l g 年 2 。 g m• 昭和 S 

＇ 先志岸沿岸津浪及沈下調査表 i 年 1· • 6m 丈11 の水平 よ り凝かつた． ・

也 し痴 羊よ り 8 O u·m 上流てあ る ・ 地

笈後 l! 0 - 3~ 分後潮が増 して来 る様

に ジワ ジワ壻 し 。週期 2 U 分的外ゼ数 ・

同渤干 し 2 - :Sf 国目が最萬の所が 多か

地
、名 亨 l 沈下禄 発洸；現 微

馬 矛り l·2 0- 味 ’ 
波 切 l·0 E 方海上に変な光 ll 

* 3:. 閤 W 方妬酒き光明滅

甜 ヤ 越 1· 2 叫&躙錮1 ・ ., 

片 - 田 2·j 1 ←2 尺

布 施 田 ，1·0 紀洲方面電光様

和 ，，， 見 l ,Q 

越 賀 l·5 2 尺
I ": 御 座 - l·6 Q.5 米． .. 

浜 島 · l·0 

南 張 2 ィ。

宿 田 曾 l·0 少々

五 ヶ 所 浦 l·6 1. 和2-b 尺 SW lfl 吋に音 と光 ・
' 

船 起 l· 訳 NNill/C 探 照燈の如き光

／稗 津 佐 ‘ 

下 津 浦 1·6 9 尺

桧 山 路 0, Sl 1 

塩 屋 ？ l·O ． ．

迫 間 浦 1·6 

つた ・

烏伯て・会は地震以来蛸 ， コク シロ等の

豊漁が続いて ゐる (l 2 月 2 Ii 日）． ‘

＇ 先志賑附近一脩 こ様に沈下 した、様ゼ

あ る ・ ，

(Ii) 三頂縣北部

し
L

f
`

山田市 比較的安定せる蹴笥等の ＇,l 

倒れたのが市中到る所にあ る • 他 の市

に比 しや 直 輝 ：大で市内河崎町は八百
， 疇

戸中約八割に大修理を要す ・ 地窟割巧

向は南北の水平動ゼ家屋の傾斜は大体

南に向つてゐる ・

松阪市 被害の＇最大は 日野町二丁
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目て全眼6p 程度 ・

島弱町 地震後 2 , 8 u 分に津浪来段 ・ 来袈直前相当大なる海嗚あ り ・ 浪高は平均面上8• B 

-Ii m-c 秋頃の大疇 汐時よ り も約 l u_cm 低 い ・ 沿岸に床下枝水かあつたが被筈殆 どな L ・

津市 常備消防署そ杷測 L た発光現象 （ 青木氏談によ る ）

t: 、 11) 形朕 虹 の足の様に立昇 り其の上の万は空の為見え ながつ1t. • その巾は三問位~ 百煽光位明

る ＜火事の様て•あつた ・

（口） 発見時刻 20 日2 AB 寺頃 よ り約 A II 分問

r'l 万吼南西堀抜山万后J て、あ る ・ f 紅相可口に於いて も同様の ものを 見た 人数人あ り ・ 混岸の賛船

町に民家の倒坂あ り ・

~

四 日市 Jl1 浩ひの倉犀四棟倒壊 ・

(6) 知多半島渥美漑速州澁万面

津浪の被害な L ・ 師崎 。形原 ．，前芝 ．輻江の瞼潮餞記録を示す・ 涯美闊内・は概 して泥水が物凄い

師 埼 駿 潮 所 記 象 （昭和 S l 年 JI 2 月 2 1 - l! 2 日）

・師 点 験 涸 rfi·,~ 氣 e 
（昭和21 年 12 月2(a-22B) 

21n ，
刈 ＼

ヽ

Im 

‘‘ 
2"L1'* ,- l I ・ I I' I I I ,l I I I . I I I o~ 

• 5 ; LU ＂． ＂
18 10 ,, "' ~ '/ , ll• 

ヽ

1 厖 I 
. 200 

,
i

,
1

',,,I ●● ●形 1,µ 〗 < 、[、___:' " ' ' ・
I 00 • 

~..'"'I . ,/ l/r/, ~T\·--:---- ....... ヽ•

8 
60 

…I /I/ I 含 1 "\~j j j \~I 1 ;//c 
j 

21 日

徊）・2 . 4 . G 8 10 12 14 16 18 、zo 22 24 Z 4 6 s 
(. 
塁 只 砂浜やJ 吐口＇に流れ込んだ程枇て•41 • 這 之を続返 した ・ 師綺でに本蔑前南 と 東の万に火柱 を
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疇 望見言 心 と云ふ ・ 鯰 地套は見られな1J 心

.,)~,J 1~ ·~'"', 
匹l 心

” \o 17'>1•~1 .. 1, 

B 被 害 表

.. £ 

檸

ロ ロ 言
以 田匹 ,,,..
ヘ 鰻

" ぶ"'"' .... ,., 
＾ 直.. ., 
｀ 富＊ 賽.... 
二 “鎗 ""
鑓 a 

" 置 會 ,.

鼠 鼻

“ 
，

愛 知 縣 被 害 表 ‘ 

（ 番察部公安課調 ）

蝠 名 住 ぢ 非 fF..;,: 工 場

41: Ill 父 填 ＊填心 填牢 填 令 壇 I'!' .. 

名 古 出 1 ·9 6 ， l 
一 宮 市 6 . }} ,. .. 12 5 6• 

M" 絃 紬Bl 村町 l 
J l ヽ． ” 22 •7 lj 

1 11 14 1 8 
磁 IU 村

紹 沢 ？ 2 l l 
がIll 閉 J ？ 6 

其 他 こ 2 . 7 2 

,i· 10 11 ?B 12} ., ?C 13 6 

鼓 阜 縣 被 害 表
（ 縣警察部公安課調 ）

tt) 省線 6 ケ所 （ 尾鷲 湘 判 ．尾麿 木本間当

分復旧見込な し山即訳ホ ーム崩潰 ．富町 四

日市正午開通井 l:B - f 可田和当分不通 ）

(Pl 鵡 2 ヶ 所 （ 近鉄桑名 — 中Jl1 正午開通 ．ニ

見ー山田間汐会橋 j. 
り 道路2 8 ヶ 所 （ 大杉谷 —長島間両会橋陥没

＇碗 部 ～五 ケ folr 間椋梁流失 ・尾呂志 ー阿田和間

土砂崩潰・ 御船村 2 Ii ケ所 ）

印 贅泣 2 8 署中本本鵜殿を除 き涯絡可能 ・ 也
J 

、全地域の被害甚大 1- 
回 逓霞 東京直通 ，紀州方面何れ も不通

り 鉄爾 紀州を除き述絡可能

全地域に亘つて消燈 したが宇治山出の一部を余

し 2 1 日復 1 日す ・

繹 の被害 崩椴” ケ所尾鷲 1 ・ケ所 .l u_ m• 須賀Jl1 8 ヶJiJr 
95m· 

田地 陥汝 8 町歩楠村 (ii• 5 寸程度 ） ，

伯訊 失 麦畑5 町ffe ( 山田署管内1 > 11 町歩 （ 引本町 ）lU 
• 町歩 （ 南輪内村耕作地の 5 分 の1) 

，醤油況失 l Ii 石 (1 0 石四 日市 、 5 石梅戸井村 ） 、．

漁船 ．具流失 損害 l O U 万円程度 ｛ プ リ網流失 一長島 ）

其他 原木ZOO 石 ．．製材品 5 0 0 石 ．皮 8 0 0 束
（ 木本）．

交機

通信腐係

龍燈障害

惰 .,, ~ r モ 家 ~I• IE iii 工 場

死 出 I 仝口- 全 a 比 隕込 壇 ＊壌

~ ~i l 2 6 ヽヽ S6 51 151 >9' 
J ヤ r, l lj q. ~Q 1 11 
成 さ

ヽ 5 
＇ば m 2 l 6 8 141 102 JO} ” 必"． "．·

l l 
·i. hl I 11 10- • n 心 ., し2 
'I, ti, 2 2 11 7 92 ,0 1)1 ” 争 井 l } 2 l 

“ 阜
• 10 4 “ 

Jr 8~ ” 2? y,~ 2'6 ?20 2}2 

＇産 岡

）．

2し

l ・ 下田町
縣

I 

＊
• 船 船 及 び 漁 船 ：, : 

紐 家 9 七家 非住求 沈没 ＊破 中破 ，·J ヽ破 ill 失
. 16 RR 24 6• ,f,, I:\ 

(3) (RJ (71 161 (5) 

憧失 木材·• 0 U 石 ．油楕 ドラム 10 本 ．薪 省00 束
橋 梁等 ： 下田橋破椒 ．中島橋流失 ．淮堤防両岸 曇0 

平万 1!l ヽ

i!• 浜綺村

床 上 浸 水 1> 床 下 揆 水 7 

し
）

名 古 屋 鉄 道 局 管 内 被 輿 調 査 表

(A) 
S 15 曇 Jrm800m-•150m. 下 り線 レ ール約 800mm 

”ふ
5.

~,~~_

保線寧故係調査

東海道線

(l) 大高ー笠寺間 東点起 点

沈下 ，
大垣駅糊 内給水設備破損 I <S 

幸 田 一岡崎閻 8801cm881im-lllllkm680 ェ ．線路 a·om m 沈下• 



,
li,
．＇
，

J
\,

1

,
9'

- - 、- -- ..... -
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I , 

238km600-760m. 上下線路 80-CiOmm 沈下 、

286km80Um-287kmfiUUm; 上下線約 8 u U m·m 沈下

213tlkmtl0Um-28 、6km8Uum. 上下線路 Su-~umm 沈下

上直 2110km700m-2 省 lkm060m .. 、
下り線 2391<:.rn 500m- 2!11lkm050m 線路 砂 ·r;um ェ沈下

下 り線 2112km200m-2112km8~um, 

り_,.::市 — 富;m 梱 36••··••-6U"'. 線路冠 ！辛 工場！、煉瓦輝 路丙に倒埃 i 

2 1 日 l 2. 時捌通 ・

（均 四 日市 駅構 内 1,2 番 線 l U U .rn 間 レ ーJ レ舟曲 , 3 ,if 番 線 lUUmm 沈下

(C) 中央線 ．
大曾根 →勝 ）11 「:lj 397km950-800m. 左側 い ル約lUmm 総裂

（叫、 掛 JI, — 袋 井朋

(fi) 
(6) 
(7) 袋 井 ー島 田間

‘、
4
,＇
：＇

関 東 地 万 ‘

浦 賀

蜘 恨1J 侯所臨時出張所碗谷博氏の戯測によれは 5 時 4 吟 士1 吟 に津浪の第一波到窟 7 時 29 分

釦f こ大き く な り10 時 44 知 急I[ こ哀へた 後 l 紅時 5 分 士l u 分に第二の津浪製来Ll 夕時 au 分 :!;10 

分に衰弱L 以後殆 ど認められたかつた ・ 津浪の9 振幅は 8 時 8 5 分頃最大 l Ii 6• 5<!Jn. あ り赳期は l 

6 分てかあった ・ • ヽ

中 國 地 万 地 捏 災 害 報 告

廊品管区氣象台．悩IUJ 測候所 ．松江測候所 ．下関測候所 ．鳥取測候所 ＼

岡山縣の最も被害のひどい所は ．兒島激の北岸て•あつた . lit: 処は ．寛氷以来埋立を始めて 註現在

まだ干拓工事中て•ある ・ 図 と被害表とを対照する と明かな通 り被害地は概ね埋立地て^あつた ・

兒 島 漑 ・埋 し 雌 年 代 図
，，

．

臨 u..,."'W• で~ 五 • 国 ー ·。年t での心 ぇ fiIIll 泣,,,i,....,. む1 で.,,.乎
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地域 釘 中｛ 名 叱 X 囁 X 全 環 キ h 
吉 1 光政村 s 6<; 1•& 188 • 

幸 JJ, ti 6 1 69 199 

井 o 九m 心けs , 、' • lSS が ？
19 2• 129 

Ill~.N _ 
l 28 ？ぅ

西-;c::; け 5 6 ll 24 
戊 金田村 一 I I 7 ？

屯北け 1 5 
胡 8 .. 

．
} 域

今域は
-' l 

.. J も け 4 l 

瀾 :ii m 
7 15 

四 8 5 & 如 邸

聞 祗咤白 2 10' 200 1 つ〇

紬 mt• 2 5 ” ” 沖 [ll け ． ？ 22} }21 

lli 鳩出け ... } }l }72 
三は 引 7 2 心 26 -..-tt 5 2 
白石け “ 40 

＊ ＊町村 “ l 
今峨け 1 l ~ ？
ヰ 尼 付 2 

} ｀
，

域 令 仮 市 l l ？
古 1(1 ar 

: I 5 

、~ni t-t 10 2 

浸 ,.1 町 贔 - - I I - 2 
16 ヽ l ぅ

在
笠.,` liJ, 町

5 12 

岡 •f ー ，、 3 夕 ·114 
娑 合 nf, 町 - - I ?. ,2 

今井 け う 2 } .,, ('> JI\ 打 > 10 
停 江 付 ＇ ,― 2 
井ば町 2 

以 北 Ill 村 り

,1 ・Ell ar う

匹 41 Ill 打 } 

岱 Ji.', 町 1 
~-lil 町

＇ti m< け :.. 7 

窮内村 . - l 
兒 年浦町 l ' 通 鮎t 村 1 2 \0 50 

茶在 町 l 'l ~ 巧

品 屯 村 ． 6 

年"'•r ． ？

応 OJ け • ij 

.. 内村 一、 ． 5 
牛

八浜村 ー,, う

甲泊村村 l 5 6 17 
小 ,µ ． ？
胸 J: 村 ？ ，

品I 偉立村 ー、 . > 10 

Ill 田村 ー、
．

共 片'" 可 ！1 ―
l 

伊汎村 - 2 - 1 10 

中庄け 一 2 
伽 ,1 生．村 ― 2 

ば 計 ． 笠 149 )20 う ,71 ぅ

岡 Ul 縣

被握

之等被 害 地域 に 兒島 漑北岸 ．高梁 川下 流 域 及 び笠 剃町 附

近 で あ る ・

次に脳 島管区 氣 象 台に 於 い て 絢査 した 縣 南 西部 の朕 況 を

報告 する ・

(l) 疇 笠 描J 町 及 ひ今井 村か ら 倉敷 固一 箭 にか け て 脈

動 中海 の万 面 よ り 大 風の吹 く 様 な 昔或 ひ は 列車 の 通辿 す る

L 
様 な 呑 と 刀ふ媒 弾 の様 乃音 を 聞 いた 。

（祠 発光 現 地捉 前 が時 頃笠 l 泊j 醗 の木 之子 島 の向ふ (1) 

海 上か 夕廃 の様 に明 る ＜な つ て ゐ た ・ 又大 島村 ていも 大 き く

揺 れ始 めた 時 西 万か パ ツ と光 つて 5 分 間位 ポ ーツ と 明 る 〈

な つて ゐ た と の こ と て。こ の様 な例 は他 に も 多 く あ つ た ・ 9 ．
(3) 津 浪 活 岸一体 に 於い て は津 浪 を 目翌 L た も のは な

いか 笠 悩）の漁師 の話 に よ る と 「当時 沖 に出漁 L て ゐ て ． 睦

の万向 て・火杵 が 立 つ た . L は ら く．し て 水面が 一 様 (IC.j 合も エ

レベ‘ータ ーに乗 っ た 様 に持 上 け ら れ 8 尺 も 上つ だ 様 に思 に

れ たが 将 絹が 切 れ た た め海 中に靱落 L た」 ．と の ご と て あ る

位） 土 地 の沈 降 ．隆 起 高梁）lj 下 流左岸外 1Jflj 片 島部 落 て‘‘

ほ 用 水流路 と 田が 12omx1oum の範 曲 6 0 — 7 Ucm .. .,, 
沈 下 して ゐ る ・ 用 水 流路 底 は 中央が 隆起 し て 流 れな く な つ

た ・

ilJ· 口縣 ．，

被 害 ・ ．

家屋半壊 8 戸 あ つ た 程 良 -r:; 殆 ど被 害 は な か つ た ・

鳥 取 縣

被 害

'I 

市町村名' 死 者 頑傷者 全壊家屋 牛壊家屋
培 町 2 3 19 1 l 
島 取 市 l l 
米 子 市 l l 

，

計 s s 21 1 ，，，3 . 
/ 

疇

\' 
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その1 嗅 名下全般に於いて電話不通箇所か若ヨあ つた程度{ あ る ●なは ・ 西蔀の税 11fJ 万OO に比較的

被害の大きかつた のは地盤 の関係 と思はれる ・

弓浜半島水田の被害 此処は明治時代に肌立て を L て作つた 水旧てー・地森のた め全般的に陥汝．し

(8 U cm - <I u cm)• 部分的には隆起 した り或 r.J:P)I 々 水を噴出す るな どの被害 を う けた ・
I 

島 根 縣

被箸．

."』

町 村 名 、死 者 負楊者 全壊家屋 牛壊家屋

大 而 町 3 5 1 省 27 

荒 木 村 5 . 8 6 ,6 

症 井 村 R -- 
園 村 25 38 

廷 堪 村 、 一 18 I !Iii 

計 、 R 8 ,70 1011 
被害- !ll 軽條 8 名 （顧i.11 市 ）

p. 

之等の被吾を う けた地域は宍逍糊西万政）l!Zf> 

野の北部 を占め ．北部に海抜 g ll llm 内外のUI 

岳をひかへ大iiit 肉に流入する 稗戸Jl1 宍逍油J に注

ぐ斐伊川にはさ まれ この二つの}Ii に依つて迎は．

れた砂の堆稜地てあ る ・

服 島 縣

ヽ

一（勾匹 釦 l 戸 ．全坂 lg 戸 ・ 半坂 0 年 ．呵 II 破損 6 2 7 戸

、(3) 非住家 全壊 8 u 戸 ．半坂 8 8 戸 ．一部破損 8 g l 戸 ・

全壊家屋のあつた所は ．揺UI 市 ．松氷町 ．尾逍市 ．忠拘町 ．脚町 ．服島市 .'-c 何れ も海岸であつ

た．

塩田の被害に割合多 く ．外堤防 2U ケ pJr~2 s 闇 ． 内堤防 l 2 ヶ 月r 7 s 5 t 見 沼井2 u 8 5 台 ＇．

地 8 2 l ヶ秒r 。 2 ii Ii ll 5 坪 ．飯水溜 8 6 ヶ所 ．上屋 2 7.8 .o 坪 ．浜油 .l l 1:1 V U fill, 排水路 1 

6U 間 鼻其他色々て・復旧牧は約 16,u.uu.uou 円

k

ベ

尋

九 州 地 万 地 凝 踏 査 報 告

本 良 凡ら ． 岩 井 保 彦

昭和 2 l 年 l l! 月 2 l 日い時 lg 分 こ ろの南海逍地茂に段]L て ．九州地城の朕況訥査 を命ぜ られ，

小官 ら 四昭和 2 l 年 l 2 月 2 ii 日一昭和 l! 2 年 1 月＊日の間に しらぺえた こ と を次に御報告 L1'c. い．

1 地 震 （ 第 1 図 参 照 ） • • I 

(l) 震度

このたびの南海道地震に士いて ．九州てり糾員の地域は ．湊央か ら 西万約 SU U Jr. Ill にあ る 大分市

をほぼ中心 とする大分縣内て鼻ぁ つて ．中震区域土 よび弱 ．軽湊の区域も 同図vc: 示ず通 りて•あ る ・

この強蕊 或のほほ中心部大分市に中け る地震時の大分視り候所長平尾明夫氏の鰤illY 概要 を次V このペ
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る ・

は じめ南東万か ら唸1~ な地震動を感 じ ．約 8 

U 秒たつて蓑動がつよ くな り ．家屋の土墜の脱

落の音がはけ L くな り ．約 2 5 秒-r· 電話線およ ＇

び電燈線か切断されて筍話 か不通にな り 、前燈

か きえ 。宿直員8 名は室外にてて霰禎り蕗場にひI 

なん した • こ のと もが地漠動は最大ら し く 。小

使室の屋根瓦約 2 坪が東に脱落 した ・ 南東の地

平 近 くに白青の発光現象ら しいものを翫復IJ し
、 I . 

た • これは地震に と もなふ発光現象 とおもはれ

る • こ の最大動の瞬前に 「パ ッパ ッ」 と発光し
I 

たが ．．これは市街地のス;/, ーク とおもはれる ・

＇、 室内てぐはイ ンク 入 り のサイ ダーびんか倒れ ．

第 l 凶 南悔逍地誤九州踏査凶

欣
ぷ

み＞．
l
i

＼

＼

＼．ヽ

.M'- 資
・消·•"' ""介/•K,.1,t 

→ 9 此 t1 
＾ ＇山 益

- ~ · 出求杖It, 

o/l 
ニ 岱勺 入
；：註如

呵 ゼは寺院の石燈およひ墓 石がかな り倒れたが ．その倒れた万向は一定L てゐない ・

こ．のほ'I}> 。地震時に ．大分縣由布院ては墓石が時計狙 りの万向にねち倒れ ．大分l 縣別府市ては粘

這 の上に丸石を稽露ねた石垣の丸石が北万応ずれ .1<:. 分縣臼杵町て・は慕石が東万に倒れた ものか

あ り 大分縣宇佐郡消塚 村て・は長さが約 8 m • 輻か約 2 m , 高さか約2·u cm の容器に約 7 分いれ
・

て あつ1t 水の約 ナ が 東万と西万とにこ匝れた ・

(l:l) 地嗚 ヽ
ヽ

,
1.

おもに北 九州寸開かれた • この う ち ．諒岡市土よび熊本市以成の地域て'rr.i: • おもに瓜声昔 と砲声

昔 とが きかれ ．顧岡市土ょ ひ熊 本市以西長給縣厳L 凡 同縣牛戸エょ ひ鹿兒島縣長晶以東の地域ゼ 屯

おもに風声昔が きかれた ・ 地嗚を きいた地名は次の通 りてあ る ・ ・

大分縣 ： 中津 ・ 宇佐 • 長洲 ・立石 ・ 津房 ・ 大分市 ・ 臼杵 ・屑f 悩l 縣 ： 屑岳岡市 ・ 倣塚市 ・長鮒縣 ： 厳

原• 平戸 ・熊本縣 ：熊本市 ・ 鹿児島縣 ：長島 ・

(3) 発光現象

大分縣 • 扉翻岡縣 • 熊本縣 • 宮船縣および鹿兒烏縣などて観測された ・

(4) 地下水

地下水の異常は ．おもに大分縣の強震域内vt:t,, こつた ・

大分市ゼは ．井戸水の水位叫i 下陥 して井巨水がにと•'っァーと ころがある ・ 地震後[!Li;- こつた ちL ぃ ．

津房村ては'。 l Z 月 2 l 日の地震後か C-, l 印月 2 g, 日朝丘 附詞・一符｝の裾水が浮L 白色[昔こにと り . 2 

4 虹:--c· 完全にすかなかつた • 長州町 ・ 八幡 ・ 北馬城村ては ．地震後 ．井戸水の水位が上昇 した と

/
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第 1 表 発光現象駆測表

観 測地 方 向 色 性` 状

大分 大分市 SE 白背

西庄内 E 
： 由布院 ESE 乳 白

洋 房 N 澄
束都 甲 SE 赤繭 ‘ 栢去状

I 
高 田 NV/ 赤I 
臼 杵 s,w 背

I ， 岸久見 SE 活妻状

佐 伯 s . ,- ~ 霰光1 犬

I 犬 飼 WSW 稲妻状

大 野 NE 白 弱 光

！ 竹 田 ,s 宵白 2- 3 厄l く も
にひか り か d ， • ヵ4'( 

宮 砥 s 
桜 谷 川 稲妻状弱光E 
小野市 E - 赤貨

直 見 SE 術 光朕 ＇

揺岡縣揺岡市 白 '1 屎 翫 ·_

行 柚 白

能本縣l!Pf~III みと む

宮崎縣延 岡 NE 栢返~ -

． 細 島 ~E 稲迅：伏

士士呂 ＇ 一 柄要朕

鹿兒脚係鹿兒島市 E 赤 ，

， 志布志、1 沖 火柱朕

こ ろがあ り ．•長洲町 ・ 栢 1 旬村ては地窟後 ．井戸水

の水位か下降 した と こ ろがある • 長洲町 ・ 和罪1 村

およ び北馬城村 ては地衷後 ．井戸水がにどつた と

こ ろ もあ る ・ 臼杵町ゼは 。地衷後 ．井戸水の水位

が覆 した と ころ も あ り ．上昇 した と こ ろ もあ る．

津久見町ゼは • l ヶ 所井戸水が白色にに こ＇つた ‘

こ のだびの地哀ゼ ．九州て·'は大分縣の強哀域 と

削蘇Uii? よび濫泉岳な ど!IC は ．井戸水の水位な よ

u. 濫泉(3{ 珈参照 ） な どに変化が あつた こ とがわか

っ たのて．． これら の九州中部をほぼE-W に通る

地術の往ほ Ei? よびVI の代表点 と して大分市土ヽよ

＇切熊本市 を それぞれえ らび ． これら の 2 地点を地

下水細測定点 と して ． こ の度地下水観測を じ て今

後の参考に杏す る こ と CIC t た ・ 結梨は次の通 b て‘`

あ る （ 第 2 表参照 ) . これ ら の井 戸は平常は使用

せず ．屋板被ひかあ り ．かつて は珈測用に使っ て

ゐた ものてあ る ・ ＼

こ のほかに ．鹿兒島縣鹿兒島本線大Jl1 駅附近の

井 戸水の水品が こ の援の地湊後非常にす く な く な

っ た ・

第 2 表 地 下 水 歓 役1J 表 ・

,li I~1” 

ー
ヽ
.'

/ 

(5) 地表の異常

大分縣の強霞域内に現はれた ・

(a.) 地割れ

｀ 由布院ては ．大分測候所長平尾氏の調査によれば ．山崎街道の山崎 ・ 石松 tlll に長さ約 8'UUm, 

全縣約 g u cm• のEW 万向の地割れか て^ きた と のこ とて•ある ・ 大分JIJ I てかかつてい る長 さ 2 U um✓

幅 5m 銭 筋 鋪装土 つきのE-W 万向の••協の両端に接 した地表面上に長 さ約 5 111 • ~ 届;s-li cm • 

y..;, 、S 万向の地割れが数條 . ii' よび各椋脚こ＇と にそれ ら の棉上r 錦 装土に も長さ約 4m. 幅約 8cm 

．N-S 加 ］の割れ目がて選 て居た といふ ・ 臼杵町l1)it 瑣その:tit!_ 立地には割れ 目が て＊きて ．その割れ

記 ぶ

l· 勾> U·S 焦色途叫

ー , _ - . I 。·2' ほ淡白,i) 
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目`か ら砂t じ り の塩水か噴出 した と のこ と てあ る ・

、- I b l Ul 崩れ

佐伯市に長 さ l 6 u 111. の も のが 1 ヶ 月心 こつた と いふ ・

(C) 道路 の破損

佐伯市に 7 ケ秒ぃ 竹田町に 1 ゲ所 ．飯田に 1 ヶ 月［て＊きた ・

IEl 被昏

地漠動 のた めに う けた被害は ．主に大分縣の強震域および宮崎縣な ど ｛ 震食の項 ．第 W 表およひ

第 ” 表 ） にあ る · ヽ
第 W 表 大 分 縣 被 脊 一I 既 表

（ 昭和Jl 年u 月 8 公日16 時大分縣公安課 ）

~ 

家 屋 死 低 者

全 壊 牛 壊 死 亡 預 傷 ，ll 崩 道路破損

大 分 16 ~2} l 2 - 一
越 崎 20 竺 ； ・ 7 - 
~ 東 8 ．5 ，

·— l 
一‘ 一

件 築 ？ 8 
一

J - - 一8 出 l 、 一 - 
臼 杵 1 ·— 一 - 一
佐 伯 ぅ l ―’ l 7 
竹 ．田 - 一

l 
'illl 府 1 

— - - - ヽ ＊

A ロ 計 57 109 2 10 ~ 8 

I 

(a.) 繹 の倒壊は天津 。宇佐

北 馬域 。立石 ．威東 ．杵築 ， 日

出 。別府 ，大分市 ・ 鵠綺 ，臼杵お

よび佐伯な どの厖岸地およ び圏

東半島竣部に著 しい • この中 ．

郷 奇土よび大分市の被害が最 も

著 し く ．鶴崎てーはE 万に傾いだ

家が多 く ．倒壊家屋は E 方に倒

れ 。同町の大恩寺の墓石 Z O Z} 

中約 0JU は o へ U は W へ倒れ叫

I b l 死楊者は土 もに鶴崎町お

第 “ 表 宮 綺 縣 被 菩 ー 登 表 { 宮 崎 縣 公 安 課 ）．

こ
家 屋 · 浸 ＊ 家 屋 漁 船 橋 梁 道 路

全 壌 牛 壊 床 上 床 下 小 破 ・ 流 失 ． 流 失 決 滑 火 災 窃生

宮 崎 警 察 署 ， 30 
I - - - - - 一

延 岡 警 察 署 一
2 9 ぅ ％ 一

· l l ‘ 
畜 島 警 察 署 17 l. 

．- 一 一
~ ．

一
高 鍋 僻 察 署 - 一 - J~ ・~ ．

一 一
高千穂淡察路 - - 一 一 一 一

』 合座挫 街 察 署計 - EE 2 ヽ

＇
93 179 2 ” 2 l l 

々

.
r

t,1
じ
h

ょ ひ大分市 にあ る ・

I c l 道路 の破損お よび Ul 崩 II，i 澁 照 ）

I d l 前燈 ・ 電信
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大分縣土よひ‘宮綺縣な どては ．誼燈線 ．電信線な よ び電話線•な どが切断 さ れて ．一時罐燈ほ きえノ

電信 ，瑶話は不通になつた ・

8 津 浪 （ 第 1 ・図 参 照 ）

`

f.
I
I
、

(1)

(a)

,, 

襲来朕況

臼杵町な ．臼杵川口て"l 2 月 2 J? 日の玉震後 ．同日7 時 頃 • lll海水がに ど り ．川岸およ び

鉄橋脚な どに Su — ii U cm の増水のあ とが あつた ・

し
lb) 佐伯市ゼは 。佐伯駅前の入 り梅て旧海軍梱附近は ．未明か ら消j さ約 いm 。約 1 u 分 の遡期-c'

不規則四添水が頗逆流 し ， 日本木材会祉所有の筏木材 Ci u u 石が約 lUUUm の比離を上流へ流さ

(d)
ヽ

(e)

ヽ

t I • 

れた り ・ 下流へ流さ れた り した この海水の顛逆は） 6 時頃迄節いた . ~
(o) 土土呂-riは ．発裂後約 1 時間たつて海水か土 しよせて きた • 第 い同目の高潮か ら l u-2 U

をつて第 項 目の高潮が 忍 に同迦期ゼ枷 8 同．目の高潮が土 しよせて きた • この第 8 同 目の高潮

心 もあ って 。海水が海叡 咋 陸地へ約 80Um お しよせて多数の投水家屋か生 じた ・ 第 項 目

r ぷ 洞か土 しよせて 以後洋浪はだんだん と弱まつた ・ 引き潮のた めに漁舟か 2 8 U 隻なか さ れた免

釦 澤 て・麟 疇 さ れた • こ のう ちの 1 引 き廟時に 。沖か ら土土呂に描 る漁舟か動力をかけて も舟

が進まず 。暫 くたつて舟か非常に速 く なつて 』 計り途の万向に進み出 L た と いふ こ と も あつた ・-
門）11-i に ．津浪は 6 時頃か ら 8 時頃の間に 、 創醐粕廟か~L よせて きた • その最高醗位は約

i II U cm と推定されてゐる ； I
ヽ

疇 五 · 内疇 務所長湯浅氏の膝によれは ．発謀後 ．約 3 u ー ク U 分 ど ろ ， 「ザ ー」 とい

ふ波の引 く香を・きいたのが戸外 ['L て・てみる と ．川の水が谷川の燭流の様に急速にひ く のをみた: 平

和 よ り約 2, !Im ひいた • こ の為四 麟 は 「 ロ ープ」 がきれて神に流さ れたが ・ 全部引上 られて

被害丘なが つた • この水が ひいた直後に ．高潮かか しよせヽ ．渇 潮面よ りや ヽ高目まゼ増水 ．ふたた

ひひ く と I(，；.ふ様に ． この朕態を繰返へ して • l u 時すぎま ゼつづいた ・ 潮が ひ＇く と．き • JI/ 口附近-i::·
. , I

に ．水流が渦をま き ． 「 ク・・ルグル」 廻つてゐる のがみ られ~ - 材木集積埠は）h 口か ら約 2U 丁 の上

流にあつて バ酎蜘 て、`も揆水 しない と こ ろにあ るか ． これか流さ れた のてあ るか ら ．高潮の潮位は

ヽ
祠 り面与りかな り高が つた こ とがわか る いこ の日• 発哀前に出漁 L た滋舟は約 l u kln の沖合''0何

ら異朕を感ぜず ．憔狼 は最近にない大漁てあ つた ・ 被害は漁舟 2 一 8 隻が顧袈 した の と ．橋梁が流
I 

木 のために一部破損 しただけて゚ ．港漑施設に被害が なかつた ・

志布志ては ，漁業組合ゼ うかがう た と ころが • l 2 月 2 l 日7 時 SU 分一 8 時 こ ろ ．志布志

漑にそそ ぐ）ii ロ附近上にかけ られ1t. 志布志町の椋下て→はどん どん潮がの匠つてゆ き ．ー且ひいて約

(f) 

zu 分たつて後 ． また上つて きた と のこ と -.·;ある ・

(2) 椋醗 の記象
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(a) 細島て・巳 内務省細島検和 ）i 噂 蔀供の記象 （ 第 2 凶参照 ） (~ よれは ．畔 碑 西後 ．約 ＊

6 分た つた こ ろ (Ii 時~5 分頃 ） ぶ 虹 ~ しよせた • こ の記象t ら ． しらぺえた 郡隙を第 5 表に しろ ・

ず• 以上 碩 の波免 極因 極低かいち じ る し く ．その速期は -ii 2-il 5 分ゼぁ つた • これ ら の う

第 2 図 細 品 泄 検 潮 骰 の 津 浪 記 象

a

g

匹

ISO 

DO 

12" 13" I が ｀

第 1 極 高

第 1 極低

第 2 極高
第 2 極低

第 8 極 高
第 8 極低

IS'I が 11'I ぶ

第 6 表 細島津浪高南観測表 店 ・ 枷 8 同目の波の極高 ・ 極低か もつ と も大き く，

その全振幅四 句l ユ 6 U·om に逹 した ・『その う ち

振幅は小 さ くなわ たか , l l 時頃迄は全振幅が 8 

分 I , U cm tJ 外 鼻逃期が約 '1'7 分て決体規則正 し く振

~8 " 4 う 動 し • l l 時頃か ら l g, 時頃迄は ．振福が小さ く

b 20 " 45 て週期の長い波動が著 し く現はれてゐる ・
6' うう ‘‘’ 4';, 

や） 油津て4 は ．桧潮所の椀ヽ潮儀は地宦 と と も｛た
I 

7 02 " 'l-2 

時計が と まつて ，．津 浪のは じめの朕況は記象 さ れ
．

i

↓

なかつた . 8 一 lo 時には ．全振幅が l m l U cm — lm5.Ucm. 遡期が約 2 u 分 ．‘その後 負l 7 

時頃迄全振帳が tl u ー 8 U CIO• 速期が約 2 U 分て振動 L てゐる ・

（笥 被害 （ 第 8 表およ ひ第 公表参照 ）

ヽ ‘

佐伯てやは ．筏木材が 5 u u 石流出L. 土土呂 ．哀島お よび油津ては授水家屋が ぉ り ．油津て・紅入

江の上流の田畑に没水L, 宮鉛市 ゼは漁舟が流 出 L 。内海お よ ひ油津て．、は木材か 流出 した ・

九州古 ェ ． こ のたびの地衷津浪の影喝1 を う けた所は ．束岸の宇佐附近か ら志布志附近迄てあ つて，

被行 を う けた所は ．佐伯附近か ら油津附近に到る区域ゼあつた ・

3'X. ill 

(l) 火 山

阿蘇Ill およ び櫻島は ． こ の度の地震の影響 は余 りなか・っ た と のこ と ゼあ る ・ ただ 環 島は最近鹿

兒島市か ら みえ る程援の咬燈が なかつたが ・ 地震のあつた前 日l 2 月 2U 日に極少巌の白悸が鹿兒

島市か らみ られた と の こ と てあ る ・

(2) 濫泉

国 別 暉 泉に ．あ る温泉てへは地誤後 { l 2 月 2 l 日朝 ） は ．前 日に く らべて温度が l°C ぁが り'

rAn
夢
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．~
紐応 l 5 立 ／分増加 した ・

第 6 ・ 表 別府温泉跛測表

昭和 . ~ ~ 口］巴 I::~::~::: ~..細こ 戸 坪澁泉は ．古い

（別府市役所温泉課 ）

(b) 由布 乙丸澁泉は 。地哀後 ．涌出揖が

t
1

」-

(c) 大野郡長拗濫泉て‘は : 地哀後 、 1 ヶ /i)i 

這 泉疇 出蘇がへつた ものがあ り ．他の濫泉は揃出品が約 2 倍にま した と てろもあ る ・ 濫泉近 く、

の井戸水は 、地笈後2-s 日茶色にに ごつて飲科不適になつた ・

(d) 澁泉岳年 ．地獄濫泉が地誤約 1 週間前か ら濫良が上つたが . z !l 日頃平前に復 した ・＼こ の

間に ．白濁 した濫泉ああつた ・ ．

I (a) 人吉濫泉ては ．地震後 ．濫泉の溢肱が上つた傾向のものと下つた傾向のものとかある ・ 前者

中 ．地要後 遭 出証がま して相良温泉は乳白色に ．翠嵐棋は、淡茶色ににと り ．後者i:\l• 地衷後 ．揃

出屈がへつて大人吉温泉はやや白 く ．丸手濫泉は淡茶色にl't\ どつたが ．
丸手温泉が 2 IS 日に もやや

白濁がのこったほ力>l'J:. 他の上記 這 泉~288 にはすんだ ・

(fl 鹿兒島顆薩釦 訊 城村湯の元温泉五 ．藤屋旅館の内湯が ． この度の地百直後に ． 「 ゴー・ゴ

‘‘
ー

ー」 といふ昔をたてて湯を執出 し．そ疇 出屈は地諾前の約 2 倍にな り ．その泉濫は地招前には 8 

s•o てあ ったものが ．地担後はヽ ~oo' にな つた ・

(3) 火山地謀 4 

この度の地浪後 ．金峰jlJ, と九前ill に局発的地釦 ~i,• こつた • 第 7 表ぉ よび第 8 図か ら次のこ とが
‘ 

うか ゞはれる ・ 1'z 月 ZlB に熊本市で潤饂 地震を有感程波に感 じた と きには ．九州てーは ．九頂
If I . 

第 7/ 表 南賑直地捏 ．金峰山地衷古よび九謙山地芦珈測表 J' 

21 22 2 ぅ .24·25 26 27 28 29 ぅo, 

、2(0.) 0(3 う） osa) 0(6) 0(4) o(o) o:o) o(O) 
金:11 1(13) ?(2) 3(2) 0(5) 2(3) 1(4) 1(1) 0(1) l 

九諏 Ill 2 ぅ 5 21 し

狂 本 衣 中 で 南 llf.jlf.rt!\ 笈 JJ よ び 金 峰 山 系 池 汝 1 よ 煎 本 慎1 I~Mi Ill if/ で あ

つ て ， 九t 山 系 咆 f,.:_1 、阪 1ll 戯 決！所 戯 渕 で あ る ・ 括 弧 内 Ii 巣 醸 池 叉 ·

ill が有感地表活動を ．金蜂山が無感地霧活動を設も活撥に起L• 翌 2 2 日に熊本市1-' 南海道地震

（、•以後熊訂 渾 測とすろ ） を無感地震 と して最も多く駆恨IJL た と きには ．九州ゼは九邸山の有感地

癖 珈は衰へ ．代つて金峰山が有感活到）を最も活澄に起 l, :ZS B に、南濫 直地震 （ 無感以後同様 ） 同

配 サ くな くで紅と と もに ．九州も は金峰u, は有感地衷活動も衰＾ 九貢山は有感地複活動を も り

かえ ~ . 2 ヽ 日に南饂 地震同数が更にへる と と もに ．金蜂u, は有感地震がさ らに哀ヘ ・・代 つて金
ヽ
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第 8 図

南海道地箆 ．金峰山系地哀
および九重山系地窟翫測図

↓” o,- ..... ·~ , nt 紅マ
. . .. 宴

f ぢ認

峠山の無感地摂がま ~ , S 11 日．以後は南海道地震の盛衰疇 区 ．

金必山の焦感地詣がほぼ怜行的に ．金峰山の有感地震がほぼ反対的

必活動 'L• 2'1 日に南海道地窟が感ぜられな く なる と と もに ．金峰

山の地震 もひと まず終つてゐるやうにみえる ・

[f 

鳳- ., u., u" 』. " ,, ワ > ..' 
l 鎚 度は大分縣のほぼ東半部が強震域であ り • その西ー南側の地域一大分縣西半部，．屈邸悩j 縣東

以上のこ とか ら ．このたひの南海道地震に関連 して： 九州て・は金

峰UJ および九謡山が局学的に地襲を起 したやうに思はれふ

會 む す ひ

このたひの南梅逍地裟について ．九州て しらぺえた ．今迄の資料

霙 で已 九州に國・して次の様な こ とが述ぺられるや う て•ある ＾

~

一南憫の一部 、長崎縣島原半島部 ．熊本縣天草島東蹄を含 むほほ・全縣 ．鹿兒島縣北部の一部および

宮賄縣ほぽ全縣- が 中震域 ． この中震域の西一南側に続 く地域が弱一軽哀域であつた ・

9 疇 は九州北半部に著 し く現はれ―くを り ．風声昔 と砲声昔とが主にllfl れてゐる • この中 ．蒻

岡市土よび熊本市以東では ．主にこれら両種の音碧が ．以西ては主に風声昔~iflll れたや う である ・

発光現象は九州ほぽ全域て・みられたや う て•ある ・8

地下水および濫泉の異常は大分縣の強震城 ・ 阿蘇U! • 濫泉岳 ．人吉溢泉と その附近および鹿

兒島縣湯の元温泉 と その附近に現はれてゐる ・

地表＠異常は大分縣の強担域内の由布院 ．大分市および佐伯な どにおf つセゐる ，

地四動によ る家屋の倒坂は大分縣強湊咸内の東海岸地および國東半島毀部に起つてゐる ・

津浪の影響は九州の東海岸ほ伐全部にわた り ． こ のう ち大分縣佐伯附近から宮綺縣油津・附近 ｀

ヽ

5

6

”、

9,9
F
I
I

ー
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i
|
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1
,
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｝

8

｀

9
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に到る海岸に被盤か あ り ．土土呂附近足被害が もつと もひど くて没水家屋を多 く生 じた ・

津浪は宮崎縣の内務省細島検潮所の檄湖維記象によれば ・地襄約 41 5 分後(IC• お し波て衷 は

れ ．以後 8 同漑潮が現はれた • この高潮のう ち 、第 8 同目が最大てあっ て
I 

．その高嗣の全振幅は 1 
m 6 U cm に蓬 した . • '

,
＂ー

別

阿蘇Llli;- よび楼島は ． こ のたびの地設の影特をあま り う けなかつたヤ う である ・

この度の南海道地西に関蓮 して ．金峰山土よび九韮u, に局発的地震か起つたや り て•おる ・

府 溢 泉大

九 州 各 縣 踏 査 報 告

（ 昭和2 l! 年 1 月 l 5 日），

＊

躙i 旦・泉 （ 第 l 図参照 ） は ． このたひの地哀のため(~

’ 厖 凶符 阪 果 象 台 ＊四U 夫 ． 大 分景l 供 所 • 平 瓜 咀 夫
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第 1 凶

別 泉略固

（大谷技官調査聾附図）

(ll 何 ら変化を う けなかつた もの ．

(l!J 温泉ににど り を生 じ ．地獄式温泉の動描または溢出 した もの ．

罰 湧出星 ・ 泉溢が増加 した ものなとに大別される ・

(1) の例 ：鶴見地獄 ．八幡地狐 . Ill. 昔寺温泉 ．姐）11 温泉 , l:B の楊 ．栢門寺

溢浪 ．匹 J 泉 ．楠温泉

(!)の例 ： 血の池地獄 ．鉄饂 見 血の池地狐に 直 誌 ・噴泉諏がにと・

り ．湯が北東側に多磁溢出 した ・鉄輪温泉て・は ．十万地獄は地漠後 ．温泉

が澁出 したためか ．水位が -1 U ー l 5 cm 恢 じ ．筑後屋旅館の温泉は一時

｀茶褐色ににこ'湊I) • 鬼山地数は池中に挨つてゐた鰐が地衷直前池上ににいあ

が り ．`地震後池中にはい り こんだ ・

(&)の例 ：永石温泉 ．浜脇温泉

第 1 表 別府溢泉攣測表 （ 昭和 l! l 年 1 Z 月 l! 6 日観棚）

呆 名 ．観 測 砕 呆溢 ． 胡 出 針 記 事

永 石 澁 呆 10 時~80 分 5£ ゚0 本多 ・ 岩井報告中のgl) 吋市役所温呆課観測の澁泉

浜 脇 溢 呆 8 ~6 . . lJ' 繹 ・ 湧出批・ 船且ややさ し · . l El 後に復元

｀恒 既 松 111 派 館 " ao 24 地英前停 I 卜．中べ中江後涌出・ 2 8 目か ら・J,tj;j; 氾減

松竹 聡 ， 省 6 • 如 ．（後・ 以妬函 珈 . s·e 目か ら llI 元
向脇町8(1) 出湯 -K• fi 貨前の約 諌枷 笑直 I&• Jil 温叫 区 ゃ珀加

,h a<> 出 漏 11 2 6 日 直 '111 

吋
渭
J
劇
劇

北 由 布 の 地 密I"' 
北由布 ： 山崎街道の分鼓点か ら “ 西万へ約 l km の間 ．山崎街逍に沿う て数條の雁行協裂が生 じ． 、

、た （ 第 2 圏参照 ）- . これ ら の組故中．両端のものは1 月 8 日には逍路上に痕跡がみと め られたかつ

第 z. 図

北由布地割地域図
たのゼ ．その間の繹 の床下 ．畠な どのなかに残る ものについて調査 し'ft 結裸

'湊'湊(大谷技官談査附図） を玄にのぺ る ・

(1) 含礫 コ ンク リ ートの石段を横切つて走る艇裂 （ 第 8 図参照 ） • この他裂

のため ．厚さ 8• ~Gm のコ ンク リ ートがわれ ．莉さ約 い の 第 8 図

崖の一部か崩れ落ちii:.. 
.. 這

(2) (l) の東万約 l rim 離れて8 の中を田屈殴 戸一万向に走る砒裂~ 正 -
(S) 階段上 り際のコ ンク リ ー トの石 （ 厚さ 省, !I cm) をわる組致 （ 第省図参照 ） • 西側の石が約

3mm 南へずれ ．家の玄関の石甍の北側が約8 cm 西へずれた ・ 階段から玄闘へ走る祖染の万向は

N 2 U0E てある ・｀ 謳 llil'if 厖 氣 象 台 ＊ふ 和 夫 ． 大 分 舟l 候 所 平尾旧 夫

ヽ
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第 0 凶ーロ
戸

第 6 図

第 5 図

甘 “叫 >.
ミ ＼

は北東側へずれた ・
; 

山

｀
阿 蘇

佐膝家 の石様 を走廷 澤 の東側が約 2 JllJli 下 り氣味 ら しい ．

家 内の楊梢江 ．従来 自然函出てあ っ た叫 地湊後 ．沿0) 歯出が ど ま

(ii) 

っ た ・ 配埒附近の墓地て＂．比較的新 しい石碑 （ 第 6 凶参照 ） が倒れ

た ・ 年 8 段て・・ 高さヵ :ゞ1 8 cm あ る ・ 碑石は 2 釦cm 角t. 長 さが

l ml 8 cm のも のて おる ： こ 這 石は s q, u;w の万向に倒れ ．台

阿蘇山外翰山内部は概ね中衷てちあつた • 発 震 約 2 分後 ．拙侯所の南西万菊池郡

' 
立野村万面に ．窒動 ど とにパ ッパ ツ と約 2U 秒 間l'I 一 l 8 同帯桃策色の発光現袋

を み と め ．同現象発現約 1 分後 ． 同万向に ド ーン ド ーン といふ昔哨 を 2 同 きいた ・

本地域-tl-:i: .J 這 後 ．地下氷 ・ 温泉お よ び証表 の媒常が観測さ れた （ 第 虚 参照 ） ．

1 

った ・

地下水 ： 浅い井戸の水は変化が なかったが ．地表下i,11-s um の深さ の井戸は据出屎が多，

第 7 凶 阿世，窃悼評］地固 ，

（ 例縣Lil 測候所報告ilH~) 
涌水池 ： 次の地域に湧水の変化が あつた . ~ •．
(ll 阿i 事 黒）1 市 疇 （ 大字坊、中附近 ．大字竹原 。大生
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蔽 附近 ）

(¼1) 

(8) 

"“

(l) 

阿蘇郡宮地町北部及び中通村の一部

阿蘇郡 白水村大字白•水 ： 大字中松

地変

地割 ：豊 肥線立野駅一赤水間の隧逍約 lUUm およ

．

N 
． ．

んい ~~
,' 
：

‘ ヽ、1'\, 
d. 1' 

I, J 
， ~ <"

〗ー／翠 :'/ ;が·. · "'

，ヽ ___) •1 亨 竺バt ノ-
I >,,-· ヽ ·- •一-✓

·ヽ· - ---. ~

び両出/口の約.' 
6 U in の間の

谷間側に地魯l 
． ヽ

ヵ••生 じてやや

沈下 しだ ・

（勾 崖崩 ：

菊 池郡部田村

第 Q
“ 表 内 の 牧 温 泉 跛 測表

1. 泉 数

．
泉 溢 事涌 ，出 爵 地葵前 地巽後

記

8 ・ 柩少数埒加
•«:. 屯

・地器後 ・ 泉溢がやや上る

1 現湧出．紐の約..＼~が打加 !l!l 411 ・·fi 

l. 砥巽麻j の涌曲 府の約がて減少 36 - 3!) 
1 枯 ‘ 梱

' ．．

米 阿蘇 11J;J!ll 候 Ffl 
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四 恥 おいて ．立野一高森縣逍上の長さ約 2 U U m• 高さ約 sum の崖が逍路上約~Um 以上の部

分に “ ケ所崩坂を生 じた ・

． “ 被害 ： 5(1) の鉄道線路 ． 叩 ）の歴崩交通杜絶 l 週間および地下水湧出甑少 ．停止によ る瑞漑

水の不足映乏 ・ ． ヽ

，

6 地匹前後に阿蘇火山活動に変化がなかつた力ら 本火山の地捏と思はれる ものが 2 岡あつた ・

英 彦 山
ぶ

姦度は弱震程朕． 田）l1 市後藤寺町の三井 l:BJI 頷 業所て令は ．発誌の瞬問に ．白色の薄明様の光を北

東方fpl(IC. z 飼みた • 田）h 郡勾年 1 中津原 み l:BJl1 紐 学校て・は ．地虔後 。井戸水の記 澤 加 した ・

人 士
,.,~ 

ロ
.. - 

震度は中笈程度 ．地誤直前に 「 コマー」 といふ地嗚を きいた ・ -

l 地下水 ：地震後 ．球摩郡多良木町 （ 第 8 函参照 ） の役埠の・井戸水の水位が上 り ．約 8 日1 且1 水
第 8 区l 

がにどつてゐたが ．以後平常に復 した ・ ｀ 濫泉異朕分布図

祠 11~ の支流 . Jl1 辺）11 の）11 水かやや立 つた • これは四浦村 lB 代 ．畔 の）11 
（ 人吉測候所 ） 一

- {l 

岸（： あ二 ： 力： こ ご ： こ こ ~ こ ： 居井報告人玉温泉および 尻 :

，第 9 凶参照） ・ 球摩郡水上村楊山温泉土よび蓋鵡 II 吉尾村吉厖濫泉 （ 第 l u 図

第 9~ 温泉異状分布図 および第 8 表参照 ） は栂出駄 ・ 泉濫などに変化 した ものがあつた ·
（ 人吉測候所 ） ＇

8 被砦 ：高屈線 8 • 誼話線 l 断線

，ゃ 汀 筋 島 山
沿

｀ヽ ．
この度の地誤約 1 分后 ．南東 ・ 南 ・ 南南西に 2 — .3 同青黄色碓i,fi 

の光をみた ・ 霧島濫泉 （ 第 1·u 凶登照 ） 中 バ湯之野温泉は ． こ の誤の

地衰前後にやや変化があつだ ・

, • 第 8 表 禍 山・ 吉尾溢泉訟浪l) 表

註:覧〖直~ 二 ：：’
It 

泉 稲~ 
.I'.. 

鉄 泉

明妻泉

(l) (21 要後噴湯口約6m 移動 ・ 咬氣高 20 米

~ ~ 加 （国 鰐認ぷ戸皮
註 (l)i よ 沼和 2'-1 年 ・1,2 月 2!\ 日・ (2) は 昭和 22~-1 月

4 日訊測

* ''・ 英迂山~l 候 所

*t 人 吉 測揆所*'. 謳 lill 管 ll(jjf; 象 台

ii ．．
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津 浪 の 来 襲 と 住 民 の 退 避 状 ili'. に つ い て

仙 台 管 区 氣 象 台 森 ．田 終．

l. 緒 言

今 同 の 浪災地よ り三陸地方の津浪鑑戒上参考 と な みべ き単項を拾 ひ梨め• 以て荊来に備え る 目的

． で l 2 月 2 8 日よ り 1 月 9 日に亘る 期間紀伊水逍にのぞす］地方を 調査 し た ・ 既に中央氣集 台や各管

区氣象台及び測候 所等か ら も れな く調査班が出て 踏査に当つてを られ ， 既に調査を 終 了して 帰任さ，

れた組 も相当あつか ）で ・ 可及的調査の祗複を避け » な るぺ く それ等の結呆を 利用 させて頂 く こ と9 

と し ・ 自ら 梢々詳 し く 現場を調査 し たのは和歌山縣田辺市の新庄と 湯浅町並びに隣桜廣村の一部 ・

及び徳島駆牟岐町のみ にと ヽ めた ・ 現地調査班 と して資料の提供を1 私^ だのは大阪管区氣象 台地震

係長吉沢技筍 和歌w 測候所長稲村技官 , •高松管区氣象台地葵堡長 田中技蔽 員・ 徳島醐戻所輻井技

術員の諸氏セあ る ・ ・ .... 
筆 者の調査の 目的が三陸地方津浪対策の参考資料を獲得すみ と いふ点にあ＇っ たので ・ 調査事項と ｀

しては次の三つを 主な もの と した ・

(1) 各地に於け る津浪来袈の投様

(2) 住民の退避の模様

(SJ 住民の津浪に対す る予備知識

＆・ 各 地 に 於 け ム 津 浪 来 襲 の 模 様.. , . 

溶地に 於け る 津浪の 品さ 及び到逹時間に就いて は別に調査班諸氏の詳細な調査があ る こ と であ るか

.
f
`｀

膚‘

~

,
i*7,

ら 自分は一 々調査 し なかつた ·

而 して大体の値は紀 州南部等の特別な場所を除 き ； 浪高は最高6m 程度で ・ 到逹時間は器央距離の

大小疋よ 滋 少の相逮はあ るぺ き も のの ・ 大体 に於いて 浪災地では l Ii 分乃至 2 11\ 令程度 17'1 所が多か

つた もの と 認められ み• 紀州沿岸VCL て も 又四図の沿 岸に して も霰央に比較師 丘ぃ 所に検潮條の記録

そ の他器破的繭測の結果か一つ も得 られなふっ たので • これ等の数字 ・ 就中到逹時間に就いて 根披ぁ

る値を得 なかつた こ どは膵に残念である ・

上記の l 6 分乃至 2 0 分 と いふ時間は現地民の感 じにた よつて の統計の結果であ るが • か ヽ る非常

の際に加 る 人 l 勘 時 曲 ” 加 あ ま h 当てU こは ならな い・ 殊に 皆が眠つて ゐべる時 :wJ-c: ぁ つたか ら 尚更

であ る ・ しか し 中に は少 した つてか ら 毀が付いて時計を 見以後は時計に依つて時間の測定を行つた と

いふ も の もあつた ：

和歌 山縣下津港に於 け る和歌 山測候所の検潮儀は地展後 2 7 分で津浪←の第一波を 記録 し て ゐる こ

れ よ り みる に和歌 山縣南部に於ける津浪の凍殺が相当に早 く て も よい こ と は う なづけ るが • 四國の南

東岸に於 け る 津浪の到逹時間が上記の値に略々一 致 してゐる のは少 L 早過 き る様に も思はれる しか

畜
夏
r"\, 

.)J. 』

" 
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し震源域の問遁も当然考へられ ・ いづれ浬浪停播図の作製にょつて明かにされみであら うから • こ

と ではこれ以上せんさ く しない• 紀伊水道の両岸に於いて津浪来襲の状況に特に著しい差異はなか

つた様に認められる ・

rl r
1
1

浪災地全般を通じての今回の津浪の特復を述ぺる と次の如くである

(1) 津浪の流速が遅いこと

日和佐では人の走る程度の速さ であつたと報告さ れて ゐるが （ 孤井氏） ・ 父甲浦では+ 供の歩 く-,~ 
程度だつた七報告されてゐみ（田中氏） • 一般に潮が じわ じわと濱ちて来る様な感じだった といふ

者が多く ，胸迄つか h 乍ら も逃げられた と いふ （ 田中氏） ・ 浪災地に於いて鍬者が 見聞した と と ろ

もこれと一致し ・ 例へば海岸の波打際にある家か二階の骨の上すで水につか りながら も流れずに居

·1t:~.( 新庄洋 総 ，そ家のこわれた材木が恥 へ流れ-ft{C. そのま ヽその附近に残つてゐた り ・ ニ隻

繹 町役場と 東隣

＼ 。 字字 霜
¢ 盆 あ り）

,..,..,.,,......-.-,...~ - 』

牟岐町内港よ ＂知易前の道路に押上げ
た漁船

¢か L よ '-..~

筆
9
1
d

一 ｀
··- ~.,,, 

，；~-ダ ？
• ふ止・ぷ . . ,

牟岐町海岸通 I) の被害 “ 牟岐町東町の被害（ 津浪の通つた道筋）

a 大型漁船と一隻の中覗漁船 とが仲良く頭を並ぺて町役場と隣家の間の空地におL 込んでゐるのに

｀
家が殆んどこわれてゐなかつた り （牟鼓） ナるのはこれを裏誓きする事実と云へょ う ・

、率浪の来襲が意外に早かつたに も拘らず・ 今度の津浪に被害の少なかつた原因は他に もあるが ・

“ 泣 返が小さ く ・鰍浪坑紅ぐそこに来てからで、も逃げられたといふと と が一つの有力な原因と認
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牟 町の裏に祖つた流木
．

✓

牟 町四部小川附近の被害 （ 痒浪は こ
の川に沿m て湖上した）

墨

痒岐町園民学校前の安政街浪の碑

蝉 叩西部海岸の被害

められる・ ．

'V~ 一般に香を岡かなかつた こ と

゜四國沿岸では宍喰で海嗚を開いた といふ報告 （ 田中氏） が あるほか殆ど津浪のa · ~ rir 音を聞いてを

らず・ 又紀州沿岸では新庄で昔が した と いふことをきいたが • 一般には昔 のと、とは強胴されなかつ

た との新庄呻 と V; ふのは即民学校の碑 の言であつ=r. 和 談にょれは津浪の際は必らず 「海

｀
ー・

..,,_ 

鉄砲」 と いふものが聞える ものだと 玉地の人は皆酋つて ゐ·7:.t のこ と である• そしで今度の場合も・ ・

子 供は先 づ先に恙 が 大人は 「競 碑 」 を合図に逃げたといブ てゐた しか I 多 くの他の所では昔

" ｀は岡かなかつた様であみ・

'>~ 水の堤を 見た ものが少いこと ． ) 

渇
2a- 

... ~,. 
津浪が位相波から進行波に奇つて堤疇 で進行 する状如 三陸津浪の際は一極めて普通に見られた

炉 今度は鰍 者がその報告に接したのは和歌山駆由良港（ 吉沢氏）． と徳駆 疇 港 （顧井応 の二つ ，

だけであつた・m 

これ等は何れも尚所から直接津浪の来襲を見守つてゐた人 に々よつて認められた もので確実セあ

る ・ そ疇 の地方では一投にのるい山型をな しておL 寄せ・ 或ひはた ゞじわ じわと水位が高 く たる

様なな しよせ方を した• これは一 旦堤状をな した津浪か（ すれた ものか・或 は まだ実体波に変らた

ヽ

‘ ’ 
＊
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い前であるのかその何れと も解される ・

由良町に於ける津浪の観測は阪紳地方掃海部紀伊祇逍除員によつて行はれたもので • 第八波迄の

浪母と 葬灘 時刻の観測が行はれ浪堤のスケッチが取 i::， れた堤の高さ はam 位であつたと…ふ （ 吉沢

印 ・ 橘叩 こ於ける観測は同町資年学校の小使に依る ものであつて ・ 堤の扁さは嗚ー6 尺あ り ，前

~ • 面は舜向,t 泡立つてゐた といふ （揺井氏）• . (前前の点は由良に於ける もの も同様であ る ・

8, 住 民 の 退 避 の 棋 様 並 び に 津 浪 に 対 す る 予 儲 知 識

1

ー
←

浪災地を通 じて一般に退避は良`く行aれた ものと認められた・

阿波方面では地要があつてか ら懸命に海面を凝視 し泄水の動きに注意したといふ人々が沢山あ り9

少く も地器が,]ヽ 止み応なつてか ら津浪といふこ とに想ひ到らなかつた人は少いら 1 夕い・

＿又偉人浜口悟陵を生んだ紀伊方面では更に一槌の疱土的誇 11 を以て津浪に邸する こ とが語 i) 倍ヘ

られてゐたら しく • そのため袢浪に対すゐ住民の平素の心祗えは他の地方に於ける よ り も一暦ナ分

に出来て ゐた と認め られる • 新庄の國民学校では機会あ る毎に瑯土地坤と しての痒浪邸育を兒童逹

に施してゐたとぶ べ ゐた·

地震後津浪の来綾が早かつたのに拘らず被害の少かつた一つの原因はた しかに今同の浪災地一術

の入`々 の津浪に対する 和 の転 と相当な予備知識のため と誌＄られる

翠 元年の地浜はこの地方の由民 に大宮な経験と広繹II とを 典えたが . 1' れが言他へられて現在に
;<·

至つてゐるこ と は先づその大きな速因をなすものであら う ・ 廣村で浜 口苗陵の簗いた防浪堤の附近
.. -~

の 一民家に立寄 り ・ 拭みにそ．この主婦にこの堤防に醐する知曲を問りてみたと こ ろ ，非常に よ （ 識

つてを 11 ・ 附近一帯の家 が々この堤防のシ函で助か りま した と皆感謝 してゐる と．の答へであつた・

事実この堤防の両叫の無防備地哨｝は今度の津浪に相当の被害を象つたが • この堤防の背後だけは疾

-
t ,
已
, -~ 
.、ヽ

水すらせず？堤防は完全にその役目を果してゐるのを 見た ・

更に昭和 1.0 年の東南海地震に伴ふ蛹ぃ津浪によ み一つの小手慣ら しが行はれた ことは此地方lfC

と つて全 く幸なこ とそぁつた・ そしてそののち幾何もな ~Lて来位した今度の津浪は全く待樅えて

- l:J る とこ ろへ来た様なもので ，被害の少かつた一つの大きな原囚が之等両度の津浪にあ みこ とは現
II 

地の誰もが認めてゐる と こ ろであつた・

た ゞその様な妬＾ 條件の下に於いても枯1 まだ退避上逍憾に思はれる例が相当あつた• それ等は殆

どみな住民の津浪に対すみ知識の不完全によ みものであつた様に認められ．ゐ・ 帥ち住民の津浪に対

する知誠は箪に之等両度の津浪によ る経瞼的所産だけであつて • よ 叫蜘＾ 科学的知識に鋏けてゐた

ため侭起‘次 誤配 ょ: ~ ものであぶ ；とが明かである この点は昭和 8 年の三陸津浪に於ける際と

殆ど．同様であつて鼻’津 浪的育 ）ヽ必要が痛感される ・

次にその様な誤解の例：： • 三を示さ .~.

● ―
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(1.) 淳浪の到逹時間に腺する もの

牟岐の役場で酪取した と ころによる と
・ 「津浪は地梃後少く も ao 介位た つてから来る もの止きか

さ れて ゐた と 言ひ， 又glj なと ころ
では 「地相かあつた ら虹 焚いて背貨 ゲ噂 げて も間に合ふもの」

と きかされてゐたと もいひ・ 現地の人
は々何れも今度の痒浪が 「意外に」 早く 来たこ とに狼狽した ・．

こ とを記 てゐた · 学理上から その様 ょ
アこ とは根披の輛心 とである こ と口を説いてをいたが• この

点に就いては我 に々 も そ9 させた貢任
← ギかあるのではないかと 反省さ れ砂 j が＼ある ・

津浪が必ず地襄後幾何かの時間ををいて来緩する ものであ 炉
その間に必らず．逃げる余裕 ぁ る

ものであ るこ とを 説 （ 蛉 ・ 余裕のある点を強調する余 il, 知 らず誠らずにその時間間隔を披げて

しまふ様なこ と があつたのではないかと思ふ・ 三陸の今迄の例では8 り分以上といふと とは大体成

立つたが ・ 昭和 1. 6 年 8 月 8 日の北海道紳威岬沖の地要 伴ふ津浪では岩内には程後1 ヽ分で津浪

咋 臨 して 居り"' . 叉昭和 1. !I 年の東南梅地震では囀 m 詰 岸には l 0 分位で到達した所があっ迎

従っぞ題 の余裕ある こ と を説明する 場缶C もこの点に応＾ ては特IC'lt 意が1ff 要であ る と思ふ·

(2) 第一波の押引に固する もの

阿波方面では従来津浪は必ず引波で始さ る ものと思つてゐた • それで地震後引潮を珠想して海面

を 注意してゐた炉一向に引かない・ 津 浪は無いのかと思つてゐた と こ ろ突然上げて来たので非常に

狼狽した との感想を到る と ころで桑いた • 四國南東岸の津浪の第一波か果 1 べ 倣密な意味での押波

であつたか どう かに就いては桧潮配象が輛＾ ので確かでた く い又疑ふべき余地もあ,l; が （ 当時潮位

は増しつ ヽ あつた） ・ 沿岸各地のか ヽ る報告から海へて少く と＄肉il 艮に映する程度の引波が無かつ

た こ とは肯定がれてよか ら う ・ 人 は々少く も必ず肉眼如映する程度の引き潮が先行する ものと思つ

豆 たのであつて · これは過去の一・ ニる 饂 か 確 \ll 田し た 遭 疇 解であら り

(3) 地裾の大さに固すみもの

今度の地葵では稀た例であ-..>'ft 炉 廣村の某氏は今度の地霞の体感から 「 これ位の地程では津浪

' .. 
は来知 」 と 宣言した と こ ろが津浪が来て失敗したと のこ とであつた （ 稲村氏） ． 幸ひ防浪堤のた

め津浪が 災厄からは免れたが， その稗言は明かに事実に相逢した ものである ・ 昭和 8 年の三陸地程

では 「地相が強けれは津浪ば来ない」 と言一次 者`かあつたため不測の厄を招いた こ と が報告されて

忍 、
ゐるかm. これは明かに迷信だけれ共・ 地諏 嘆 けれは津 が来ないと 思ふこ と は別段迷信ではな

い・ た ゞ震度の定岳の仕方と痒浪を伴ふ地要ガ体感とを諜つた点とか ヽる大卓の際辟豆 言を発し

た こ と の不可な みこ と は明かで ・ 地巽の際か ヽる 妄言を発せしめない様 ，又一般をL て倍せ しめな

ぃ 様一麻の約育が必要である ・

4. 津 浪 番 報 ., 

“ 四珈叫 IJVC 夫 担々当官培から報紐 ある こ と ヽ、菌 れるが・ 忍者の関心も深心ので • 一

‘ (1) 宮部直 巳 ； 索 研 愛 報 第 l!l 懺 (l !l4'l), 賽 l 紺 I 11) !J 頁．

(2) 咤坂 ．温 沼 ； 東南 海＊池笈 関臼誕 親 (l!l4i5)_ 66 頁．

(3)' l:!11°Ii!. 竹 花 ： ・ビ 城 騒 下 蹟 貸 母 告 ； 磁 虔 叶報 ， 第 7 flj' 第 2 減 . I 2!l 頁
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廊 氏知した所を配めてを含たいと 恩ふ• このほか匹も発布された所は勿論力みこ と ヽ思ふか ，た ゞ

紙翁 承つた 範囲 どの程度のと とが行はれたかを記ば 止 める ・

．．・和歌UJ 測候所では震後直ちた咎報を発し ，術話咋 応 連絡しょ う と したか不通のため所 員を走ら

せた • その認 他逹状況は未調査でt る か，海南市ではJJ 伽いた 人かあると のこ とであつた （ 種村氏）．

潮岬測侯所では折柄地巽計調整のため来所中の大阪管区氣象台吉沢技官が極報を発 したが ，翫話

故障のため所 員を串本警察署へ走らす途中• 津浪の米殺に途を 1 牡まれ目的を果さ なかった （ 吉沢氏）

高矧測候所では水野所長が官合から地裾計~II( 馳付ける途中脊察に立奇 h 壻報を他逹した （杉 IJJ 

-· 氏）

筆者 岡いたのは以上の三個所であ るが• さ て今同の祁浪の経除に徴し現地各氣象官署の 津浪締

報に煕す・る感想は盗 く警報は 用を為さ ないといふこ と であつた• その理由は第一に爾線の切断によ．

る電話の不通及びラヂォ癒取の不能で ，第二に津浪到述時間が早過ぎて余裕の価＾ といふこ とであ

る ・` 之等二つの理由は結局器央が近いといふ こ と に帰— するのであつて ，全（ 今同の如（ 輿央の近

い場合には癬報の僕値は殆ど無いことは箪者も之を認める • こ のため恐ら く この地方では今後自衛

退避に重点を醤き或は自術退避一本松で行 く 方策かと られるの "ctt ないかと 思ふ·" 自術退避は万全

の策と して箪者 もその奨励に異存はないが ・ 反面普報の設定を 放染するが如きは一 考を要する と思

ふ・ 要央が速い場合乃こ と も考慮しヤその場含て役立つ戦醐と しての警報を設定して おく こ とは氣

象官署の貢任上必要と考へる·. 殊に相当辿距離地震によ る津浪の発生を経瞬 して ゐる三陸沿岸に於

炉 ては輝 船 そ吋 ヽ設定してを く こ と の無駄でないこ とを知る機会があ るであ ら う と 思ふ・（今

同の地窟の震央を仮 h に昭和 8 年：：：陸地徒の器央と 見倣 して ・ 最も近かったモ陸沿岸すでの距離 2 ，

~lllcnt を牛径とナ る円を描く と ，四國の大半と・近像の大半はその中に入 it:; も度V の区域は．殆ど全

部含まれて しi ふ・ 郎ち今同の地震が若し昭和 8 年の三陸地胆と 同じ所1f( 起つた とすれば • 陸J::/f( 

於け る爾線の被害などは殆ど無かつたであら ぅ．その反面津浪の高さ はさ して変らたぶつたであ ら う

と推定され る ・．）

5 ・ 現 地 に 於 け る 既 設 の 防 浪 施 設 と そ の 炊 果

今同の津浪に於いては各地の防浪施股の妓呆が特匠顕著であっ たので • こ のこ と侭就い て触れて

を きたい・ 三陸沿岸に比較する と こ の地方の防浪廊 役は函かに少数であるが ，箪者が 見聞した限 り

ではすべて有牧な働きを した・

先づ廣村の防浪堤は上記の如（ 完全If( 浪を防いだ 殷川の堤防か河口で決柑して，Ii: 岸の田月りは

一面海水を被つたが• その水は丁度堤防の北端でと まっ た 防浪森の南端1f( 近く その外1~ij に建ヤ ら

れた耐久中学は 4s m の津浪を被 n 大きた被害を受けたか （ 稲村氏） ・ 堤防の内哨I)</) 家は校水す ら し

なかつたと いふ・
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徳島縣 日和佐は 日和佐）II が曲折し最後に東流して海侭注 く所 ・ その北に接 して ゐる町であ るが 9 

町の東禰は海岸と の間に厚く 立祇な防潮林を設け ・ 又川の北岸には高さ 8, tlrnrT, 堤防を婆 き I !ff 

岸には何 も してな くて ・ 逆流した水は自由に南岸を超えて田随こ入 I) 込める様にしてぁ h• gn ち こ＇

こが所謂緩衡地区の役 目をなす理想的な防浪態勢を とつてゐる • こ ヽの海岸砂浜に於ける浪高は 8, 

8 5 Ill で ・ 堤防の所に於ける 浪高は 8. ·om であったといふ炉 揺井応 · 浪は計画通 り叡 緩衡

地区紀浸入して 町1/C は全然被害が無かつた

徳島廂宍喰の海岸は北部だけ防潮林がい （ 尤も そこは土地が少し届く なつてゐる） • その蔭は

被害を受けず ・ 防潮林の釦 南の部知 被害を受什た し； 北しそこは漁具＇貪服な どがあ,jt. こたけ で

住家は防潮林の蔭匹あつたので全体と して被害は少かった （ 田中氏 ・

徳島躙 腹 たは防潮林があ h• むのため被害は無かつた （ 揺井瓦 ．

部者の知 I) 得たのはこれだけの例であるが てと等は何れい防浪対策 と して成功して居 り • 今匝程

度の津浪では極めて有数であ る•こ とが実証された ・ 之に反して和歌山縣田辺市新庄• 徳島縣浅/II• 

牟岐 ・ 木岐 ， 由岐等被害の甚 しかつた町村は何れも何等の防浪施設も施さず ，平素から津浪の危険

侭曝されてゐた所と して瑕f る r. とが出来る ・

翠 は大掛 h な防浪施設ではないが ・ 極めて碑 lfC. その数果を発揮したも のと して淫げ←箇 きた

い も のがあ る・ 牟岐町東町は今度相当ひどぃ 浪災を受け多数の沿家を生じたが • その一 角紀多少1 項

い ただけで完全に倒沿を免れた 数軒の家があった・ その原因と なっ たのはそれ等数軒のう ち最 も海

船近く （ 汀か ら 約 8 II m) (IC あ る i 軒の二階家か海岸恨訳 何れも高さ い趾 原さ 6 寸位のコ ンク リ

ー ト塀を設けてゐた こ とヤある ・ そのためそれ等り軒の家は倒消を免れ • 従て それ紀設 く 数軒の家

が直接津浪に曝さ れる こ とを免れたため紀何れ も無事 であつtc. ・ 見た と とノろと の堺．たどは津浪佗対

して何の牧果もない様に思はれたか ，水流が弱ければ
· と の捏既の施設でも津浪ltr. 対して有数である

と いふょv, 実例を 示 した訳であ る ・
／

尚この機会に南海地方の防浪施設を今し同の地据を契機と して、 吟 ，充実する様地方民に対 して唱迅

せら れんこ とを現地氣象官器の方々に嬰 望したいと思ふ・

fl. 三 陸 津 浪 と の 対 比

今同の南漁地輿の津浪をヨ 陸地殿の津浪と対比する と色々
な点で相異してゐる 第 2 節に掲げた

今同の津浪(1)(1 曲逃 の迦いこ と '(2) 昔を囮かなかった こ と '(3) 水の堤を見た ものが少い こ と といふ

三つの特徴は暗々裡に三陵の津浪を対照た しf こものであつて ・ 之等を綜合する と ，今同の津浪は波

尚の低かつた こ と ヽ合せ考へて 大部分の所では未だ位相波から
十分進行波侭変らない前に上陸して

し まっ たのではなV> か と 疑はれる • こ の展係は全 く海深並ひに涸民の ‘ 
螂 によつて定する こ とであ

ら 1 か ら‘• 詳細な海図によつて両地方の状態を比較十れ面鮒たし得 る と
思ふか ・ 只今手許に南海地
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方 の海図力潅知 ので• それは他8//C 譲る こと ヽする ・ た ゞ両地方の根底状態侭見られる巨視的な相

異 と して三陸は陸棚が割たよ く 発逹 してゐて服いが ・ 南海はその発逹が悪( . 海底の傾斜は三陸紀

小 さ （ 南海た大き いこ と 力違約 られる ． 若し この謁係が膨釦丘 成立してゐそ ，南海地方の海岸が

三陸地方に比べて 水深が 大であ る とすれば・ 波品の小さいこと ヽ相侯つて痒浪は進行波侭変らない

中に到達し ・ 従て流速は小 さ ( . 水の涎も 見しなかった こ とが説明されるであら う ・ 尤もこ の関係

は紀伊水道の奥部では余程水深 も滅つてゐる(/)で水道口部の様な訳に行かず・ 津浪は三陸沿岸に似

た 様相を呈 して も よい と 考 ‘ヽ られる ・ 殊侭由良港叫裔港9 な水迅痴賂に位す．る上に滋形細長く -~そ の

様 な所では一洒こ の特徴が大き く淵つて ゐるので• 水の堤が哉察されたのではないか と思ね れる．

・ 南海三陸両地方の津浪の上述の様 な特倣が果して両地方の海底状態に起囚してゐる とすれは• か

か る相異は両地方の津浪に常に見られるぺき ものヤあつて ・ 両地方に共画の対策の樹立は困難であ

ら う• • よ って この関係を迷かに明かにする こ とが必要 と考へる ・

7 ・ 結 語 並 び に ニ ・ 三 の 注 意

以上蓮ぺた所ェ h 要点を摘記ナる と

(1) 今回の津浪は三陸地方の過去 の津浪と は来複の梃様ti)i 著 し く異つてゐた ・

(2) 住民の退避は夜間而も津浪到到逹が早かった抑J 紀よ く行はれ・ 死者の少ぃ 原因と なった・ 尚

死者 の少かった他の原因と して津浪の流迷の小さかつたこ とが泄げられる ・

(3) 住民’の退避が よ く 行はれた原因は住民紀或程度の津浪の千偏知識と誨戒心<iJi ぁ ったからであ

る ・

(4) 住民の津浪に対 する予備知幽d 安政地委の津浪と 東南海地器の津浪の経論紀よ つて得られた

も のが大部分であ る

(5) 住民の津浪に対する知品が殆 ど之等両同の津浪た よる経聡的所産のみであ るための認識不足

か ら 不幸を招り た例)iii 疇 数であつた・・

(6) この齢 に但 訳 刻 し津浪の正 恥 知齢 輿へる こ と加必要である ・

(7) 既設の防浪施諏 i 何れも有効でぁ つた・ 今迄餓かった所紀於ける今後の新設が望すしい ・

尚今同不幸を 見た 人の例 と＇し て• 第一波が終つてか ら物を取 I) ((C 婦っ て渭難した 人がゃ 加 袢浪

,'

の知識が足 h なかっ た といへ よ う ・ 又不幸を 見た人々 は 3.1,Q オ位の女の人が多かった と も言はれ，．
引揚 者や疎開者が多かっ た と？ ふ弔も あ る ・ 之等か且偽は明かでないか ・ 少（ も考へ得る所であ 見

昭和 2 l 年度三陸地 方の津浪退避訓練紀於て も疎脱者の不熱心が目立ったとい ふ報告がある ・消嘩 ｀
退避を 説 く 場合考慮すべき こ と であ ら う ・

-x.
ヽ



8 公

海 届 報 告 ，

(l) マ ニ ラか ら 復 目者 を 政せ た 7600 ト :" (7)j 翫;1 2 l 日午前 l l 時 l !l 分潮 岬 irji2_-BO 里の

処を 航行 中海窟 を感 じた こ と 紀つ き船 投坪内正氏はつ き のど と く 語 つた ・ 「T 度船 は 機 雷を 受けた

・を 知 ナの で ・ す ぐ妃復 貝翫 救裔具を つけ さ せ退知 の覇 前を さ せ た ・ 間 も な く 紀南

方面界 火の手が 見 たが 新宮だ っ た と 、鯰 」 （ 名古屋 の新 聞た 記載 さ れた も の ・ 加 夜1 紅庖 報告）

(2) 和歌 Ill 縣 周参 即 汀の漁師 は地将 の際 8 里 程 の 沖た 居 ったが . · 一 と いふ IJJ0.0 I) の 後代粘が突 上

げ ら れ 2 如 紅感 じ を 知 · 舟板が ガ； ガ タ と 昔をた て て 鳴っ た と の こ と であ る （ 末服 諏二報 告） ．

(8) 三重饂 町沖合で ナープ ーと いふ 山の崩れ る 様な 霰 し て舟 の搬咽が 打 消さ れ る 程 であ つた ．

約 三釦縣須賀利 村沖 合に出漁中の船 は丁屁船 の発励振 を 急に迎 蒻 した 時の様妬 感 じ た ・

(5) 高知 縣須崎 1 ・中に 出漁 中の舟は 活展を 感 じ た ・

(61 大 阪小松 島聞 の述絡船郡 知 丸の ー等蓮縛手 の話に よ る と 坂出町の沖合 の典 島の鍋 島燈 台に平

行 し て禅路 を 西侭 と 1)/ 1 分 程 し ·て船尾に椴尉 の故 障 の様 な衝 撃を 感 じ た ・
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